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２－３ 食糧備蓄施設の状況 

２－３－１ 既存の政府食糧備蓄施設  

（1）食糧備蓄施設の貯蔵能力  

バ国の食料安全保障を後方支援している既存の政府食糧貯蔵施設は、施設タイ

プ別にサイロ、中央貯蔵施設（CSD）、地方貯蔵施設（LSD）の 3 種類に大別され、

サイロ 5 カ所（有効貯蔵能力 22.5 万 t、総貯蔵能力の 15%）、CSD 12 カ所（同 29.8

万 t、同 21%）、LSD 632 カ所（同 94.3 万 t、同 64%）から成っている。その概要

は、表 2-3-1-1 のとおりである。また、管区別貯蔵能力の分布については、付属

資料 3-8「付図 2-3-1-1 食糧貯蔵施設の分布図」、管区別食糧貯蔵施設リストにつ

いては、付属資料 3-9「付表 2-3-1-1 管区別食糧貯蔵施設リスト」参照。  

 

表 2-3-1-1  国営の既存食糧貯蔵施設  

貯蔵施設の名称  施設数  所在地  
（管区）

施設貯蔵能力

（ t）  
有効貯蔵能力

（ t）  

利用不能施設

の貯蔵能力  
（ t）  

貯蔵穀物

Chittagong Silo 1 Chittagong 100,000 100,000 0 小麦  

Ashuganj Silo 1 Chittagong 50,000 50,000 0 小麦  

Narayanganj Silo 1 Dhaka 50,000 50,000 0 小麦  

Santahar Silo 1 Rajshahi 25,000 25,000 0 小麦  

Khulna Silo 1 Khulna 800 0 800 小麦  

小計  5  225,800 225,000 800  

Dhaka CSD 1 Dhaka 8,500 7,500 1,000 コメ・小麦

Tejgaon CSD 1 Dhaka 34,700 26,700 8,000 コメ・小麦

Narayanganj CSD 1 Dhaka 20,630 9,000 11,630 コメ・小麦

Mymensingh CSD 1 Dhaka 27,560 25,000 2,560 コメ・小麦

Dewanhat CSD 1 Chittagong 40,000 37,000 3,000 コメ・小麦

Chandpur CSD 1 Chittagong 13,500 4,000 9,500 コメ・小麦

Santahar CSD 1 Rajshahi 37,550 26,150 11,400 コメ  

Muladuli  CSD 1 Rajshahi 40,060 25,000 15,060 コメ  

Dinajpur CSD 1 Rajshahi 20,500 20,500 0 コメ・小麦

Barisal CSD 1 Barisal 22,780 6,100 16,680 コメ  

Khulna CSD 1 Khulna 72,400 53,000 19,400 コメ・小麦

Maheswarpasha CSD 1 Khulna 58,827 58,077 23 コメ・小麦

小計  12  397,007 298,027 98,980  

全国 LSD 632  1,102,718 942,776 159,942 コメ・小麦

計  649  1,725,525 1,465,803 259,722  

出典：食料局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  

  

サイロは主に Chittagong 港から荷揚げされた援助小麦を、CSD と LSD はコメと

小麦等の穀物の他に、塩、植物油、砂糖等も貯蔵している。CSD は、公的食糧配
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給制度下の食糧の中核的貯蔵施設として機能し、政府調達穀物、政府備蓄穀物、

市場放出用穀物、配給食糧（政府セフティーネットプログラムと緊急災害用食糧

を含む）等を貯蔵している。他方、LSD も政府穀物調達と各種穀物貯蔵を管轄し

ており、郡レベルに設けられている食糧配給所を通じて LSD から消費者 /プログ

ラム受益者 /被災者に配給食糧が供給されている。  

食糧貯蔵施設のネットワークについては、全国にサイロ 5 基と平型食糧倉庫

2,357 棟が整備されているものの、すべての施設機能が効率的に発揮されている

訳ではない。例えば、Khulna サイロ（スチール製、800t）は、1983～84 年に UNDP

支援によって試験的に建設された施設で、Chittagong 港と Mongla 港に荷揚げされ

た小麦を貯蔵していたが、施設機器の仕様電圧が 110V で、スペアパーツの入手

が困難であるため、現在は利用されていない。また、Narayanganj サイロ（5 万 t）

では、小麦の輸入量が近年減少傾向にある中、稼働率が低下してきているとも言

われている。  

他方、2,357 棟の平型倉庫の内 304 棟は、①旧式倉庫で施設寿命がきているこ

と、②予算制約のため、施設の維持管理が適切に行われてこなかったこと、③塩

等が貯蔵されている施設の腐食が進行していること、④河川流況が変化し船での

荷揚げが不可能になったこと等が原因で、その利用が不可能になっている。加え

て、103 棟（Assam 型、Lahore 型、Dhaka 型）は 1940 年代に建設された施設で、

改修することは不可能であり、撤去する必要があることが指摘されている。  

これらの状況は、施設の貯蔵能力が計画能力の 172.6 万 t から実際に利用でき

る有効能力の 146.6 万 t に低下し、26 万 t 分の貯蔵能力が減少していることを意

味している。  

なお、Chittagong 管区の Halishahar CSD（35 棟、有効貯蔵能力 3.67 万 t）は 2006

年に DGoF からチッタゴン輸出加工区（Chittagong Export Processing Zone）に移

管されていたが、2009 年にその施設が DGoF に返還されることになっている。  

 

（2）穀物在庫量  

各食糧貯蔵施設の穀物在庫量（2008 年 7 月～2009 年 6 月 24 日）は、表 2-3-1-2

に示されるとおりで、全国の 2009 年 6 月 24 日時点の在庫量は 1.1 百万 t であり、

既存の貯蔵能力を越えて貯蔵している施設は、Barisal（131%）、Tejgaon（126%）、

Santahar（110%）、Dinajpur（104%）、Mymensingh（104%）の 5 カ所で、全国平均

の貯蔵施設利用率は 75%である。また、LSD の施設利用率が も高く 82%で、CSD 

76%、サイロ 46%となっている。  

なお、2008/2009 年度の各管区の月別貯蔵施設利用率は、付属資料 3-10「付表

2-3-1-2（1/7）」、付属資料 3-11「付表 2-3-1-2（2/7）」、付属資料 3-12「付表 2-3-1-2

（3/7）」、付属資料 3-13「付表 2-3-1-2（4/7）」、付属資料 3-14「付表 2-3-1-2（5/7）」、

付属資料 3-15「付表 2-3-1-2（6/7）」及び全国の月別貯蔵施設利用率については、

付属資料 3-16「付表 2-3-1-2（7/7）」参照。  
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表 2-3-1-2 食糧貯蔵施設の穀物在庫量（2008 年 7 月～2009 年 6 月 24 日）  
2008 年 7 月月初在庫量（ｔ） 2009 年 6 月月末在庫量（ｔ）  貯蔵

施設

タイ

プ  

施設名称  有効貯蔵

能力（ｔ） コメ  小麦  計  コメ  小麦  計  

施設  
利用率

（%）

Chittagong 100,000 0 44,901 44,901 0 44,888 44,888  45 

Ashuganj 50,000 0 18,049 18,049 0 18,049 18,049  36 

Narayanganj 50,000 0 20,567 20,567 0 20,567 20,567  41 

Santahar 25,000 0 20,055 20,055 0 19,987 19,987  80 

Khulna 0 0 0 0 0 0 0   0 

サ イ ロ  

小計  225,000 0 103,572 103,572 0 103,491 103,491  46 

Dhaka 7,500 6,780 14 6,794 6,820 14 6,834  91 

Tejgaon 26,700 30,679 2,346 33,025 30,750 2,964 33,714 126 

Narayanganj 9,000 3,852 774 4,626 3,739 774 4,513  50 

Mymensingh 25,000 25,010 478 25,488 25,526 478 26,004 104 

Dewanhat 37,000 18,371 598 18,969 18,103 598 18,701  51 

Chandpur 4,000 2,443 223 2,666 2,448 222 2,670  67 

Santahar 26,150 28,722 0 28,722 28,807 0 28,807 110 

Muladuli  25,000 13,236 0 13,236 13,600 0 13,600  54 

Dinajpur 20,500 20,610 560 21,170 20,830 572 21,402 104 

Barisal 6,100 8,006 0 8,006 8,006 0 8,006 131 

Khulna 53,000 18,893 888 19,781 18,987 888 19,875  38 

Maheswarpasha 58,077 40,762 2,470 43,232 39,802 2,441 42,243  73 

CSD 

小計  298,027 217,364 8,351 225,715 217,418 8,951 226,369  76 

LSD 632 カ所  942,776 726,187* 41,412* 767,500* 726,367 44,387 770,754  82 

計   1 ,465,803 - - - 943,785 156,829 1,100,614  75 

注：1）*推定値  
  2）貯蔵施設利用率は、月末在庫量と有効貯蔵能力の比率  
出典：食料局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  
 

   表 2-3-1-3 の 2008/09 年度の管区別の穀物在庫量によると、全国平均の施設利用

率は 72%であり、その利用率を越えて貯蔵している管区は、Rajshahi 管区の 100.8%

と Dhaka 管区の 77.5%のみで、 低の利用率は Barisal 管区の 31.3%である。  

 

表 2-3-1-3 管区別穀物在庫量（2008/09 年度）  
期首在庫量  

（ 2008 年 7 月 1 日）（ t）  
期末在庫量  

（ 2009 年 6 月 30 日）（ t）  管区  有効貯蔵

能力（ t） 
コメ  小麦  計  コメ  小麦  計  

貯蔵施設利

用率（%）  

Rajshahi 420,350 273,300 18,663 291,963 390,120 33,714 423,834 100.8 
Khulna 229,653 169,858 9,679 179,537 131,600 9,279 140,879  61.3 
Barisal 72,350 32,668 1,804 34,472 10,638 11,973 22,611  31.3 
Dhaka 356,400 197,993 23,543 221,536 245,960 30,238 276,198  77.5 
Chittagong 327,800 81,219 64,953 146,172 78,042 82,896 160,938  49.1 
Sylhet 59,250 26,793 2,079 28,872 30,087 1,004 31,091  52.5 

全国  1,465,803 781,831 120,721 902,552 886,447 169,104 1,055,551  72.0 
注：貯蔵施設利用率は、期末在庫量と有効貯蔵能力の比率。  
出典：食料局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）  
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（3）穀物取扱量  

表 2-3-1-4 に示されるように、2008/09 年度の全国の穀物取扱量（月初在庫量含

む）は、16.0 百万 t で、月平均 1.3 百万 t になる。穀物取扱量の も多い管区は

Rajshahi で、貯蔵能力の約 13.6 倍に相当する穀物 5.7 百万 t/年を取り扱い、月平

均でも貯蔵能力を上回る 47.5 万 t を処理している。Dhaka 管区の年間取扱量は、

貯蔵能力の約 11.4 倍の 4.1 百万 t であるが、月平均では貯蔵能力を下回る穀物が

取り扱われている。  

 

表 2-3-1-4 管区別穀物取扱量（2008/09 年度）  

管区  有効貯蔵

能力（ t）  項目  在庫量（ t） 国内調達

（ t）  

国外調達・

ドナー食糧

支援（ t）

他管区から

の搬入量

（ t）  

計  
（ t）  

貯蔵施設

利用率

（%）

Rajshahi 
  420,350 年間  

月平均

4,554,200
379,517

971,129
125,021

145,554
12,129

25,730
4,288

5,696,613 
474,718 

1,355.2
112.9

Khulna 229,653 年間  
月平均

2,465,700
205,475

164,929
17,700

97,036
8,086

64,264
8,820

2,791,929 
232,661 

1,215.7
101.3

Barisal 72,350 年間  
月平均

576,800
48,067

2,549
319

80,863
6,739

142,254
15,464

802,466 
66,872 

1,109.1
92.4

Dhaka 356,400 年間  
月平均

3,367,235
280,603

262,843
27,407

242,590
20,216

203,130
19,395

4,075,798 
339,650 

1,143.6
95.3

Chittagong 327,800 年間  
月平均

2,353,915
196,160

55,624
5,562

177,899
14,825

323,880
41,707

2,911,318 
242,610 

888.1
74.0

Sylhet 59,250 年間  
月平均

420,724
35,060

25,970
2,886

64,691
5,391

86,372
12,567

597,757 
49,813 

1,008.9
84.1

全国  1,465,803 年間  
月平均

13,738,574
1,144,881

1,483,044
178,542

808,632
67,386

845,630
74,514

16,030,250 
1,335,854 

1,093.6
91.1

注：貯蔵施設利用率は、穀物取扱の総量と有効貯蔵能力の比率。  
出典：食料局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）  
 

（4）穀物搬出量  

表 2-3-1-5 に示されるように、2008/09 年度の全国の穀物搬出量は 3.0 百万 t で、

月平均 24.8 万 t になる。穀物搬出量の も多い管区は Rajshahi で、貯蔵能力の約

2.4 倍に相当する穀物 1.0 百万 t/年が搬出されている。Dhaka 管区の年間搬出量は、

貯蔵能力の約 1.8 倍の 65.4 万 t である。  

表 2-3-1-5 管区別穀物搬出量（2008/09 年度）  
管区  有効貯蔵能力（ t） 項目  配給量（ t） 他管区への搬出量（ t） 計（ t）  

Rajshahi 420,350 年間  
月平均

493,527
41,127

517,015
48,561

1,010,542
84,212

Khulna 229,653 年間  
月平均

255,116
21,260

109,773
25,132

364,889
30,407

Barisal 72,350 年間  
月平均

198,561
16,547

38,967
6,659

237,528
19,794

Dhaka 356,400 年間  
月平均

609,332
50,778

44,570
18,034

653,902
54,492

Chittagong 327,800 年間  
月平均

450,560
37,547

92,079
14,568

542,639
45,220

Sylhet 59,250 年間  
月平均

119,045
9,920

51,200
11,712

170,245
14,187

全国  1 ,465,803 年間  
月平均

2,126,141
177,178

853,605
71,134

2,979,746
248,312

出典：食料局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）  
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（5）在庫回転率  

在庫回転率を高めることは、公的食糧配給制度の効率化に必要な要素であり、

穀物の搬出入費用（穀物輸送費含む）、有限な貯蔵施設の利用度、施設毎の 適穀

物在庫水準の維持、穀物の品質劣化に伴うロス等とも関連している。表 2-3-1-6

に 2008/09 年度の管区別穀物在庫の回転率 6を示す（詳細は、付属資料 3-10～3-16

付表 2-3-1-2（1/7）～付表 2-3-1-2（7/7）参照）。  

 

表 2-3-1-6 管区別穀物在庫の回転率（2008/09 年度）  
在庫回転率（回）  

管区  有効貯蔵

能力（ t） 年間  月平均 ピーク時期  
Rajshahi 420,350 13.6 1.1 1.4（10・6 月） 
Khulna 229,653 12.2 1.0 1.2（10 月）  
Barisal 72,350 11.1 0.9 1.1（9-10 月）  
Dhaka 356,400 11.4 1.0 1.1（9-11 月）  
Chittagong 327,800 8.9 0.7 0.9（9-12 月）  
Sylhet 59,250 10.1 0.8 1.6（10 月）  

全国  1,465,803 10.9 0.9 1.1（10 月）  
  出典：調査団  

 

全国の穀物在庫の平均回転率は 10.9 回 /年であり、 も高い回転率は Rajshahi

管区の 13.6 回 /年、反対に も低いのは Chittagong 管区の 8.9 回 /年である。Rajshahi

管区では 10 月と 6 月に回転率のピークを迎え、月 1.4 回の在庫のローテーション

を行っている。また、Dhaka 管区では、9～11 月に在庫回転率のピークを迎え、

1.1 回 /月の割合で穀物の搬出入を行っている。  

 

（6）穀物の輸送手段と費用  

DGoF 内で穀物輸送を担当しているのが、DMSS である。同部では、穀物の移

送計画の立案も行っている。  

公的食糧配給体制の後方支援を担っている食糧貯蔵施設は全国に点在し、それ

ぞれの施設の立地条件によって輸送手段が異なっているが、サイロについては、

バラ積みされた小麦の搬入が容易になるように鉄道のアクセスが確保されている。

表 2-3-17 に貯蔵施設毎の輸送手段を示す。  

輸送手段は道路、鉄道、河川 /海上等に大別され、コメ（国産米・輸入米）と小

麦（輸入小麦）の流れと輸送手段を図 2-3-1-1 に示す。穀物移送については、国

産米は Rajshahi 管区から Khulna 管区（鉄道）、Barisal 管区（船）、Chittagong 管区

の Brahmanbaria、Comilla、Chandpur、Lakshmipur、Noakhali、Feni の食糧不足県

に、また、Dhaka 管区の食糧不足県に搬送されている。輸入米は Chittagong 港に

荷揚げされ、Chittagong と Dhaka の両管区の食糧不足県に移送されている。国産

小麦については、各管区で地産地消が行われている。輸入小麦は Chittagong 港か

                                                  
6  回転率 (回 )=食糧搬入量（ t）／有効貯蔵能力（ t）で算出。  
上記の回転率は、コメ・小麦を合わせた食糧搬入量、管区内のサイロ、CSD、LSD を合わせた有効貯蔵施設

能力を用いて算出。  
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ら海上輸送で Barisal と Khulna の両管区に、鉄道とトラック（主に鉄道）で Dhaka

管区と Rajshahi 管区に移送され、Sylhet 管区には少量が鉄道輸送されている。

Mongla 港に荷揚げされた小麦は、Khulna 管区から海上 /河川輸送で Rajshahi 管区

の一部と Barisal 管区に移送されている。Chittagong 港から Santahar サイロと

Narayanganji サイロへの小麦移送には、バラ積み貨車と船舶がそれぞれ利用され

ている。  

 

表 2-3-1-7 食糧貯蔵施設毎の輸送手段  

貯蔵施設の名称  
サイロ・

CSD・LSD
棟数  

所在地  
（管区）

有効貯蔵

能力（ t） 貯蔵穀物  穀物輸送手段  

Chittagong Silo 1 Chittagong 100,000 小麦  道路、鉄道、河川

Ashuganj Silo 1 Chittagong 50,000 小麦  道路、鉄道、河川

Narayanganj Silo 1 Dhaka 50,000 小麦  道路、鉄道、河川

Santahar Silo 1 Rajshahi 25,000 小麦  道路、鉄道  
Khulna Silo 1 Khulna 0 小麦  道路、鉄道、河川

小計  5  225,000 - - 
Dhaka CSD 1 Dhaka 7,500 コメ・小麦  道路、河川  
Tejgaon CSD 1 Dhaka 26,700 コメ・小麦  道路、鉄道  
Narayanganj CSD 1 Dhaka 9,000 コメ・小麦  道路、河川  
Mymensingh CSD 1 Dhaka 25,000 コメ・小麦  道路、鉄道  
Dewanhat CSD 1 Chittagong 37,000 コメ・小麦  道路、鉄道  
Chandpur CSD 1 Chittagong 4,000 コメ・小麦  道路、鉄道、河川

Santahar CSD 1 Rajshahi 26,150 コメ  道路、鉄道  
Muladuli CSD 1 Rajshahi 25,000 コメ  道路、鉄道  
Dinajpur CSD 1 Rajshahi 20,500 コメ・小麦  道路、鉄道  
Barisal CSD 1 Barisal 6,100 コメ  道路、河川  
Khulna CSD 1 Khulna 53,000 コメ・小麦  道路、鉄道、河川

Maheswarpasha 
CSD 1 Khulna 58,077 コメ・小麦  道路、鉄道、河川

小計  12 - 298,027 - - 
全国 LSD 632 - 942,776 コメ・小麦  道路、鉄道、河川

計  649 - 1,465,803 - - 
出典：食料局（DGoF）  
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注：    はコメ、       は小麦の流れを示している。  
出典：食料局（DGoF）移送・貯蔵・サイロ部（DMSS）の聞き取り調査  

 
図 2-3-1-1 穀物の流れと輸送手段  

 

 

 

輸入米
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鉄道輸送  

鉄道輸送  

鉄道輸送

鉄道輸送

海上 / 
河川輸送

トラック
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鉄道・トラ

ック輸送  
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また、2008/09 年度の Rajshahi 管区の Boro 米調達目標 74.3 万 t の内、他管区へ

の移送を対象としている 42.1 万 t の輸送手段は、表 2-3-1-8 に示すとおり「トラ

ック輸送が 69％、鉄道輸送 19％、河川輸送 12％」となっている。したがって、

鉄道や河川のアクセスが可能な出荷先には、トラック輸送よりも安価な輸送手段

が利用され、コスト削減を図っている。  

 

表 2-3-1-8 Rajshahi 管区の Boro 米の輸送手段  
（単位：万 t）  

年月  鉄道  トラック 船  計  

2009.5 1.5 7.0 1.0 9.5 

2009.6 2.5 8.5 1.5 12.5 

2009.7 2.5 8.5 1.5 12.5 

2009.8 1.5 5.0 1.1 7.6 

計  8.0 29.0 5.1 42.1 

割合（%） 19 69 12 100 

出典：食料局（DGoF）移送・貯蔵・サイロ部（DMSS）  

 

輸入穀物（コメ・小麦）は Chittagong 港と Mongla 港に荷揚げされ、それぞれ

の国営貯蔵施設と民間貯蔵施設に搬送されている。両港の 2008/09 年度の輸入穀

物取扱量を表 2-3-1-9 に示す（詳細は、付属資料 3-17「付表 2-3-1-3」参照）。  

 

表 2-3-1-9 輸入穀物取扱量（2008/09 年度）  

取扱量（ t）  施設利用率（%）  
穀物  

Chittagong 港  Mongla 港  計  Chit tagong 港 Mongla 港  

コメ  393,731 38,938 432,669 91 9 

小麦  368,694 9,848 378,542 97 3 

計  762,425 48,786 811,211 94 6 

出典：食料局（DGoF）モニタリング情報システム管理課（MISM）  

 

輸入穀物の内、コメの取扱量の 91%は Chittagong 港で、また、小麦の 97%も同

港で荷揚げされている。ドナー支援食糧は、荷揚げ設備が完備している Chittagong

港を利用しており、Mongla 港の利用はほとんど行われていない。それは、Mongla

港には小麦用サイロがなく、荷揚げ施設の不備が理由である。DGoF の DMSS は、

将来的に Mongla 港の荷揚げ施設の整備を行うことによって、政府のコメ輸入量

の 40%は Mongla 港、60%は Chittagong 港を利用したいとしている（ JDCF 資金に

よる 5 万 t の小麦サイロ建設が我が国に要請され、既に承認されている）。  

輸送費とハンドリング費用（荷積み・荷下ろし）については、表 2-3-1-10 にル

ート毎の費用を示す。穀物輸送は、DGoF に登録されている輸送業者が担当し、

その契約者選定は登録輸送業者による一般競争入札で行われている。  
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表 2-3-1-10 輸送費とハンドリング費用  

荷積み地点  荷下ろし地点
鉄道  

（BDT/t）  
トラック  
（BDT/t）  

船  
（BDT/t）  

Chittagong Silo 
（70）  

Tejgaon CSD 
（13.68）  434.61 1,146.00 - 

Chittagong Silo 
（70）  

Santahar CSD
（13.0）  646.35 1,524.50 

（30）  - 

Chittagong Silo 
（70）  M. Pasha CSD - 

（47.78）  
- 

（47.78）  
846.75 

（175.26）  
Santahar Silo/CSD

（70）  
Tejgaon CSD 
（13.68）  459.48 1,120.00 - 

注：（）内の数字はハンドリング費用。  
出典：食料局（DGoF）移送・貯蔵・サイロ部（DMSS）  

  

輸送手段の中では、トラック輸送が も高く（4.5BDT/km/t）、鉄道輸送の 2.5

倍、また河川 /海上輸送の 1.5 倍の費用を要する。ハンドリング費用の内、荷積み

費用は 70BDT/t で、荷下ろしは 13～14BDT/t である。各ドナーは内陸輸送・貯蔵・

ハンドリング費用（ Internal Transportation, Storage and Handling：以下、 ITSH）の

一部を負担しているが（WFP は輸送費の 50%を負担している）、画一化された負

担基準が設けられていないのが現状である。もし、同一の負担基準が全てのドナ

ーに適用されれば、公的食糧配給制度の経理業務を簡略化でき、それによって制

度の効率性を向上させることができると言われている。また、穀物の国内調達の

戦略的拠点で貯蔵能力不足に陥っている Rajshahi 管区から、貯蔵能力に余裕のあ

る管区に一時的に穀物を移送することは、費用面からも非効率的であると考えら

れるため、Rajshahi 管区等の貯蔵能力不足地域に食糧貯蔵施設を増設することは、

公的食糧配給制度の穀物流通の効率化を高めるためにも、不可欠である。  
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（7）輸送・貯蔵損失  

輸送・貯蔵ロスと損失額の試算結果を表 2-3-1-11 に示す。  

 

表 2-3-1-11 輸送・貯蔵損失  
項目  穀物  2005/06 年度 2006/07 年度 2007/08 年度 2008/09 年度  平均  

調達量（ t）  

 期首在庫量  
コメ  
小麦  
小計  

606,288
152,005
758,293

567,974
175,807
743,781

442,434
167,971
610,405

824,042 
174,160 
998,202 

610,185
167,486
777,671

 国内調達量  
コメ  
小麦  
小計  

944,301
911

945,212

1,139,464
124

1,139,588

869,543
4

869,547

1,449,448 
33,598 

1,483,046 

1,100,689
8,659

1,109,348

 国外調達量  
コメ  
小麦  
小計  

498,000
1,767,000
2,265,000

695,000
1,634,000
2,329,000

373,786
176,503
550,289

419,002 
380,525 
799,527 

496,447
989,507

1,485,954

計  
コメ  
小麦  
小計  

2,048,589
1,919,916
3,968,505

2,402,438
1,809,931
4,212,369

1,685,763
344,478

2,030,241

2,692,492 
588,283 

3,280,775 

2,207,321
1,165,652
3,372,973

輸送・貯蔵損失量（ t）  

 輸送損失量  
コメ  
小麦  
小計  

583*
546*

1,129*

669*
504*

1,173*

934*
191*

1,125*

1,379 
281 

1,660 

891
381

1,272

 貯蔵損失量  
コメ  
小麦  
小計  

4,137*
3,878*
8,015*

4,746*
3,575*
8,321*

6,628*
1,355*
7,983*

10,809 
972 

11,781 

6,580
2,445
9,025

計  
コメ  
小麦  
小計  

4,720*
4,424*

9,144

5,415*
4,079*

9,494

7,562*
1,546*

9,108

12,188 
1,253 

13,441 

7,471
2,826

10,297
輸送・貯蔵損失率（%）  

 輸送損失量  
コメ  
小麦  
小計  

0.03*
0.03*
0.03*

0.03*
0.03*
0.03*

0.06*
0.06*
0.06*

0.05 
0.05 
0.05 

0.04
0.03
0.04

 貯蔵損失量  
コメ  
小麦  
小計  

0.20*
0.20*
0.20*

0.20*
0.20*
0.20*

0.39*
0.39*
0.39*

0.40 
0.17 
0.36 

0.30
0.21
0.27

計  
コメ  
小麦  
小計  

0.23*
0.23*

0.23

0.23*
0.23*

0.23

0.45*
0.45*

0.45

0.45 
0.21 
0.41 

0.34
0.24
0.31

輸送・貯蔵損失額（1,000BDT）  

 輸送損失額  
コメ  
小麦  
小計  

12,826
8,736

21,562

14,718
8,064

22,782

20,548
3,056

23,604

30,338 
4,496 

34,834 

19,608
6,088

25,696

 貯蔵損失額  
コメ  
小麦  
小計  

91,014
62,048

153,062

104,412
57,200

161,612

145,816
21,680

167,496

237,798 
15,552 

253,350 

144,760
39,120

183,880

計  
コメ  
小麦  
小計  

103,840
70,784

174,624

119,130
65,264

184,394

166,364
24,736

191,100

268,136 
20,048 

288,184 

164,368
45,208

209,576
注：1）*推定値。2）2008/09 年度の輸送・貯蔵損失量は 2009 年 6 月 18 日までの累計。  
  3）コメの価格は 22BDT/kg、小麦は 16BDT/kg である。  
出典：食料局（DGoF）モニタリング情報システム管理課（MISM）  
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上表から、2005/06～2008/09 年度の平均輸送損失率は 0.04%で、他方貯蔵損失

率は輸送損失の約 7 倍の 0.27%であることが分かる。また、DGoF によれば、貯

蔵損失量は小麦よりもコメの方が多く、これは小麦の大部分がサイロ施設で貯蔵

されているためである。コメの貯蔵損失量が多いのは、全国平均の在庫回転率が

10.9 回と高いため、倉庫内で頻繁に穀物の荷積みと荷下ろしが行われていること

に起因していると推測でき、小動物被害や不適切な湿度管理による穀物の劣化に

基づく穀物損失は、近年報告されていないとのことであった。また、同期間の平

均損失額は 209.6 百万 BDT で、その内の約 88%は貯蔵損失によるものである（183.9

百万 BDT）。  

我が国の支援により、10 万 t のコメ用サイロが建設されることになれば、コメ

の貯蔵損失量（2008/09 年度）は小麦並に 0.40%から 0.17%に激減することが予想

される（上表参照）。  

 

表 2-3-1-12 貯蔵損失量の削減効果  
貯蔵施設の  

タイプ  
貯蔵能力

（ t）  
貯蔵損失率

（%）  
貯蔵損失量

（ t）  
貯蔵損失額  
（ 1,000BDT）  

平型倉庫  100,000 0.40 400 8,800 
サイロ  100,000 0.17 170 3,740 
事業便益  - 0.23 230 5,060 

   出典：調査団  
 

表 2-3-1-12 から、貯蔵損失量の削減効果は在庫回転率 1 回当たり 230t（5.06 百

万 BDT）であり、年間当たり回転率を 10.9 回（全国平均）と仮定すると、貯蔵損

失の削減量は年間 2,507t、損失削減額は 5,515.4 万 BDT に達すると推定される。

輸送・貯蔵損失のモニタリングは、DGoF のモニタリング情報システム管理課

（MISM）が担当しており、週間報告書にその結果が連載されている。  

 

２－３－２ 我が国の支援による食糧備蓄施設  

我が国による過去の食糧貯蔵施設建設の概要は、表 2-3-2-1 のとおりである。我

が国は 1975～85 年に無償資金協力で 115 棟の平型食糧倉庫（11.5 万 t）を建設した。

その内の 2 カ所 Tejgaon CSD と Santahar CSD を視察した結果、各 CSD 管理者から

①湿度管理が行き届き（自然換気）、貯蔵穀物の品質劣化が発生しないこと、②施

設内部の柱が穀物の積み上げに支障を来さないように設計されていること、③

Dhaka 型の施設と比較して、施設の維持管理に費用があまりかからないこと等の高

い評価を得ることができた。また、同様の評価は DGoF 内でも得られた。  

バ国政府は、DGoF に 50 万 t の貯蔵施設の増設を指示しており、それは、食料計

画モニタリング委員会（FPMC）で裁定され、国家経済局（National Economic Council：

以下、NEC）によって承認されている。その内訳は表 2-3-2-2 のとおりである。  
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表 2-3-2-1 我が国による過去の食糧貯蔵施設建設の概要  

所在地  貯蔵施設  
（棟数）  

貯蔵能力

（ t）  
事業費  

（BDT）  
支援形

態  建設期間

Santahar CSD 17 17,000 85 百万

Mymensingh CSD 4 4,000 18 百万

Tejgaon CSD 12 12,000 54 百万

Dewnhat CSD 2 2,000 9 百万

Halishahar CSD 11 11,000 49.5 百万

Maheswarpasha 

CSD, Khulna 
11 11,000 55 百万

Khulna CSD 58 58,000 290 百万

無償資

金協力  
1975-85 

計  115 115,000 560.5 百万   

出典：食料局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  

 

表 2-3-2-2 50 万 t の貯蔵施設の増設計画  
貯蔵能力  
（万 t）  計画資金源  備考  

11 日本政府 DRGA-CF Rajshahi 管区（コメ・小麦用平型貯蔵倉庫 138 棟）  
 5 日本政府 JDCF Mongla 港（小麦貯蔵サイロ）  
10 日本政府無償  Postagola/Santahar/Dinajpur（パーボイル米貯蔵サイロ）

24 バ国資金   

出典：食料局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  

 

我が国は、DRGA-CF の資金を活用して Rajshahi 管区にコメ・小麦用平型貯蔵倉

庫 138 棟（11 万 t）の建設、また、 JDCF 資金で Mongla 港に 5 万 t の小麦用サイロ

の建設に基本的に合意している。なお、10 万 t のパーボイル米貯蔵サイロと 11 万 t

の Rajshahi 管区の平型穀物貯蔵倉庫の概要は、付属資料 4 及び付属資料 5 参照。  

 

２－３－３ 他ドナーの支援による食糧備蓄施設の援助動向  

他ドナー支援による過去の食糧貯蔵施設建設の概要は、表 2-3-3-1 のとおりであ

る。  

世界銀行は、全国に点在しているすべてのサイロ 4 基（貯蔵能力 225,000t）を 1967

～70 年にかけて建設し、現在も小麦用サイロとして効率的に利用されている。UNDP

は、Khulna にスチール製の 800t のサイロを 1983～84 年にパイロットプロジェクト

として建設し、当初は Chittagong 港と Mongla 港に荷揚げされた小麦を貯蔵してい

たが、施設機器の仕様電圧が 110V でスペアパーツの入手が困難であるため、現在

は利用されていない。1990～98 年にヨーロッパ連合が支援した Rajshahi、Khulna、

Barisal 地域にある平型倉庫 54 棟（2.9 万 t）とリハビリ 1,042 棟（537,750t）も世界

銀行のサイロと同様に、現在も地域の食糧調達・配給の一翼を担っている  
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表 2-3-3-1 他ドナー支援による過去の食糧貯蔵施設建設の概要  
所在地  貯蔵施設数  貯蔵能力（ t）  事業費  ドナー機関  建設期間

Chittagong Silo 1 100,000 16.5 百万  US$

Narayanganj Silo 1 50,000 9 百万  US$ 

Ashuganj Silo 1 50,000 9 百万  US$ 

Santahar Silo 1 25,000 4,040,065 US$ 

世界銀行  1967-70 

Rajshahi,  Khulna, 
Barisal  Regions 

新設 54 棟、  
リハビリ 1,042 棟、  
新設管理事務所 875 棟、  
管理事務所リハビリ 391 棟

新設 29,000 
リハビリ 537,750 31.35 百万 EUR ヨーロッパ

連合  
1990-98 

出典：食料局（DGoF）  
 

世界銀行、アジア開発銀行、USAID 等他ドナーは、今後の貯蔵施設建設支援につ

いては、興味を示していない。ただし、DGoF としては、3 カ年度以内に緊急に 50

万 t の貯蔵施設建設を実施するとしており、その内の 24 万 t 分の貯蔵施設の新設を

自国資金で行いたいとしている。  

 

２－３－４ 既存の民間食糧貯蔵施設  

民間の既存食糧貯蔵施設の棟数と貯蔵能力に関する統計データは、整備されてい

ない。一般的に貯蔵施設は、食品加工工場、精米所、製粉工場等に設けられている

が、それらの施設は老朽化が著しい上、倉庫内湿度管理と衛生面で問題を抱えてい

ると言われている（食料局 DIDTS 及び DSDM 談）。また、貯蔵施設の建設について

は、設計基準もないのが現状である。  

 

２－３－５ 既存施設の現地踏査結果  

全国に点在する政府食糧貯蔵施設 649 箇所（サイロ 5 施設、CSD 12 施設、LSD 632

施設）のうち、下記に示すサイロ 3 施設及び CSD 4 施設、合計 7 箇所を踏査した。

CSD は、本案件における食糧備蓄施設の計画候補地、あるいはその近郊にある我が

国の無償資金協力による施設、及びそれに隣接するバ国独自で建設した平型倉庫を、

サイロは、施設比較のため規模の異なる施設をを選定し踏査した。  
 

表 -2-3-5-1 現地踏査施設リスト  
貯蔵施設の名称  施設数  所在地（管区） 資金援助機関  主要貯蔵品目

Chittagong Silo 1 Chittagong 世銀  小麦  
Narayanganj Silo 1 Dhaka 世銀  小麦  
Santahar Silo 1 Rajshahi 世銀  小麦  
踏査サイロ計  3    
Tejgaon CSD 1 Dhaka バ国、日本国  コメ･小麦  
旧 Harishahar CSD *1 1 Chittagong バ国、日本国  穀物以外  
Santahar CSD 1 Rajshahi バ国、日本国  コメ  
Dinajpur CSD 1 Rajshahi バ国  コメ･小麦  
踏査 CSD 計  4    

踏査施設総計  ７     
  *1：以前は Harishahar CSD の施設として使用されていたが、踏査時には ‘Bureau of Export, 

Processing Zoning Authority の管轄下にあり、民間に貸し出していた。出典：調査団（作成）  
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（1）既存施設の利用状況  

1）我が国の過去の無償資金協力による平型倉庫の踏査結果  

我が国の無償資金協力による平型倉庫は、1970 年代から 80 年代に 7 施設が建

設され、延べ 115 棟、貯蔵能力 115,000t である。本調査では、本案件の建設候補

地内、あるいはその近隣に建設されている施設の中から、下記の 3 箇所を選定し

踏査した。その内 Harishahar では、旧 Harishahar CSD の施設として使用されてい

た施設で、2006 年に貿易産業省の下部組織である輸出加工区庁 Bureau of Export 

Processing Zoning Authority に食糧倉庫が移管され、2009 年に DGoF に返還される

予定である。調査時点では、主に貿易関連の業者に空間を貸出中であった。  

踏査した 3 施設の内、DGoF の CSD として活用されている 2 施設は、鉄筋コン

クリート平型倉庫で、コメ及び小麦を貯蔵している。施設設計時に平面計画が十

分検討されており、内部の柱割付間隔も広く穀物貯蔵配置に多様性がとれ、将来

フォークリフト等機材の導入による運営の効率化も可能である。  

倉庫の天井高は 6.6m あり、壁上部に設置された窓の位置も高いことから、積載

された穀物によって開口部が遮られることがない。穀物は通常 14～15 袋（約 3.4m）

を積み重ね、収穫後に発生する貯蔵施設不足時には、これを 18～20 袋（約 4.4m）

に積み重ねるが、その状況下でも、穀物上部と天井まで十分な空間が残り施設全

体の通気性を確保できる。これにより高温多湿環境においても、穀物の品質劣化

が避けられる。荷受デッキには、はね出し部分があり、また床高が地上 85cm と

高く、トラックの荷台との差が約 15～25cm と少ないため、バ国独自で建設され

た施設に比べ、荷下ろし・荷積みの際の労働者の負担が少なく、作業効率が上が

る要因となっている。開口部も 3.3m と高く、ねずみ返し等倉庫施設に必要な設

計がなされ、構造及び仕上げにほとんど支障が見られない。  

また、バ国によって建設された施設と比較して、施設維持管理の修理費用がほ

とんど必要としないこと等、CSD 管理者及び DGoF から高い評価を得ることがで

きた。在庫品質管理、年間予算等は、前述のバ国が自国で建設した平型倉庫同様

に実施されている。  

表 2-3-5-2 我が国の過去の無償資金協力による平型倉庫の踏査結果  
 Tejigaon CSD Santahar CSD Harishahar 

規模  平型倉庫 1000t×12 棟  平型倉庫 1000t×17 棟  平型倉庫 1000t×11 棟  

建設年  1975～ 85 年  1979～ 80 年  1982 年  

貯蔵品目  推定貯蔵量コメ： 13,837t 
小麦： 1,333t 推定貯蔵量コメ： 18,669t 多種  

バ国建設倉庫
の貯蔵量 *1 14,700t 9,120t - 

倉庫利用率 *2 施設利用率： 126％  施設利用率： 110％  不明  

流通経路  
道路が主な手段  
鉄道はチッタゴンから入荷時
月に 2～ 3 回程度使用される  

道路が主要な手段  
鉄道は月に 2～ 3 回程度使用
される  

道路  

人員配置  136 名（職員）、契約労働者  35 名（職員）、（ 85 名空席）、
契約労働者  不明  

年間総予算  
表 2-3-5-6 参照  22,583,779.00BDT 2009 年  18,156,420.00BDT 2009 年  不明  

維持管理状況  
構造及び仕上げ等に問題はな
く、きわめて良好  
当該施設の補修はほぼ不要  

構造及び仕上げ等に問題は
なく、きわめて良好  
当該施設の補修はほぼ不要

輸出加工区庁が管理、調
査時は主に貿易関連の
業者に空間貸出中  

天井高  6 .6m 6.6m 6.6m 
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*1：Tejgaon CSD 及び Santahar CSD には、バ国が自国で建設した施設に加え、我が

国の無償資金協力で建設された施設が併設されている。  
*2：貯蔵品目の数量は、バ国及び我が国が建設した CSD の施設全体における貯蔵量

を、施設建設面積から按分して試算したものである。  
出典：調査団（作成）  

 

2）バ国が自国で建設した平型倉庫  

バ国が自国で建設した CSD 平型倉庫は、レンガ及び鉄筋コンクリート造平型倉

庫で、1950 年代後半と 1970～80 年代に建設されたものが存在している。規模に

より FS タイプと TS タイプに分類され、250~750t 貯蔵できる倉庫施設と薬品庫や

救援倉庫等がある。本調査では、Tejgaon、旧 Harishahar、Santahar、Dinajpur の

4CSD の平型倉庫を視察した。なお、Tejigaon CSD 及び  Santahar CSD では、雨漏

りや塩の貯蔵に起因した構造物腐食のため使用不能となっている施設があった。  

各平型倉庫の施設利用状況は、天井高が 4.8m で外壁側換気用窓は天井近くに設

置されているにもかかわらず、特に収穫期の貯蔵施設不足時には、貯蔵穀物を想

定される許容限度の 14～15 袋（約 3.4m）を超えた 18 袋（約 4.4m）程度まで積

み重ねるという。その高さでは、換気用窓の開口部を塞ぐ高さに達し、室内の通

気性は十分確保できない状態となる。  

施設設計については、内部の柱が中央部分に集中して設置されており、穀物貯

蔵配置に多様性が取れず、フォークリフトが入らないことから、機材導入による

効率化は難しい。更に、荷受デッキのはね出し部分がなく、床高が地上約 70cm

と低いことから、トラックの荷台との段差（35～40cm）が生じ、これが原因とな

って荷下ろし・荷積み時の作業効率低下要因となっている。現状は倉庫の床に穀

物の入った袋を積み重ね、トラックの荷台までの階段を作って対応している。雨

天時は、穀物袋で階段を作った後にビニールを被せ、更にその上にスリップ防止

のために空のジュート袋を重ね、階段に用いる穀物袋の穀物のロスを防いでいる。 

貯蔵品目は、Tejigaon CSD 及び  Dinajipur CSD においてはコメ及び小麦、

Santahar CSD ではコメが貯蔵され、コメの含水率を 14％以下に維持するためのモ

ニタリングや、 長貯蔵期間が 12 カ月を超えないような運営がなされているとい

うことであった。コメの含水率が上昇していった場合、扉や換気用窓の開閉を調

整し、換気回数を増加することで対応しているということであり、上述のように

換気用窓の開口部が塞がれると、コメの保存性にも影響が出ることが想定される。 

輸送計画は、DGoF の DMSS が作成し、出荷先、数量によって道路、鉄道の２

系統の流通経路から輸送手段が決定される。  

DGoF が決定する人員配置は、DGoF 職員と輸送計画に沿って雇用される契約労

働者とに分類される。聞き取りによれば、契約労働者の就業状況は１袋 85kg の穀

物を背負う作業を行っている。これは、世界労働機構（ ILO）が定める労働者の

背負う物資の重量制限、 大 55kg（2006 年に 50kg に変更）（Maximum Weight 

Recommendation 1967 年）を大幅に超えているといえる。  

施設の運営維持に必要となる①給料、②備品、③メンテナンス、④オペレーシ

ョン費は、DGoF が作成する年間予算に含まれる（詳細は、表 2-3-5-7 参照）。  



57 

 

表 2-3-5-3 バ国が過去に自国で建設した平型倉庫の踏査結果  
 Tejgaon CSD Santahar CSD Dinajpur CSD 
建設年  1955～ 58 年  1955～ 58 年  1970～ 80 年  

構造規模 *1 

14,700t 計 31 棟  
FS タイプ： 500t×28 棟、

薬品庫： 200t×1 棟  
救援倉庫： 250t×2 棟  

9,125t 計 28 棟  
FS タイプ： 500t×15 棟  
TS タイプ： 125t×13 棟  
その他使用不能倉庫：17 棟

20,500t  計 26 棟  
FS タイプ： 1000t×16 棟  
TS タイプ： 450t×10 棟  
臨時倉庫： 450ｍ 2×1 棟  

併設する倉庫

貯蔵量 *2 
12,000t 17,000t 該当倉庫なし  

貯蔵品目 *3 コメ： 16,912t（推定）  
小麦： 1,630t（推定）  コメ； 10,082t（推定）  コメ：  20,830t 

小麦：  572t 

倉庫利用率  
基本貯蔵規模： 26,700t 
実質在庫量： 33,714t 
施設利用率： 126％  

基本貯蔵規模： 26,150t 
実質在庫量： 28,722t 
施設利用率： 110％  

施設利用率： 104％  

流通経路  
道路が主な手段  
鉄道はチッタゴンから

入荷時に月に 2～ 3 回程

道路が主要な手段  
鉄道は月に 2～ 3 回程度使

用  
道路が主な手段  

人員配置  136 名（職員）及び契約

労働者  
35 名（職員）、85 名（空席）、

及び契約労働者数  
食料局からの配備なし

（民間企業が運営中）  

年間総予算  
表 2-3-5-6 参照  

22,583,779.00BDT 
（ 2009 年）  

18,156,420.00BDT 
（ 2009 年）  

12,391,987.00BDT 
（ 2009 年）  

施設・機材使

用状況  
施設全て良好な状態  
雨漏り等の補修済： 3 棟

使用不能 17 棟以外の 28 棟

は良好な状態  
敷地内通路未整備のためト

ラック運行・構内交通に支障

全ての施設が良好な状態

運営維持管理

状況（年間維

持管理予算）  

CSD 全体で
6,463,373.00BDT 
天井、壁補修工事が実施

される  

CSD 全体で
1,325,240.00BDT 
施設補修工事が実施される

CSD 全体で
5,018,000.00BDT 
施設補修工事が実施される

天井高  4.8m 4.8m 4.8m 
*1：FS タイプ 500t～1000t、TS タイプ 500t 未満  
*2：Tejgaon CSD 及び Santahar CSD にはバ国が自国で建設した施設に加え、我が国の

無償協力協力で建設された施設が併設されている。  
*3：貯蔵品目の数量は ,バ国及び我が国が建設した CSD の施設全体における貯蔵量を、

施設施設面積から按分して試算したものである。  
出典：調査団（作成）  

 

3）他ドナーにより建設されたサイロの踏査結果  

バ国には合計 5 箇所小麦用サイロが存在する。このうち 4 基は 1970 年代初期に

世銀支援によって建設された小麦用・コンクリート製サイロであり、その所在地

は、主要港である Chittagong、首都ダッカ近郊にある Narayanganj、北西部の

Santahar 及び南東部の Ashuganj に位置する。残りの 1 基は、南西部の Khulna に

位置するが、長期にわたり交換部品が調達されず稼動していない。  

稼動中の 4 基のうち、各々規模の異なる Chittagong、Santahar 及び Narayanganj

の 3 基を視察した。  

各施設の現況は、施設完成後ほぼ 40 年経っているが、コントロールパネルとベ

ルトコンベヤー等消耗品の交換以外は大規模な補修が必要とされておらず、円滑
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な運営がなされているのが確認された。各施設規模は、Chittagong サイロ 100,000t, 

Santahar サイロ 25,000t、及び Narayanganj サイロ 50,000t で、小麦倉庫として活用

されている。  

   海外からの穀物を受け入れる際の流通経路については、Chittagong 湾の桟橋で

荷降しがなされ、積載量の大きな外国船籍の船舶からバ国所有の船舶に積荷を移

し、その後鉄道及び道路を使って地方サイロに搬出されている。なお、Chittagong 

港は、もうひとつの国際港である Mongla`港の受け入れ態勢が十分確立されてい

ない状況下では、外国からの輸入及び支援穀物の主要な受け入れ港である。その

後の流通経路は、Mongla、Narayanganj、Ashuganj には Chittagong 港から河川 /水

路を用い、Santahar サイロには鉄道及び道路の 2 系統を利用する。なお、Narayan 

-ganj サイロへの移送には河川 /水路のほか、鉄道、道路も利用する。  

これらサイロ間の移送計画は、外国からの輸入及び支援物資の情報を基に、

DMSS が策定をする。これに加えサイロ及び CSD 間の移送計画は、県食料管理官

から提供された書類を、DGoF の DSDM が県別に必要在庫量を算定し、DMSS が

移送計画としてまとめる。  

人員配置は、CSD と同様、食料局職員と輸送計画に応じて契約・雇用される労

働者により計画される。なお、サイロにおける袋詰め作業は機械化されており、

荷受デッキも整備されており労働者への作業負担は平型倉庫に比して少なくなっ

ている。例として、Santahar サイロにおける人員配置は、図 2-3-5-1 に示すように

サイロ長以下、123 人で運営されている。  

施設概要及び機材の詳細は表 2-3-5-5 に示すが、コンクリート製サイロには、

円形サイロ、スター型サイロ及び半スター型サイロの 3 タイプがある。円形サイ

ロは、円柱形独立型サイロであり、サイロの基準タイプである。スター型サイロ

は、円形サイロ 4 基に囲まれた中央にあり、円形サイロの外壁を利用した星型形

状のサイロである。貯蔵能力は円形 1 棟の 22.5％である。半スター型サイロは、

サイロの端部に位置し、円形サイロ 2 基に囲まれた部分で、円形サイロの外壁を

利用した星型形状を 2 分化したサイロである。貯蔵能力は円形 1 棟の 11.25％であ

る。なお、Chittagong サイロでは、スター型サイロは円形サイロの直径が他と比

べ長いため 0 基となっているが、同規模の 10 万 t のサイロでは、半スター型サイ

ロの追加設置も可能である。  

荷物の搬入搬出に関しては、鉄道の荷受ホームは作業の円滑化のため複数必要

であり、その数は施設規模とバケットコンベア 7の能力から算定される。特殊貨車

の底辺部からサイロ地下に荷下ろしをし、バケットエレベータ 8でサイロ上部に運

ばれ、その後各サイロに貯蔵される。トラックによる荷下ろしも、ほぼ同様な形

態で行われる。荷積みは、再度バルクで移送される以外は 85kg に計量･袋積みさ

れ搬出される。トラックでの搬入・搬出の際、車輌計量器によって計量・記録さ

れる。  
                                                  
7  バケットコンベアとは、バケット（バケツ）をチェーンに取り付け、バケットの中に搬送物を投入し、そ

の物を運ぶコンベア。  
8  垂直搬送のみのバケットコンベアは通常バケットエレバータと呼ばれる。  
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サイロの付属施設として、管理棟、スタッフ棟、電気施設等があり、Santahar

サイロを除き船舶荷受用艀が設置されている。  

維持管理に関しては、いずれのサイロもサイロ施設及び機材設備、湾に面して

いる Chittagong 及び Narayanganj サイロでは、港湾からの荷受け関連設備も含め、

良好に運用されていた。また、これまで大規模な補修の必要がなく、2002 年に在

庫管理コントロールパネルの交換とコンバヤーベルト等消耗品の交換がなされた

程度であった。  

各サイロの緊急電力供給は、Chittagong サイロでは KPI (Key Point Installation)

が設置されており常時供給が可能で、Narayanganj サイロではバックアップとして

ジェネレーターが設置されていた。Santahar サイロではそれらの設備がなく、調

査時に 30 分程度の停電を確認した。今後の同規模の施設では、KPI (Key Point 

Installation)あるいはジェネレーターの設置が不可欠であろう。  

 

表 2-3-5-4 他ドナーにより建設されたサイロの踏査結果  
 Chit tagong サイロ  Santahar サイロ  Narayanganj サイロ  

施設規模  100,000t 25,000t 50,000t 

建設年  1967～ 70 年  1967～ 70 年  1967～ 70 年  

貯蔵品目  小麦  小麦  小麦  

流通経路  

道路：袋詰めの出荷時に使用

鉄道：他のサイロへバルクで

の出荷時と袋での出荷時に

使用  
河川 /海上：外国からの受け

入れ時、及び他のサイロにバ

ルクでの出荷時に使用  

道路：袋詰めの出荷時に使用

鉄道：バルクでの入荷及び出

荷時と袋での出荷時に使用  

道路：袋詰めの出荷時に使用

鉄道：バルクでの入荷及び出

荷時と袋での出荷時に使用  
河川 /海上：外国からの受け

入れ時、及び他のサイロにバ

ルクでの出荷時に使用  

人員配置 *1 職員 250 人  職員 123 人  職員 180 人  

年間総予算  *2 57,946,159（BDT） 2009 年  20,066,417（BDT） 2009 年  22,780,536（BDT） 2009 年  

年間人件費  *2 22,812,982（BDT） 2009 年  6 ,542,336（BDT） 2009 年  17,872,458（BDT） 2009 年  

維持管理情況  

良好  
在庫管理コントロールパネ

ル： 2002 年に取替え  
港湾荷受機器 1 機増設  
その他メンテナンス：コンべ

ヤーベルト等の交換  

良好  
在庫管理コントロールパネ

ル： 2002 年に取替え  
 
その他メンテナンス：コンべ

ヤーベルト等の交換  

良好  
在庫管理コントロールパネ

ル： 2002 年に取替え  
 
その他メンテナンス：コンべ

ヤーベルト等の交換  

*1: 正規人員（定員）計画の詳細は、表 2-3-5-9 を参照  
*2: 年間総予算及び年間人件費の詳細は、表 2-3-5-6 参照  
*3: Chittagong, Santahar, Narayanganj サイロの設計図を参照  
出典：調査団（作成）  
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図 2-3-5-1 Santahar サイロ人員配置図（人員総計 123 名）  

出典：Santahar サイロ  
 

表 2-3-5-5 サイロ施設概要及び機材設備リスト（コンクリート製）  
 Chit tagong サイロ  Santahar サイロ  Narayanganj サイロ  

設計貯蔵量  100,000t 25,000t 50,000t 

大貯蔵量  103,804t 25,150t 52,046t 

サイロ直径  8 .2m 6.１ m 6.１ m 

サイロ高さ  23.2m 54.8m 54.8m 

円形サイロ数  88 基  26 基  48 基  

スター型サイロ数  0 基  11 基  28 基  

半スター型サイロ数  4 基  4 基  8 基  

施設 高高さ  44.8m 64.6m 59.7m 

地下室部分埋設深さ  7 .3m 6.1m 5.8m 

鉄道荷受ホームの数  2 箇所  3 箇所  2 箇所  

バケットエレベータ  4 機  2 機  2 機  

TT バケットエレベータ  6 機  2 機  4 機  

地階コンベイヤー  3 機  3 機  5 機  

ホッパースケール  4 機  2 機  2 機  

トラック積載秤  4 機  1 機  1 機  

消毒スプレー  6 機  2 機  2 機  

穀物洗浄機  1 機  1 機  1 機  

集塵装置  4 機  4 機  4 機  

袋縫製機  3 機  3 機  3 機  

トラックデッキ  3 箇所  3 箇所  4 箇所  

船舶荷受用艀  2 基  ０基  1 基  

電気サブステーション  3 箇所  1 箇所  1 箇所  

在庫コントロールシステム  1 箇所  1 箇所  1 箇所  

Jetty ベルトコンべヤー  3 機  ０基  １機  

補修及び交換された設備  
ベルトコンベヤー等の

消耗品、在庫管理コン

トロールシステム  

ベルトコンベヤー等の

消耗品、在庫管理コン

トロールシステム  

ベルトコンベヤー等の

消耗品、在庫管理コン

トロールシステム  

出典：食料局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  

サイロ長

メンテナン ドクター  保安職員  

保安員  

運転手 管理補佐  速記者アシスタント  

メカニッ 電気技師  コンピュー アシスタントメンテナ

オペレーター  

会計  

会計補佐  

タイピスト  

雑務‘  

清掃員

アシスタント

荷受人  

オ ペ レ ー タ

監督補 電気工  

計量係  

計量補佐  
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（2）維持管理体制  

バ国独自で建設された平型倉庫、我が国の無償資金協力で建設された平型倉庫、

世銀の支援によって建設されたサイロを踏査した限りでは、ほぼ 40 年近くになる

一部の施設を除き、効率的に運営されている。各施設長をはじめ、電気技術者、

機材管理者の豊かな見識が施設運営に反映されているようであった。また、施設

運営に必要な予算手当てがされており、構造物の耐用年数を越えているにもかか

わらず充分機能していた。  

本プロジェクトを管轄する機関である MoFDM は、図 2-3-5-2 に示すように

FPMU を含み、FPMU がサイロ、CSD 及び LSD を管轄している。FPMU の正規ス

タッフ総数は 13,647 人であるが、現状は 7,777 人で運営され、5,830 人が欠員に

なっている。  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-3-5-3 食糧計画モニタリングユニット（FPMU）組織図  
出典：食料局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  

図 2-3-5-2 食料災害管理省 (MoFDM)組織図  
出典：食料局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  
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1）運用体制  

DGoF の調査開発技術サービス局（Directorate of Inspection, Development & 

Technical Services：DIDTS）が、貯蔵施設の運営管理を担当している。  

バルク以外の穀物の荷受及び積載作業は契約の人夫によって行われている。人

夫は、コメ・小麦とも一袋 85kg と ILO で定める基準を超えた荷重の袋を運んで

いる。  

穀物の輸送は、一般入札で選ばれた民間業者と DGoF との間で結ばれ、契約期

間は通常 2 カ年ということであった。小麦の搬入費用は、トラック輸送が 60BDT/t、

袋詰め鉄道輸送が  37BDT/t、バルク（ばら積み）鉄道輸送 20BDT/t であり、出

荷時の運送費用は 41BDT/t（トラックと鉄道の平均値）であるという。  

 

2）施設の維持管理  

過去建設された施設機材（平型倉庫、小麦用サイロ）を視察した限りにおいて

は、30 年～40 年と長期使用にも関わらず良好に運営されている。  

サイロは完成後ほぼ 40 年経っているが、コントロールパネルとベルトコンベ

ヤー等消耗品の交換以外、大規模な補修が必要とされていない。また、平型倉

庫は一部雨漏り工事を除き大規模な補修はされていないという（DGoF 談）。  

 

3）運営維持管理予算  

      表 2-3-5-7 に示すように、サイロ及び CSD 運営維持管理に関し、給料、メンテナ

ンス及びオペレーションコスト等が年間予算化され円滑な運営がなされている。  

運営維持管理予算は、サイロと CSD とはその運営形態によって異なる。サイ

ロは CSD に比べ施設規模が大きいため、職員給料、光熱費、機材メンテナンス、

運営費等の予算は多く割り当てられている。しかし、修繕の必要性が少ないサ

イロに比べ、施設の老朽化が著しい CSD では、雨漏りの修理を含めた維持管理

が必要となっている。一般的には、施設規模及び職員数に比例して予算割り当

てが行われる（表 2-3-5-3 及び 2-3-5-6 参照）。  

Chittagong サイロにおいて、備品に予算が多く割り当てられている理由としては、

Chittagong 港の荷受施設が改修されたため荷積み用備品が多く必要となるためであ

る。また、同サイロのオペレーションコストが他に比べ多いのは、規模の大きさに

加え、外国からの輸入穀物の主要受け入れ施設として稼動が著しいためである。  

Narayanganj サイロでオペレーション予算が少なくなっている理由は、施設利用

率が 45-50%と低いためである。Santahar サイロにメンテナンス予算が多く割り当

てられている理由は、ベルトコンベアー等の交換が予定されているためである。  

Santahar CSD のオペレーションコストが Tejgaon CSD に比べ著しく多い理由は、

「①老朽化により使用可能なスペースが減少し、これに伴い在庫期間が短くなって

いるのみならず、穀物の搬入、搬出の頻度が多くなっている、②穀倉地帯に位置し、

年 3 回の収穫期後の短期収容頻度が高い、③民間倉庫への穀物の移動作業が多い、

④敷地内の通路が狭くまた未舗装部分が多いため効率的な荷下ろし･荷揚げが出来

ない等」で、これを解消するための労務が追加発生するためである。  
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表 2-3-5-7 サイロ及び CSD 運営維持管理 2009 年予算書（単位：BDT）  

 Chittagong 
サイロ  

Santahar 
サイロ  

Narayanganj 
サイロ  

Ashuganj 
サイロ  

Tejgaon 
CSD 

Santahar 
CSD 

給料その他  22,812,982.00 8,912,228.00 17,872,458.00 7,870,548.00 11,470,849.00 6,542,336.00

備品  17,854,677.00 1,925,197.00 1,464,645.00 1,528,479.00 3,361,697.00 704,941.00

メンテナンス  2 ,161,900.00 6,187,135.00 258,125.00 2,656,939.00 6,463,373.00 1,325,240.00

オペレーション  15,116,600.00 3,041,857.00 3,443,433.00 1,917,574.00 1,287,860.00 16,126,239.00

合計  57,946,159.00 20,066,417.00 22,780,536.00 13,973,540.00 22,583,779.00 18,256,420.00

出典：食料災害管理省（MoFDM）食料局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  

 

4）既存サイロにおける職員配置  

運営維持管理予算は職員数によって左右されるが、実際の職員数は人員計画

（定員）[HK1]（表 2-3-5-8）より少なく配置されており、聞き取りの結果、既存

サイロでは、Santahar サイロを除き欠員が多く、Narayanganj では定員 389 人中

現状の空席は 158 名であるということであった。  

 

表 2-3-5-8 既存サイロ施設人員配置計画表（契約労働者を除く）  
 職位  Chit tagong Narayanganj Ashugonj Santahar Khulna 

1 Silo Superintendent 1 1 1 1 1 

2 Maintenance Manager 1 1 1 1 1 

3 AME Manager 4 4 3 3 1 

4 Administration Officer 1 1 1 1 0 

5 Security Officer 1 1 1 1 0 

6 Head Assistant Cum, Accountant 1 1 1 1 1 

7 Accountant-Cum Cashier 9 7 6 5 3 

8 Steno Typist 1 1 1 1 1 

9 LDA Cum Typist 11 7 10 5 3 

10 Foreman 5 4 4 2 2 

11 Assistant Forman 4 4 3 2 0 

12 Millwright 5 5 4 3 1 

13 Electrician 8 8 6 4 1 

14 Part  t ime Doctor 1 1 1 1 0 

15 Lab Technician 2 1 1 1 0 

16 Supervisor 25 22 11 4 2 

17 Operator 27 23 15 7 2 

18 Assistant Operator 26 20 17 16 4 

19 Stevidor Sarder 6 5 4 1 0 

20 Compounder 1 1 1 1 0 

21 Driver 2 2 2 2 1 

22 Assistant Millwright 6 6 6 3 0 

23 Silo Operator 188 222 43 30 10 

24 MLSS 4 3 4 2 2 

25 Darwan 36 36 24 24 8 

26 Sweeper 2 2 2 1 0 

配置計画数合計  388 389 173 123 44 

実質配置数  250 180 不明  123 不明  

出典：食料災害管理省（MoFDM）食料局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  
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6) 運営上の課題  

今後、運営上留意すべき点は 3 点で、1 点目は「収穫期に CSD 等平型倉庫で

穀物を標準より高く積載することにより倉庫全体の通気性が落ち品質が下がる

可能性があるため、品質のモニタリングを確立すること」、2 点目は「現在、契

約労働者によって一袋 85kg を背負っているところ、労働環境改善等のためにフ

ォークリフト等の導入を検討すること」、3 点目は「穀倉地帯のではコンピュー

ターによる在庫管理がなされていないことから、県・管区・国全体としての在

庫管理データも構築されていないため、バ国内全体をカバーするネットワーク

の構築を検討すること」が挙げられる。  

更に、バ国においてコメ用サイロは初めての導入であるため、管理技術や近代

的な管理システム及び機器の維持管理等に関する技術研修の実施が望まれる。  

 

２－４ 建設候補サイトの条件確認 

 コメ用サイロ建設候補地として、先方から上げられた 3 箇所の候補サイト「Dhaka

管区ダッカ市 Postagola、その代替地の Rajshahi 管区にある Bogra 県の Santahar、Rajshahi

管区にある Dinajpur 県の Dinajpur」に関し、自然条件、用地の概況、社会経済状況及

び食糧流通の観点から比較検討した結果は、以下のとおりである。  

 

２－４－１ 自然環境  

（1）地形  

バ国の国土の大部分は、ガンジスデルタと呼ばれ、ヒマラヤ山脈を源とするガ

ンジス川、ブラマプトラ川をはじめとする多くの河川によって運ばれた土砂が、

堆積して形成された広大な平地である。東西約 400km、南北約 560km の広がりを

持つこの平野には、河川と海との相互作用によって形成された本来のデルタ（三

角州）だけでなく、主として河川の氾濫によって形成された氾濫原や、過去の河

川の作用によって形成され、現在は沖積低地よりも高い土地となっている洪積台

地も存在する。  

Postagora サイトは、ダッカ市内に位置し地形は平坦である。また、地盤の高さ

は南東 30~40km ル離れた既存 Narayanganj サイロと同等の海抜約 6.7m と推定さ

れる。  

Santahar があるボグラ県を含むバリンド台地は、複数の不連続な台地の集合か

らなり、海抜は 高部で北部地方の約 45m、 低部としては南部地方の 13.5m が

測定されている。  

Santahar サイトは平坦な地形で、海抜 13.0m にあり、ここから西に 170km 離れ

た Dinajipur サイトも、同じく平坦な地形で海抜 12～13m と想定される。  

 

（2）地質  

バ国を覆うガンジスデルタとその周辺の沖積層は、砂礫層及び礫混じりの砂層

からなる下半部と、それらを覆う砂、シルト、粘土からなる上半部とに大きく分
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けることが出来る。また、地表に近い上部には粘土や腐植物が多く含まれ、泥炭

層も見られる。  

ガンジスデルタ北部から中央部にかけてのブラマプトラ川沿いには、地表下 50

～100m に連続性の顕著な砂礫層が発達する。砂礫層の厚さは約 10～20m に及び、

ブラマストラ・ジャムナ川氾濫原南部のシラジガンジでは、 大礫の大きさが

8mm 以上となる。砂礫層の堆積面上面の勾配は 3/10000 と、現在の地表面の勾配

1//10000 と比べてはるかに急であり、ガンジスデルタ南部では、礫層上面の高度

がマイナス 100m にある。  

Postagora サイトの地質は、Narayanganj サイロ同様、表土から 15.8m は柔らか

い泥土、その下は固い砂が分布している。コンクリート杭は、海抜マイナス 24m

地点、表土から 31ｍ程度まで打つことで 60t/m2 の地耐力が確保できると推定され

る。  

Santahar サイトの地質は、地表下 6m までは中密度の泥土、その下 8.2m までは

中密度の砂が分布しており、コンクリート杭は海抜マイナス 75cm、表土からは

14ｍ程度まで打つことで 50t/m2 の地耐力が確保できると推定される。また、

Dinajpur サイトも同等の地質状況であり、上記の構造条件であると推定される。  

 

（3）気象  

バ国は、熱帯性モンスーン気候に属し、年降水量の約 80%が 5 月末～10 月中旬

のモンスーン季に降る（表 2-3-1-0）。年間降水量は、東部と中央部の約 1,400mm

から、北東端の 5,080mm 以上まで幅がある。モンスーン季の降水に加え、4～5

月と 9～11 月にベンガル湾上で発生する大型サイクロンによる多大な被害が予想

される。バ国は年間を通して暖かく、ダッカの平均気温は 1 月が約 19°C、5 月が

29°C である。  

Postagora は、Narayanganj サイロ同様に、5 月から 9 月までが雨季で 10 月から

4 月までが乾季である。基礎工事及びコンクリート製サイロを建設する際には、

この雨季を外すことが施工における品質管理を容易にすると判断される。  

Santahar も同様に、5 月から 9 月までの雨季と 10 月から 4 月までの乾季があり、

コンクリート・土工事に関連する施工は、この雨季を避けることが望ましい。ま

た、Dinajpur も同様である。  
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表 2-4-1-1 2008 年地区別月間降雨量（mm）  

場所  1 月  2 月  3 月  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月  10 11 12
ダッカ  22 56 45 91 206 446 476 318 288 249 0 1
ボグラ  27 0 22 23 203 375 464 373 111 160 0 0
ディナジプール  34 1 19 35 209 360 435 428 240 45 0 0
出典：気象局  
 

表 2-4-1-2 2008 年地区別月間平均 高気温表（℃）  

場所  1 月  2 月  3 月  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月  10 11 12
ダッカ  24.5 26.1 31.7 34.5 34.7 32.4 31.8 318 32.1 31.4 29.8 25.5
ボグラ  24.0 25.9 31.0 34.0 34.6 32.2 32.1 32.0 33.0 31.9 30.3 25.7
ディナジプール  23.3 24.8 30.1 32.6 33.0 31.5 31.8 32.0 33.0 31.3 28.6 23.7
出典：気象局  
 

表 2-4-1-3  2008 年地区別月間平均 低気温表（℃）  

場所  1 月  2 月  3 月  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月  10 11 12
ダッカ  14.5 15.2 22.0 24.5 24.9 26.3 26.4 26.5 26.2 23.8 19.0 18.0
ボグラ  12.5 13.0 15.5 23.2 24.4 25.8 26.1 26.4 26.1 23.0 17.9 16.1
ディナジプール  11.8 12.2 19.0 21.7 23.5 25.6 26.2 26.2 25.7 22.4 16.4 15.3
出典：気象局  
 

（4）地盤  

既存建物の計画時に調査した資料等を基に推定した各サイトの地盤状況は、以

下のとおりであるが、今後詳細な調査が必要である。  

①Postagola：ポスタゴラを含むダッカ市内及び周辺部において、鉄筋コンクリー

ト造 8～12 階高層建築物を建設する場合、安定地盤を確保するため地下約 30ｍ

まで杭打ちの必要性があるとの現地コンサルタントの見解を聴取しており、本

計画でも同等の構造計画が必要と判断される。  

②Santahar：既存サイロの建設時の設計図書によると、当該敷地は海抜 12.8m で

あり、50t/m2 の地耐力を確保するためのコンクリート杭は、海水面下 70cm ま

で埋設されているため、本件でも同程度、地下約 14m の杭打ちが必要と判断さ

れる。  

③Dinajpur：計画地周辺には 4，5 階建の建築物が存在し、既存サンタハールサイ

ロ規模の建設が可能と想定されるが、主要な地質が泥混じりの砂であるバリン

ド台地に属することから、杭打ち工事の必要があると想定される。  

 

２－４－２ 立地条件  

計画要請地 3 箇所を踏査し、コメ用サイロ用建設地としての検証を行った。

100,000t 規模の施設が配置される敷地規模を想定するため、既存 Chittagong サイロ

を参考とした。施設に必要な用地を算出すると、トラック荷受デッキを含め施設全

体の大きさは、ほぼ幅 33m 長さ 300m となり、施設面積 9,900 ㎡、約１ha の用地が

必要となる。それに構内通路、管理棟、計量施設、線路等を加えると 1.8～2ha の敷

地が必要と想定される。また、敷地の形状について検証をすると、既存サイロのよ



67 

うに線形レイアウト計画の方が、作業の効率性が高く、入荷出荷場所の集約化、構

内線路の設置等、基本的な条件を満たすには、計画敷地は平坦かつ長方形であるこ

とが必須条件である。各サイトの敷地特性は以下のとおりである。  

 

（1）敷地概要  

①Postagola：総面積 1.61ha、不整形土地約 121m×162m であるが、サイロ建設用

地確保のため既存施設の撤去及び既存池の埋め立て工事が必要である。土地形

状が悪く、効率的な施設配置が不可能であり、既存池の埋め立て及び既存施設

の撤去に伴う将来的な地盤沈下等の懸念が残る。  

②Santahar：総面積 6.17ha（建設可能面積約 3.85ha）、182m×350m の内およそ 110m× 

350m がサイロ建設地として使用可能である。既存小麦サイロに併設しても効

率的な配置で 100,000t 規模のサイロが建設可能である土地形状及び広さが確保

されている。  

③Dinajpur：総面積 6.87ha（ 大建築可能面積 0.226ha）であるが、既存 CSD 敷地

内である。建設予定地は 2 分割されており、建築可能面積はは約 25m × 34m（850

㎡）と 42m ×53m（2,226 ㎡）であり、モスクを含む既存施設の撤去及び窪みの

埋め立てが必要である。空地部分でサイロを建設するには規模が狭い。  

 

（2）土地所有権  

Postagola、Santahar、Dinajpur の 3 候補地すべてが、国有地であることが土地所

有権証書により確認され、計画を進める上で支障がない。  

 

（3）土地利用状況  

①Postagola：ダッカ市南部に位置し、2004 年まで使われていた小麦製粉工場の施

設や池が存在する平坦地、変形な地形である。敷地内には、築後 70 年程の工場、

倉庫、オフィス、機械室、スタッフ用住居等、鉄筋コンクリート造 6 階建 2 棟

を含む計 13 棟の既存施設が存在する。この既存施設は撤去予定であり、撤去工

事に関しては現在入札手続中であるが、撤去対象は地上部分のみで、基礎部分

は含まれない予定である。また、既存の池は 4.5m 程の深さがあり埋め立てを想

定しているが、底部からの湧水があるものと思われる。  

②Santahar：ダッカ市から北西へおよそ 240km 離れた Borga District にあり、1967

～70 年に世界銀行の資金によって建設された 2.5 万 t の小麦用サイロと同一敷

地内にある空地である。敷地内に DGoF 関係者の平屋建て住居と樹木が存在す

る。同敷地は、長方形であり効率的な施設計画が可能である。  

③Dinajpur：ダッカ市から北西へおよそ 410km 離れた Dinajpur 県にあり、1970～

80 年代に建設された既存 CSD 敷地内に位置し、敷地内は平坦である。計画予

定地は、倉庫によって 2 分割されており、①北東部分：25m × 34m、②北中央

部：42m×53m となっている。①では既存倉庫 2 棟（現在未使用）を撤去する必

要があり、②の大部分が深さ約 4.5m、広さ 42m×53m の窪みは埋め立ての必要

があり、中央部にモスクとして（約 8m×20m）使用されている平屋建て施設の
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撤去が必要である。  

 

（4）周辺環境  

サイロ建設用地の周辺状況、交通及び社会環境は、以下のとおりである。  

①Postagola：流通経路は道路であるが、敷地前面道路の有効幅員は 9.6m であり、

敷地周辺の政府所有地にはリサイクル業者が占拠し、道路上で作業を行ってい

るため、一部では有効幅員は約 7m と狭くなり大型車両の通行はスムーズでは

ない。一方、隣接地に鉄道の引込み線があったが、現在はレールが撤去されて

いる。敷地周囲は工場が林立しており、騒音が止むことがない。敷地西側約 100m

に河川があるが 200m 下流には中国バングラデシュ友好橋があるため、中型船

舶以上の運行は出来ない。  

②Santahar：施設内に 3 棟の既存スタッフ住居があり、周囲は 3m の塀で囲まれて

いる。前面道路幅員は 7m で、比較的交通量は少ない。周囲は水田である。既

存サイロには 2 本の引込み線が設置されているが、本計画地東側の隣接地には

以前鉄道引込み線が設置されていたが、現在レールは撤去されている。しかし、

サイロ建設計画の一環として引込み線の再生は不可欠であり、その設置の可能

性は高い。流通経路として道路及び鉄道による搬入、搬出が可能である。  

③Dinajpur：敷地は四方を幅員 4.5ｍの道路に囲まれており、また、西側から引込

み線が設置され、現在も使用している。周囲は商業地であり、敷地外の交通量

はそれほど激しくない。  

 

（5）鉄道及び道路網  

 バ国内における主要都市間の鉄道及び道路網は、比較的整備されている。鉄道

は、標準軌 1.68（Broad Gauge）m と狭軌（Meter Guage）1.06m の 2 種類ある。標

準軌より狭軌の方が多く普及され、主要荷受港であるチッタゴンからの路線は狭

軌である。既存 Santahar サイロには、上記 2 種類の路線が敷設されている。貨車

は定期ではなく必要に応じて運行されている。この鉄道網によって Chittagong、

Dhaka、Rajshahi 管区へのバルク輸送がなされている。サンタハール周辺は海抜が

高く、サイクロンの被害も Chittagong や Khulna に比べ道路及び鉄道とも災害時で

あっても利用可能である。Dhaka と Santahar 間の主要道路は通年利用可能と思わ

れる。  

   下記の表は、Bogra 駅長からの聞き取り調査による 4 都市間の鉄道貨物所要時

間表である。移動にかかる所要時間は、貨物量によって異なり、運行スケジュー

ルは不定期である。  



69 

表 2-4-2-1 各都市間鉄道貨物概算所要時間及びダッカから各都市間距離表  

 Dhaka Bogra Santahar Dinajpur 

Dhaka ―  7 時間  9 時間  12 時間  

Bogra 7 時間  ―  1 時間 20 分  5 時間  

Santahar 9 時間  1 時間 20 分  ―  N/A 

Dinajpur 12 時間  5 時間  N/A ―  

Dhaka からの距離  0 200km 240km 410km 

作成：調査団（Bogra 駅長からの聞き取り調査による）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4-2-1 主要鉄道及び道路網  
出典：www.homelandbangladesh.com 

 

２－４－３ 自然条件及び立地条件による候補地比較結果  

  表 2-4-3-1 に 3 つのサイト（ポスタゴラ、サンタハール、ディナジプール）の自

然条件及び立地条件の比較概要を示す。表 2-4-3-2 は、表 2-4-3-1 の詳細であり、3

サイト比較の結果、Santahar の条件が優位であることが確認された。  
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表 2-4-3-1 各サイトにおける自然環境条件の比較  
 Postagola Santahar Dinajpur 
地形  × ◎  × 
地盤  ○  ○  ○  
用地規模  ○  ◎  × 
周辺住宅等  × ◎  ◎  
線路  ○  ◎  ◎  
道路  × ◎  ◎  
河川  × × × 
土地確保  ◎  ◎  ◎  
土地利用状況  × ◎  × 
サイロ施設計画  × ◎  × 
取り付けアクセス  × ◎  ◎  
建築設備  ◎  ○  ○  

注：◎：優位性が高い、○：優位性が中庸、×：優位性が低い。  

 

表 2-4-3-2 各サイトにおける自然環境条件の比較（詳細）  
 Postagola Santahar Dinajpur 

地
形 

平坦地  
切込み部分もある変形した

形状  
敷地の境界には塀有  

平坦地  
長方形に近い形状  
 
敷地の境界には塀有  

平坦地  
計画地は二分され、長方形

に近い形状  
敷地の境界には塀有  

地
盤 

表土から 30m 程度の杭打が

必要  
表土から 13 m 程度の杭打

が必要  詳細は不明  

総
面
積 

1.61 ha 
変形土地で 121ｍｘ162ｍ  

6.17 ha 
182 m ｘ350m 

6.87 ha 
25m x 34m と 170m x 140m

利
用
可
能
地

 ほぼ空き地  
建設決定後には埋立てが必

要な窪み（150m×110m）を

含む  

所
有

国有地（土地所有権証書入

手済み）  
国有地（土地所有権証書入

手済み）  
国有地（土地所有権証書入

手済み）  

土
地
利
用
状
況 

建設決定後に埋立てが必要

な池（123m×55m）、以前製

粉工場として使われた施設

が 13 棟存在。  
元製粉工場は撤去計画が進

行中。広さ約 128ｍ  x 48m、

深さ約 4.5ｍの池が存在。  
20ｍほどの樹木が生えてい

る。  

現在食料局関係者が住む 2
施設が存在（除却移転は容

易とみられる）。  
既存サイロ建設時に建設さ

れた施設 2 棟がスタッフ用

住居として使用中。  
10m ほどの樹木が生えてい

る。  

二分された一方の敷地内に

は空堀が存在。  
 
既存食糧施設（18m×25m）、

モスク（6m×20m）も存在。

周
辺 

周辺は船体解体作業工房も

多数存在する密集した住宅

地  
敷地周辺は水田地帯  近隣は商業地  
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 Postagola Santahar Dinajpur 

荷
受
所 

敷地内での確保がは困難。  
敷地外にトラックターミナ

ル施設の候補地もない。  

既存小麦サイロの敷地内通

路の一部を兼用することが

でき、敷地の効果的利用が

可能。  

 

敷地にほぼ隣接する線路が

存在するが、レール部分の

欠如もあり現状使用不可

能。線路上には数百もの船

体の解体作業が稼動中。  

既存小麦サイロ用に引き込

み線 3 本（狭軌 1 本と広軌

2 本）が存在し、利用中。  

既存倉庫用に引き込み線 1
本  が存在。  

敷地内に引き込むには、接

続に要する線路の敷設が必

要。  

敷地内に引き込むには、接

続用の線路が別途必要だ

が、約 500ｍ先に線路の切

り替え地点があり、施設計

画地に繋がる線路の跡地も

存在。  

 

線
路 

変形土地形状に加え、現状

引込み線取り付け角度では

有効な鉄道設置は困難。  
バ国における標準仕様であ

る狭軌形式の復旧距離は約

1.5km あり設置可能。  

横長長方形の土地形状であ

り引込み線取付けは容易と

みられる。  

既存鉄路を利用可能。  

中国バングラデシュ友好橋

から約 200ｍ入り込んだ場

所。  

主要幹線道路からおよそ

1.5km 入った場所。  
主要幹線道路に面した場

所。  

道
路 

敷地前面道路の有効幅員は

9.6m であるが、道路上で作

業をしている業者がおり一

部有効幅員は約 7m。  
往来は激しく、恒常的な交

通渋滞が起きている。  

道路脇には人家は少なく、

ほぼ直線的で、車輌が十分

にすれ違う事が可能な道

幅。  
往来はそれほど激しくな

い。  

道路脇に人家や店が立ち並

ぶが、道路ほぼ直線的で、

車輌が十分にすれ違う事が

可能な道幅。  
往来はそれほど激しくな

い。  

河
川 

100m 先に河川あり。  
 
下流  約 200m 先に橋があ

り、小規模な船舶（500t 程
度）のみ通行可能。  

半径 30km 内に大きな河川

なし。  
半径 30km 内に大きな河川

なし。  

電力供給施設は KPI であ

り、新規施設においても継

続使用を想定。  

現状一日 2,3 度の停電があ

るが業務に支障なし。新規

施設には 24 時間体制のバ

ックアップ電源の設置が必

要といわれている。  

現状一日 2,3 度の停電があ

るが業務に支障なし。新規

施設には 24 時間体制のバ

ックアップ電源の設置が必

要といわれている。  
既存給水施設が存在。  既存給水施設が存在。  既存給水施設が存在。  

設
備 

既存電話施設が存在。  既存電話施設が存在。  既存電話施設が存在。  

 

２－４－４ 社会経済状況からの比較  

コメ用サイロ建設候補地として Postagola、 Santahar、Dinajpur をバ国が選択した

理由については、Postagola は「交通の要所で、各貯蔵施設への食糧移送が容易なこ

と」、他方 Santahar と Dinajpur は「穀倉地帯に位置し、食糧調達・移送が容易な上、

輸送費の削減につながること、貧困層への食糧配給が容易なこと」等が挙げられて

いる。  
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また、バ国側が当初案にあった南西部の候補地をはずし、北西部に変更した背景

には政府の国産米の調達地域の戦略的政策がある。具体的には、1960 年代には Aman

稲の国内調達地域として南西部 Barisal 管区が戦略拠点となっていたが、塩害や自然

災害の頻発によって収穫量が不安定になったため、1970 年代以降からは北西地域に

おける灌漑農業の振興とともに、Boro 稲の調達地域として Rajshahi 管区が戦略的重

点地域になってきたことにある。  

現地踏査の結果、候補地 3 カ所の内、Dinajpur は Rajshahi 管区の北西部に位置し、

交通の利便性が低い上（長距離のトラック輸送と便数の少ない鉄道）、建設予定地

が 2 分割され、十分な面積を有していないため、Dinajpur を候補地から除外するこ

とに DGoF は同意している。  

したがって、候補地を Postagola と Santahar の 2 カ所とし、それぞれの社会経済、

食糧流通の両面から現状比較した評価結果は、以下のとおりである。  

（1）穀物生産状況  

2007/08 年度の全国食糧生産量の内、Rajshahi 管区は 38%（11.2 百万 t）、Dhaka

管区はそれに次ぐ 25%（7.5 百万 t）を占めている。Rajshahi 管区は食糧供給基地

（又はライス・バスケット）と呼ばれ、公的食糧配給制度（PFDS）の国内調達分

の 65％（2008/09 年度、1.48 百万 t の内の 97.1 万 t）を調達し、他方、Dhaka 管区

では 18%（26.3 万 t）が域内調達されている。  

 

（2）穀物流通状況  

2008/09 年度の政府国内穀物調達実績の管区別調達量は、北西地域の Rajishahi

管区が も多く 65%を占め、それに次ぐ Dhaka 管区の 18%と合せ両管区だけで全

国の調達量の 83%を占めている。  

 

（3）食糧供給の課題  

穀物供給が非効率となっている主因は、各地に点在している食糧貯蔵施設の貯

蔵能力不足である。以下に、Rajshahi 管区と Dhaka 管区の食糧貯蔵現況に係る問

題点を要約する。  

1）貯蔵能力を遙かに上回る食糧取扱量  

食糧予算の増加に伴い、Rajshahi 管区は Dhaka 管区と同様に、食糧貯蔵能力の

限界を超える食糧の取扱量を余儀なくされており、2008/09 年度の Rajshahi 管区

の年間食糧取扱量は、貯蔵能力 420,350t に対して 5.7 百万 t（コメ 520.7 万 t、小

麦 48.9 万 t）であり、他方 Dhaka 管区は貯蔵能力 356,400t に対して 4.1 百万 t（コ

メ 349.0 万 t、小麦 58.6 万 t）である。また、全国比率においては、Rajshahi 管区

は 36%を、Dhaka 管区は 25%を占めている。  

2）食糧在庫の高い回転率  

2008/09 年度の食糧在庫の回転率は、全国平均で 10.9 回 /年であり、Rajshahi

管区は Dhaka 管区の 11.4 回 /年より多い 13.6 回である。各貯蔵施設の適正在庫水

準を考えると、緊急時の対応等貯蔵能力に余裕を持たせる必要があり、回転率

は 大で年間 10 回程度が望ましいと考えられる。  
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3）貯蔵施設の過度の利用率  

2008/09 年度の貯蔵施設利用率は、表 2-4-4-1 に示されるように、全国平均で

85.5%/月であるが、Rajshahi 管区は 103.9%/月で全国 1 位の高い利用率を示して

いる。それは、政府による食糧の国内調達が Rajshahi 管区で集中的に行われて

いることに起因している。他方、Dhaka 管区は 88.3%である。  

 

表 2-4-4-1 貯蔵施設の利用率（2008/09 年度）  
施設利用率（%）  

管区  
月間 高利用率  月間 低利用率 月間平均利用率 年間平均利用率

Rajshahi 141.6（6 月）  71.9（5 月）  103.9 1,246.7 
Dhaka 108.6（10 月）  63.3（4 月）  88.3 1,059.9 
全国  104.1（11 月）  60.6（4 月）  85.5 1,026.0 

   出典：調査団。  
 

4）政府の食糧国内調達の偏在  

政府の食糧国内調達は、特定産地を対象にしており、食糧調達の季節性を考え

ると産地の貯蔵能力の増強は不可欠である。2008/09 年度の食糧国内調達量は

1,483,044t（コメ 1,449,447t、小麦 33,597t）で、その内 65%は Rajshahi 管区、18%

は Dhaka 管区から調達されている。  

5）費用のかかる過剰在庫の処理  

各食糧貯蔵施設は、過剰在庫の処理方法として、荷積みの高さを調節する方法

と管区内の LSD に一時的に食糧を移送する方法を用い、過剰在庫に対処してい

るが、追加的な費用が発生することになる。前者の方法では、荷積みを倉庫内

の天井近くまでの高さにし、その場合現有貯蔵能力の 125%まで貯蔵可能として

いる。  

 

（5）社会経済・食糧流通状況の比較  

Postagola と Santahar の 2 カ所それぞれの社会経済、食糧流通の両面から現状比

較した評価結果を表 2-4-4-2 に示す。  

表 2-4-4-2 Postagola と Santahar の評価結果  
項目  Postagola（Dhaka 管区） Santahar（Rajshahi 管区）

立地  ◎（食糧需要面）  ◎（食糧供給面）  
人口と食糧必要量  ◎  ○  
食糧生産（コメ・小麦）  ○  ◎  
管区別食糧自給率  × ◎  
貧困率  × ◎  

社会経済  

自然災害  ○  ○  
有効貯蔵能力  ○  ○  
政府の食糧国内調達（コメ・小麦） ○  ◎  
政府の食糧国内調達（Boro 米）  ○  ◎  
貯蔵施設利用度  ○  ◎  
輸送手段  ○  ◎  

食糧流通  

輸送費用  ○  ○  
注：◎：優位性が高い、○：優位性が中庸、×：優位性が低い。  
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総合評価の結果、社会経済と食糧流通の両面で、Santahar がコメ用サイロ建設

の 適地であると判断する。表 2-4-4-3 に現状比較の詳細を示す。  

 

表 2-4-4-3 候補地の詳細比較  
項目  Postagola（Dhaka 管区）  Santahar（Rajshahi 管区）  

立地、  
人口と食

糧必要量  

ビジネスの中心地であり、また食糧需要も高

い。人口は 46.4 百万人で全人口 143.7 百万人

の 32%を占めている（ 2008 年）。食糧必要量

は 8.3 百万 t と推定される。  

も有名な穀倉地帯の中央部に位置し、

食糧需要も高い。人口は 33.6 百万人で全

人口 143.7 百万人の 23%を占めている

（ 2008 年）。食糧必要量は 6.0 百万 t と推

定される。  
食糧生産

（コメ・

小麦）  

2007/08 年度の食糧生産は 7.5 百万 t であり、

全国生産量の 25%を占めている。  
2007/08 年度の食糧生産は 11.2 百万 t で
あり、全国生産量の 38%を占めている。

管区別食

糧自給率  
食糧自給率（ 2008 年）は 79%で、 1.8 百万 t
の不足を示している。  

食糧自給率（ 2008 年）は 159%で、 3.6
百万 t の余剰を示しており、Sylhet 管区

以外の食糧不足管区に供給している。  

貧困率  貧困率（ 2005 年）は 32%で、農村貧困層よ

りも都市貧困層が多い。  

貧困率（ 2005 年）は 51%で、Barisal 管
区（ 52%）の次ぎに高く、都市貧困層よ

りも農村貧困層（零細・小農）が多い。

社
会
経
済 

自然災害  

Dhaka 管区の北東部と Rajshahi 管区の南部は

洪水多発地域で、またサイクロン常襲地域は

Chittagong、Barisal、Khulna の管区である。

自然災害による被災地へのアクセスは容易

で、即応可能である。被災民は食糧予算の中

の社会的セフティーネットプログラム（GR、

TR、VGF）によって食糧の無料配給を受け

ることができる。  

同左  

有効貯蔵

能力  

Dhaka 管区の有効貯蔵能力は全国（ 1.47 百万

t）の 24%を占め、食糧需要の戦略的拠点で

ある。  

Rajshahi 管区の有効貯蔵能力は全国

（ 1.47 百万 t）の 29%を占め、食糧需要

の戦略的拠点であるとともに、他の 5 管

区への食糧供給基地でもある。  
政府の食

糧国内調

達  

2008/09 年度の政府目標買上量（ 1.285 百万 t）
の 21%を調達することになっている。  

2008/09 年度の政府目標買上量（ 1.285 百

万 t）の 61%を調達することになってい

る。  
政府の食

糧国内調

達（Boro
米）  

2008/09 年度の買上目標（ 1.2 百万 t）の 21%
を調達することになっているが、不足量 8.1
万 t が Rajshahi 管区から移送される計画にな

っている。  

2008/09 年度の買上目標（ 1.2 百万 t）の

62%を調達することになっており、その

うちの 42.1 万 t が他の 5 管区に移送され

る計画になっている。  

貯蔵施設

利用度  

2008/09 年度の政府食糧国内調達に対する施

設利用率は平均で 101%と推定できるが、政

府海外調達とドナー援助食糧を勘案すると、

利用率は更に高まる。また、国内調達の季節

性を加味すると、収穫時期には貯蔵能力を上

回る食糧が搬入されることが予想される。  

2008/09 年度の政府食糧国内調達に対す

る施設利用率は平均で 233%と推定でき

るが、政府海外調達とドナー援助食糧を

勘案すると、利用率は更に高まる。また、

国内調達の季節性を加味すると、収穫時

期（特に 5～ 8 月）には貯蔵能力を遙か

に上回る食糧が搬入されることが予想

される。  

輸送手段  

道路と鉄道へのアクセスが可能であるが、15
年以上も鉄道を利用していなく、またサイト

への引き込みがないため、鉄道引き込み線の

敷設（レール幅員 1.0ｍと 1.68 m）が必要と

なる。もし 10 万 t のコメ貯蔵用サイロを建

設する場合には、Rajshahi 管区からの食糧移

送が伴い、その道路移送費用（ハンドリング

費用除く）は 112 百万 BDT となる（ 10 万 t
のコメを移送した場合）。  

道路と鉄道へのアクセスが可能で、サイ

トへの鉄道引き込み線の跡が残ってい

る。コメを Baghabari まで道路輸送すれ

ば、Dhaka、Khulna、Barisal へのコメ出

荷は河川輸送で可能となる。従って、 3
種類の輸送手段を利用してコメ不足管

区（Sylhet 管区以外）に緊急時でも効率

的に搬送することができる。  

食
糧
流
通 

輸送費用  道路輸送費用は鉄道輸送の 2.4～ 2.6 倍にも

なる。  同左  
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２－５ 要請内容の妥当性の検討 

２－５－１ 要請内容  

当初バ国から非公式に提出された要請内容の概要は以下のとおり。また、以下に

含まれる大規模コメ用サイロについて先方が作成した予備的開発プロジェクト提

案書（Preliminary Development Project Proposal：以下、PDPP）の詳細については、

付属資料１参照。  

（1）事業の目的  

バ国内に不足している食糧備蓄能力の向上を図る。  

 

（2）プロジェクトサイト /対象地域名  

・ダッカ (Dhaka)市シャヤンプール郡 (Shayampur)ポストゴラ（Postagola）：  

 大模コメ用サイロ。  

・南西部ボルグナ（Borguna）県パトルガタ (Pathorghata)及びアムトリ (Amtoli)：

穀物用サイロ。  

 

（3）土木工事、調達機器等の内容   

サイロ型備蓄倉庫の建設（ダッカ近郊 10,000t×10 基、南西部 1,000t×2 基）、及

び関連機器の調達  

 

（4）コンサルティング・サービス /ソフトコンポーネントの内容  

必要機材の調達、敷設に係る施工・調達管理、施設運営に係る技術移転。  

 

（5）総事業費 /概算協力額（先方非公式要請金額）  

ダッカ近郊の大規模米サイロ：約 12 億円（ただし、BOT9を想定したコストの

仮積算）。南西部穀物用サイロ：約 5 億円（事前調査、施設運営に係るキャパシテ

ィビルディング含む）。  

 

２－５－２ ニーズの妥当性 : 備蓄能力不足量  

DGoF は、食糧の備蓄能力不足量を約 150 万 t と推定しているが、その裏付けとな

る統計的根拠は存在しない。恐らく、2008/09 年度の食糧予算原案 297.4 万 t から現

有貯蔵能力 146.6 万 t を差し引いた量 150.8 百万 t を不足量としているのではないか

と思われる。その推定には各貯蔵施設の在庫量の回転率が無視されており、実際の

施設運用とはかけ離れたものになっている。  

そこで、2008/09 年度の管区毎に月別の食糧の出入りを集計し、推定された月別

在庫量の回転率を考慮して備蓄能力不足量を調査団として試算した。試算に際して

は、①穀物の在庫量と搬出入量は 2008/09 年度の実績に基づいていること、②推定

された月別回転率も実績に基づいていること、③将来の人口増や災害用備蓄量の増

                                                  
9 PFI（ Private Finance Init iat ive：民間資金やノウハウ等を活用して公共施設を整備したり、公共サービスを

提供するために導入された手法）のひとつ。民間事業者が自ら資金を調達し、施設を建設（Build）し、一定

期間（数十年）管理・運営（Operate）を行い資金回収後、公共に施設を移転（Transfer）する方法。 
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加を見込んでいないこと、④算定された備蓄能力不足量は、実績に基づいた 低限

の不足量であること等を前提にしている。その算定結果は表 2-5-2-1 に示されると

おりで、災害用の食糧備蓄量（TR 36.8 万 t：コメ 25.8 万 t・小麦 11.0 万 t、VGF 50.7

万 t：コメのみ、GR 4.7 万 t：コメのみの計 92.2 万 t：コメ 81.2 万 t、小麦 11.0 万 t）

も含まれている。  

表 2-5-2-1 のように、試算した結果では、2008/09 年度時点の全国の備蓄能力不足

量は 34 万 t、その内 Rajshahi 管区は 20 万 t、Dhaka と Khulna の両管区はそれぞれ 4

万 t である（詳細は、付属資料 3-18～3-20「付表 2-5-2-1～2-5-2-3」参照）。  

食糧供給量は、2008/09 年度の 5.1 百万 t から 2014/15 年度には 25%増の 6.4 百万

t に達すると予測されるため（年間増加率 3.8%）、2008/09 年度の備蓄能力不足量 34

万 t は、表 2-5-2-3 に示されるように 2014/15 年度には 73 万 t に達すると予想される。

2014/15 年度の備蓄能力不足は、「Rajshahi 管区では 33 万 t が、Khulna 管区では 11

万 t」が見込まれる。  

なお、本予測では、2005/2006 年度から 2008/2009 年度の増加率と同率で食糧調達

量が増加すると仮定して積算されたものであり、バ国政府政策の変更等の外部条件

次第で、異なるシナリオとなる点に留意する必要がある。  

したがって、Rajshahi 管区に 10 万 t のコメ用サイロを建設することは妥当であり、

また、同管区に DRGA-CF 資金で 11 万 t の平型貯蔵倉庫を建設することも、現在の

Rajshahi 管区の超過貯蔵量を処理する上で必要である。更に、Khulna 管区の Mongla

港に JDCF 資金で 5 万 t の小麦用サイロを建設することも妥当と判断できる。  

今後、食糧予算の増額が期待されるため（現政府は社会的セフティーネットプロ

グラムの拡充に重点をおいている）、更に備蓄能力の増強を図ることは、①効率的

な食糧の調達・配給、②災害時の緊急食糧配給、③農閑期の食糧価格の安定化等を

実現するために不可欠である。  

 

表 2-5-2-1 備蓄能力不足量の試算  
施設利用率（%）  

管区  穀物  
備蓄能力  
不足量  
（ t）  

年間在庫

回転率

（回）  
月間 高  
利用率  

月間 低  
利用率  

月間平均

利用率  

Rajshahi 
コメ  
小麦  
小計  

131,847 
42,896 

174,743 
=200,000 

13.6 141.6
（6 月）

71.9 
（5 月）  

103.9

Khulna 
コメ  
小麦  
小計  

16,888 
20,828 
37,716 

=40,000 

12.2 116.4
（10 月）

61.3 
（6 月）  

95.2

Barisal 
コメ  
小麦  
小計  

0 
10,356 
10,356 

=20,000 

11.1 114.3
（9 月）

31.3 
（6 月）  

81.1

Dhaka 
コメ  
小麦  
小計  

0 
30,719 
30,719 

=40,000 

11.4 108.6
（10 月）

63.3 
（4 月）  

88.3
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施設利用率（%）  
管区  穀物  

備蓄能力  
不足量  
（ t）  

年間在庫

回転率

（回）  
月間 高  
利用率  

月間 低  
利用率  

月間平均

利用率  

Chittagong 
コメ  
小麦  
小計  

0 
0 
0 

=0 

8.9 94.1
（11 月）

39.6 
（4 月）  

67.8

Syhlet 
コメ  
小麦  
小計  

0 
34,373 
34,373 

=40,000 

10.1 158.0
（10 月）

44.8 
（5 月）  

74.1

全国  

コメ  
小麦  
小計  

148,735 
139,172 
287,907 

=340,000 

10.9 104.1
（11 月）

60.6 
（4 月）  

85.5

出典：調査団  
 

表 2-5-2-2 予測の基礎指標  

指標  
2005/06 
年度  

2008/09 
年度  

増加率

（%）

2009/10
年度  

2010/11
年度  

2011/12
年度  

2012/13 
年度  

2013/14 
年度  

2014/15
年度  

期首在庫量

（ 1,000t）  758 998 - 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000
食糧調達量  
（ 1,000t）  
国内調達  
国外調達  
ドナー支援  

小計  

 
 

945 
2,265 

194 
3,404 

 
 

1,483 
2,553 

101 
4,137 

5.5
4.1

-
-

1,565
2,658

130
4,352

1,651
2,767

130
4,547

1,741
2,880

130
4,751

 
 

1,837 
2,998 

130 
4,965 

 
 

1,938 
3,121 

130 
5,189 

2,045
3,249

130
5,424

食糧供給量  
（ 1,000t）  4,162 5,135 - 5,352 5,547 5,751 5,965 6,189 6,424
食糧配給量  
（ 1,000t）  1,239 2,129 7.6 2,291 2,465 2,652 2,854 3,071 3,304

注：1）期首在庫量は食料政策に明記されている 1 百万 t を用いた。  
  2）ドナー支援は減少傾向にあるが、過去 4 年間の平均値（自然災害用食糧支援除く）

13 万 t を用いた。  
出典：調査団  
 

表 2-5-2-3 2014/15 年度の備蓄能力不足量（予測）  

年度  
Rajshahi
管区  

Khulna 
管区  

Barisal
管区  

Dhaka 
管区  

Chittagong
管区  

Sylhet 
管区  全国  

2008/09 
（ t）  

174,743
=200,000

37,716 
=40,000 

10,356
=20,000

30,719
=40,000

0
=0

34,373 
=40,000 

287,907
=340,000

2014/15 
（ t）  

324,125
=330,000

104,832 
=110,000 

31,117
=40,000

127,895
=130,000

57,916
=60,000

57,874 
=60,000 

703,759
=730,000

出典：調査団  
 

２－５－３ ニーズの妥当性：裨益効果・人口  

表 2-5-3-1 に示したとおり 10 万 t のパーボイル米用サイロの事業効果を推定した。 

裨益人口は 63.0 万 /年と推定でき、また、自然災害の被災民 2.2 百万人の食糧を 3

カ月間にわたって備蓄することも可能となる。貯蔵施設の運用面では、コメ用サイ

ロが Rajshahi 管区に設置される場合、年間 86.4 百万 BDT の輸送費と荷積み費用の

節約につながること、他方サイロが Dhaka 管区に設けられる場合には、年間 9.0 百
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万 BDT の費用が節約できるようになることは、食糧予算の倹約に大いに貢献できる。

更に、パーボイル米の貯蔵を平型倉庫からサイロにすることによって、貯蔵ロスの

削減が期待でき、その裨益効果の額は年間 5.5 百万 BDT と推計される。なお、2.5

万 t、5 万 t のパーボイル米のサイロについての裨益効果は、10 万 t の場合のそれぞ

れ 1/4、1/2 である。  

 

表 2-5-3-1 事業効果  
項目  事業効果  備考  

裨益人口  63.0 万人 /年  国民一人・日当たりのコメの需要量は 15.30 オンス（ 433.76g）
計算式：（ 10 万 tｘ 0.998*） /（ 158.3kg/人 /年 ) 

貧困層  41.6 万人 /年  貧困層一人・月当たりコメの配給量は 20kg（ 1 年間支給）  
計算式：（ 10 万 t  x 0.998*） /（ 240kg/人 /年）  

自然災害被

災民  
2.2 百万人 /3 カ月  被災民一人・月当たりのコメの配給量 15kg（ 3 カ月支給）  

計算式：（ 10 万 t  x 0.998*） /（ 45kg/人 /年）  
コメ用サイロが

Rajshahi 管区に設置

される場合、年間

86.4 百万 BDT の節約  

年間の超過貯蔵量 74.3 万 t  
（超過貯蔵量の 90%は荷積みを高くすることによって支払わ

れる労賃、残りの 10%は LSD に一時的にトラックで食糧移送

した場合の輸送費に基づき算定）  
計算式：付属資料 3-20「付表 2-5-2-3」参照  

輸送費とハ

ンドリング

費用の削減  

コメ用サイロが

Dhaka 管区に設置さ

れる場合、年間 9.0
百万 BDT の節約  

年間の超過貯蔵量 7.8 万 t  
（同上）  
計算式：付属資料 3-20「付表 2-5-2-3」参照  

貯蔵ロスの

削減  
年間 5.5 百万 BDT の

節約  
コメ貯蔵ロス 2,507t に相当（表 2-3-1-12 参照）  
計算式：損失量 230t/回転 x 10.9 回転 x 2.2 万 BDT/t 

注：*輸送ロス 0.03%と貯蔵ロス（小麦）0.17%の計 0.2%を計上。  
出典：調査団  
 

２－５－４ 提案施設の妥当性  

（1）貯蔵施設形態（サイロ・平型倉庫）  

サイロと平型倉庫を比較すると、次のようなサイロの優位性が挙げられる。  

①施設の高層化、コンベヤー等の利用により、搬入及び搬出動線の集約化及び短

縮化、荷受及び搬出箇所の集約化等ができ、所要土地面積が平型倉庫の 1/7 程

度となる。  

②薬品添加がほぼ不要となり、食の安全性確保が向上する。  

③気密性の確保及び乾燥施設の設置により、保存期間の長期化が可能となる。  

④集中管理が可能である事から、品質管理が容易となる。  

⑥バルクハンドリングが可能なため、大量輸送が出来かつ輸送費の削減が可能と

なる。  

⑦小さなサイズが必要となる非常時の対応が、迅速かつ容易となる。  

⑧大規模一括管理が可能となることから、労務の集約・合理化、労働負担の軽減

ができる。  

他方、サイロは平型倉庫に比べ、建設費・機材費等に係る初期投入金額が大き

いことが難点として挙げられる。以上の比較により、サイロは平型倉庫に比べ優

位性が高いといえる。  
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（2）サイロの建設材料  

サイロの仕様は、コンクリート製、スチール製の 2 つが想定される。コンクリ

ート製は、バ国において他ドナーにより建設された４基の小麦用サイロが存在し、

40 年以上にわたり利用されている実績がある。また、スチール製に比べ、本体の

資材もバ国内で調達できるものが多い。日本では、この 20 年で鋼鉄の品質の向上

や、工期や品質が天候に左右されにくいことから、スチール製サイロの導入が一

般的となってきているが、バ国には既存のものが無いため、資材も外壁の材料と

なる鋼板等、コンクリート製よりも多くのものを輸入する必要があると想定され

る。更に、バ国でスチール製サイロが建設されることになれば、施設建設後のメ

ンテナンスについて、外壁のスチール及び外壁と躯体との間に挟む発砲ウレタン

やグラスウール等の断熱材のメンテナンスに関する技術移転が必要となることが

想定される。  

我が国におけるコメ用サイロの現状は、規模は 3,000t、5,000t が一般的であり

10,000t が 大である。この理由は、食糧配布事情、大型車輌を含む交通事情及び

移送距離等の条件から、大規模施設を一箇所に集中型ではなく、前述の規模のサ

イロをより効果的な位置に多数設置し効率化を図る方式となっている。また、構

造素材については、約 20 年前頃まではコンクリート製であったが、現在新設され

るサイロはスチール製が主流となっている。その理由としては、鋼板の品質が向

上してきたこともひとつであるが、コンクリートは工事期間時の天候により品質

が左右され、計画していた工事が天候により実施できなくなると、その工期の延

長や、十数人単位の人員の追加配置が必要となり、工事費増となることが挙げら

れている。更に、スチール製サイロには、ボルト締め組付（コルゲートサイロ）

と溶接組付の 2 タイプがあるが、我が国では、密閉性、貯蔵性に優れる溶接組み

立て方式のサイロが主流となっており、断熱材は扱いやすさなどから発泡ウレタ

ンとする場合が多くなっている。バ国においてスチール製サイロを建設する場合、

自然環境を考慮すれば、溶接組み立て方式の方が優れているという（株式会社  サ

タケ  アジア事業部）。  

コンクリート製、スチール製のいずれにするかは、建設時と維持管理時の両方

の観点から、今後詳細に検討する必要がある。  
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表 2-5-4-1 平型倉庫及びサイロの比較  

比較項目  平型  
倉庫  

スチー

ル製  
サイロ

鉄筋コ

ンクリ

ート製

サイロ

比較説明  

所要敷地面積  Ｘ  ◎  ◎  同じ収容規模で比較した場合、サイロは

平屋倉庫の約 1/7 
食糧の安全性  Ｘ  ◎  ◎  密閉式で薬品添加がほぼ不要  
食糧の品質管理  Ｘ  ◎  ◎  密閉式で長期保存可能ともなる  
品質・量のロス  Ｘ  ◎  ◎   

出荷・入荷の合理性  Ｘ  ◎  ◎  バルクでの荷受と、自動計量、機械設備

化よってスピードアップ  
非常時に対する品質確

保、管理体制  Ｘ  ◎  ◎  計量及び袋詰めの自動化による速やかな

対処が可能  
出荷時の袋詰めの多様性 Ｘ  ◎  ◎  2kg, 3kg, 5kg（ポリ袋）,50kg, 85kg（麻袋）

従事者当たりの作業効率 Ｘ  ◎  ◎  大規模施設で一括管理し 50％程度の人

件費削減  
従事者に対する労働負担 Ｘ  ◎  ◎  労働環境の向上、外注費の削減  
人員配置計画の効率性  Ｘ  ◎  ◎  省力化による人件費の削減  

建設費  ◎  ○  Ｘ  スチール製サイロの方が、2 割程度鉄筋

コンクリート製より安価  

施設維持管理  ◎  Ｘ  ○  
サイロは機材メンテナンスが必要であ

り、加えてスチール製は外壁及び、外壁

材緩衝部分のメンテナンスが必要  
付帯設備の  
維持管理コスト  ◎  ○  ○  平屋倉庫は機械設備がほとんどないが、

サイロは設備の定期的メンテナンスが必要

工事技術の容易性  ◎  Ｘ  ○  サイロは独自で作った経験が無く、スチ

ール製サイロは国内に存在しない。  

資材調達の容易性  ◎  Ｘ  ○  
主要部分が輸入で、輸入手続及び荷受港

からの搬入が工事進捗状況に影響を及ぼ

す恐れがある  
建設機材・機器  ◎  ○  ○  特殊取り付け機材・機器の可能性あり  
倉庫付帯設備機器及び設置 ◎  ○  ○  一部輸入  

工期  ◎  Ｘ  Ｘ  平型は平屋建てであり短期。スチール製

はコンクリートより 1 割程度短縮  

施工監理  ◎  Ｘ  ○  国内に稼動しているサイロは 4 基しかな

く、スチール製のサイロは始めてである

耐久性  ◎  ○  ◎  
適正利用をすればスチール製サイロ 40
年、コンクリート製の平型倉庫及びサイ

ロは 50 年  
注：◎：優位性が高い、○：優位性が中庸、X：優位性が低い。  
出典：調査団（作成）  
 

（3）サイロ建設費の試算  

平型倉庫に比べ、サイロは優位性が高いと見込まれるところ、想定施設として

サイロを考え、サイロの建築素材としては、コンクリート製、スチール製のいず

れが優位かは現段階で明言できないところ、コンクリート製、スチール製の両方

の場合について試算を行った。コンクリート製施設の建設コストは、バ国の PDPP

で記載されていた項目について、2000 年にフィージビリティースタディーを行っ
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た直近の類似案件例である、モングラ（Mongla）の 5 万 t 規模のコンクリート製

小麦サイロ建設計画の予算資料を基に試算した。スチール製については、サイロ

部分のみ日本のコンサルタントからの聴取に基づき試算し、それ以外はコンクリ

ート製のサイロ同様として試算した。  

なお、施設規模及び地質調査等の基本的な情報が不足しており、更に、バ国に

おいてコメ用サイロ建設の経験がないことから、詳細な積算作業は本調査におい

て実施することは困難であるところ、別途実施する必要がある。  

1）コンクリート製サイロの試算  

モングラの 5 万 t 規模のコンクリート製小麦サイロ建設計画の資料、及び

MoFDM による 2008 年度版公共施設建設物価表を参考として 2008 年度想定額

を試算した。なお、現存するサイロは 70 年代初期に建てられたもののみで、以

降の類似施設建設例はないとのことであった。  

 

表 2-5-4-2 コンクリート製サイロ（5 万トン）概算コスト試算表  （単位 US$）  
  2000 年度予算 2008 年度想定

1 サイロ工事  5,759,469.21 11,461,343.73
2 整地工事  123,950.99 246,662.48
3 トラック駐車場工事  56,860.52 113,152.44
4 内外部道路工事  13,058.87 25,987.15
5 事務所棟  34,031.25 67,722.19
6 スタッフ棟  390,008.24 776,116.39
7 メンテナスショップ  9,580.90 19,065.99
8 梱包材倉庫  48,663.02 96,839.41
9 サブステーション  3,249.88 6,467.25

10 ガードマン棟、トイレ  941.61 1,873.81
11 ポンプ室  601.59 1,197.15
12 外構工事  233,696.26 465,055.55
13 下水工事  73,061.47 145,392.33
14 大型井戸工事  3,587.79 7,139.71
15 排水工事  33,079.26 65,827.74
16 電気工事  286,567.28 570,268.89
17 施設小計 (1～16) 7,070,408.14 14,070,112.21
18 設計コンサルタント報酬（施設小計 10％） 707,040.81 1,407,011.22
19 施設工事小計（16+18）  7,777,448.95 15,477,123.43
20 機材  2,196,953.27 4,371,937.01
21 輸送、取り付け、保険等  1,318,171.96 2,623,162.21
22 機材関連小計 (20+21) 3,515,125.23 6,995,099.22
23 車輌  * 0 95,588.24
24 施設什器備品  * 0 26,470.59
25 施設研修  * 0 441.18
26 周辺小計 (23+24+25）  0.00 122,500.01 
27 予備費（施設工事、機材関連の小計  10％） 1,129,257.42 2,247,222.27 

 総合計  12,421,831.60 24,841,944.93 
 
 
 

出典：調査団（作成）。参照：MoFDM の DGoF（ Feasibil i ty Study for Construction of a Concrete Silo  
at  Mongla Port  by DDC）。  *  車輌、施設什器備品及び施設研修は 2000 年度には提示されていな

いが、2009/2010 年の Development Project  Proposal（DDP） for Construction of  a Concrete Grain Silo  
at  Mongla Port  with Ancillary Facil i t ies に準じ加算  
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表 2-5-4-2 のとおり、コンクリート製サイロ 5 万 t 規模予算は 2,400 万 US$程

度と試算された。  

これに対し 10 万 t 規模においては、増床があっても追加の必要がない機材が

あることが想定され、また、管理棟等はほぼ同規模施設で対応できると想定さ

れることから総額は 5 万 t の施設の 80％増の 4,500 万 US$程度を想定する。更

に、2.5 万 t 規模では杭打ち工事費や管理棟建設費等を考慮すると 5 万 t の施設

の 65％程度の 1,600 万 US$程度を想定する。  

表 2-5-4-3 コンクリート製サイロ規模別概算コスト試算表（単位 US$）  
 2.5 万 t 5 万 t 10 万 t 

総額  16,147,264 24,841,945 44,715,501 
5 万 t と
の比較  

65%規模：全体規模は半分である

が杭打ち工事や管理棟等は半減

することが出来ないと想定  

基準規模  80%増加：全体規模は 2 倍である

が管理棟等の施設規模の増加は

ないと想定  
出典：調査団（作成）  
 

2）スチール製サイロの概算コスト算出  

スチール製サイロは、日本で調達し、パーツ毎に梱包し、船便で輸送、現地

で溶接による組み立てを行うことを想定した場合の工事について、本邦コンサ

ルタント（株式会社サタケ アジア事業部）からの聞き取り、サイロ工事の他、

設計コンサルタント報酬、下水道工事等の附帯工事費及び機材や輸送に係る設

備関係費を合わせた額を試算し、それ以外の項目は、表 2-5-4-2 の 2008 年度の

コンクリート製サイロの試算額を用いたところ、表 2-5-4-4 に示すような試算

総額となった。  

表 2-5-4-4 スチール製サイロの総建設コストの試算（規模 5 万 t）（単位 US$）  
  2009 年度想定額

1,7,13,14,15, 
16,18,20,21 

サイロ工事合計、メンテナスショップ、下水工事、排水工事、電

気工事、設計コンサルタント報酬、機材、輸送、取り付け、保険  
14,400,000.00

2 整地工事  246,662.48
3 トラック駐車場工事  113,152.44
4 内外部道路工事  25,987.15
5 事務所棟  67,722.19
6 スタッフ棟  776,116.39
8 梱包材倉庫  96,839.41
9 サブステーション  6,467.25

10 ガードマン棟、トイレ  1,873.81
11 ポンプ室  1,197.15
12 外構工事  465,055.55
17 施設・設備関係小計  16,201,073.82
23 車輌  95,588.24
24 施設什器備品  26,470.59
25 施設研修  441.18
26 周辺小計 (23+24+25）  122,500.01 
27 予備費（施設工事、機材関連の小計  10％）  1,620,107.38 

 総合計  17,943,681.21 
出典：調査団（作成）  
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表 2-5-4-4 のとおり、5 万 t 規模のスチール製サイロの試算額は、1,800 万 US$程

度となった。10 万 t 規模では、5 万 t から増床しても追加の必要がない機材が

あることや、管理棟等はほぼ同規模施設で対応できると想定される。また、コ

ンクリート製サイロで設置可能であるスター型サイロ及び半スター型サイロは、

構造的に設置困難と想定され、円形サイロの棟数が増えることも考慮する必要

がある。2.5 万 t 規模では、鉄筋コンクリート製の場合と同様に、半減できない

杭打ち工事費や管理棟建設費等を考慮し、円形の割合も増やす必要がある。よ

って、表 2-5-4-5 に示すように、10 万 t の施設では、5 万 t の施設の 85％増の

3,300 万 US$と想定する。これらから 5 万 t の施設の 70％の 1,300 万 US$を想定

額とする。  

DGoF が PDPP でサイロに必要な資材として、機材には荷受コンベア、バケッ

トコンベア、張込コンベア、通気設備、温度コントロール設備、サイロ内清浄

機、計量袋詰機、電気設備等を挙げている。  

 

表 2-5-4-5 スチール製サイロ規模別概算コスト試算表（単位 US$）  
 2.5 万 t 5 万 t 10 万 t 

総額  12,560,577 17,943,681 33,195,810 
5 万 t
との

比較  

70%規模：全体規模は半分であ

るが杭打ち工事や管理棟等は

半減することが出来ないと想

定し、円形、スター型、半ス

ター型サイロの形態を組み合

わせることを想定  

基準施設規

模  
85%増加：全体規模は 2 倍であ

るが管理棟等の施設規模の増

加はなく、円形サイロの棟数

を増加させると想定する  

出典：調査団（作成）  
 

3）コンクリート製サイロとスチール製サイロのコスト比較  

表 2-5-4-6 に示すように、コンクリート製とスチール製サイロの規模別建設コ

スト比較では、スチール製サイロの方が建設時のコストは安価となるが、スチ

ール製外壁部分、外壁と躯体の間に入れる断熱材の定期的なメンテナンスも必

要となり、その技術を含めた維持管理コストが必要となる。更に、スチール製

の場合、サイロの外周曲線部分を作成するスチール加工技術に関しては、実績

が乏しいと思われ、資材も国内では調達できないところ、加工技術等の導入や

資材の輸入に係るコスト・期間についても加算する必要がある。  
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表 2-5-4-6 コンクリート製及びスチール製サイロの  
規模別概算コスト試算比較表（単位 US$）  

サイロ構造別  2.5 万 t 5 万 t 10 万 t 

コンクリート製  16,147,264 24,841,945 44,715,501 

スチール製  12,560,577 17,943,681 33,195,810 

差額  3,586,687 6,898,264 11,519,691 

出典：調査団（作成）  
 

２－５－５ バ国上位開発計画との整合性  

（1）バ国貧困削減戦略文書（Poverty Reduction Strategy Paper：以下、PRSP）にお

ける位置付け  

PRSP（2008 年 10 月）においては、貧困削減に向けた農業セクターの強化がう

たわれており、農業生産性の拡大、流通の強化、アグリビジネスの強化、人材の

育成等に加え、食料安全保障の重要性が強調されている。  

加えてバ国は、度重なる自然災害の影響による不安定な食糧生産のリスクを抱

え、近年の国際的な食糧価格高騰の影響により国内食糧価格が急速に高騰する（08

年 3 月のコメ価格前年度比 166％：FAO）等の課題を抱える。PRSP においても、

自然災害発生時の食糧不足に対する脆弱性の克服、気候変動に対する対策の必要

性が認識されている。食料安全保障の課題は、農業・農村セクターに限らず、社

会的弱者の保護（protection）の観点においても、積極的に取り組むべき課題とさ

れており、公的な食糧調達を強化し、備蓄施設の建設を奨励するとしている。し

たがって、本案件はバ国 PRSP に整合したものと言える。  

  

（2）国家食料政策（NFP）等における位置付け  

   先に 2-2-1 の項で述べたよう、NFP 政策の主目的は「①安全で栄養価の高い食

料の量的確保とその安定供給、②購買力の増強と食糧へのアクセス確保、③特に

女性・子供を対象にした栄養価の高い食料の確保」から構成されており、本調査

の対象となっている食糧貯蔵施設建設計画は、上述の NFP の①～③の主目的すべ

てに合致している。  

また、先に 2-1「要請の背景・経緯」の項で述べたとおり、2008 年 12 月に行わ

れた総選挙において圧倒的支持を得て成立したアワミ政権は、食料安全保障を重

点課題の一つとして位置付け、食糧備蓄能力強化を目的とした倉庫施設の増強を

早急に実施する方針を打ち出しており、本事業はバ国政府の優先度が高いもので

あることも確認できる。  

 

２－５－６ 我が国の支援方針との整合性  

本事業は、我が国の対バ国援助重点分野「経済成長」に含まれる「農業・農村開

発プログラム」の一環として位置付けられる。同プログラムにおいては、貧困削減

と格差是正に向けて、農村部の所得向上、そのための基盤整備を重点的に支援して

きた。支援に当たっては、資金協力（無償・有償）、技術協力、ボランティア派遣
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等を組合せ、農村部の所得向上、経済活性化に繋がる協力を実施してきた。  

また、食料安全保障の課題は、農業・農村開発セクターにとどまらず、我が国支

援のもう一つの援助重点分野である「社会開発と人間の安全保障」にも資するもの

である。いまだ人口の約 40%が貧困層を占めるバ国においては、貧困削減と貧困ギ

ャップの解消が重要課題であり、貧困層に対する食糧配布制度の強化にも繋がる食

糧備蓄能力の強化は、ソーシャル・セーフティ・ネット（Social Safety Net：以下、

SSN）の確保に貢献するものである。  

更に、バ国は、我が国が提案したクールアース・パートナーシップ（Cool Earth 

Partnership）の支援重点国であり、今後同国に対しては、気候変動対策に資する協

力を重点的に実施していくこととしている。バ国は洪水、サイクロン等度重なる自

然災害によるリスクを抱えるが、このリスクは気候変動の影響により増大すると指

摘される。自然災害の頻発化は不安定な食糧生産のリスクにも繋がり、同時に災害

発生時の救済措置としての食糧安全確保の必要性にも影響するものである。食糧不

足の脆弱性の改善は、気候変動における適応策の一環としても意義が高い。  

 

２－５－７ 対バ国農業・農村開発プログラムにおける位置付け  

農業・農村開発プログラムは、これまで主として農村部の所得向上、そのための

基盤整備を重点的に支援してきおり、食料安全保障に係る協力については、1990 年

当初までに行った無償資金協力による倉庫整備を除いては実施してこなかった。し

たがって、上記 2-4-3「バ国上位開発計画との整合性」及び 2-4-4「我が国支援方針

との整合性」で述べたとおり、食糧価格の安定、気候変動に伴うリスクの軽減、SSN

の確保を目的とした食料安全保障の重要性は高く、北部地域を対象として既に実施

が決定した DRGA-CF を活用した平型倉庫の整備、及び今後バ国政府が JDCF を活

用して実施予定の南西部バゲルハット県モングラ（Mongla）の小麦用サイロ建設と

併せて本事業を実施することにより、バ国の政策上も特に重要性が高いことが打ち

出されている同国の食料安全保障の分野に対して、包括的な支援を実施することは、

特に日本の本分野に関するプレゼンスを示すことができる。  

 

２－５－８ 対バ国食糧備蓄能力強化に関する他案件との整理  

先に 2-1「要請の背景・経緯」の項で述べたとおり、バ国では今後 3 年をめどに

早期に総量 50 万 t に及ぶ食糧備蓄施設を整備するために、我が国に対し本案件（コ

メ用サイロ）以外にも、2 案件（北部地域の平型倉庫群、バゲルハット県モングラ

の小麦用サイロ）の支援を要望している。本件無償資金協力支援以外の 2 案件につ

いては、既に案件が承認されているが、2 案件ともバ国のリソースのみで対応する

スキーム（DRGA-CF、 JDCF）となっている。以下に、本案件と他 2 案件の整理を

記す。  

 

（1）コメ用サイロ（無償資金協力、ダッカ市ポスタゴラ若しくはボグラ県サンタ

ハール）  

コメ用サイロについては、これまでバ国における実績はなく、先方においては
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特に技術面において日本による支援の要望が強い。従来バ国において普及してい

る平型食糧倉庫では、広大な土地を必要とすることに加えて、温度・湿度管理や

害虫駆除の不備から、備蓄穀物の 10％にも上るロスが生じている。また、洪水の

際には備蓄していた穀物が損害を受けやすい。加えて、土地利用と品質管理の効

率性や、備蓄食糧の安全性の面では、サイロ式の食糧倉庫が勝っており、将来的

には、コメについてもサイロ型の備蓄システムの採用、拡大が望まれる。したが

って、本案件はこれまでにバ国が実績とノウハウの蓄積を持たない、コメ用サイ

ロについて、付帯設備含む施設の計画、設計、施工、運営・維持管理体制の導入

等について、特に技術面での支援が必要とされていることから、無償資金協力に

よる実施が妥当であると判断される。本案件の実施及びその後の運営により、バ

国が一定の経験を蓄積するに至れば、将来的には DRGA-CF 等含むバ国側の資金

活用により、コメ用サイロの面的拡大も図っていくことができよう。  

 

（2）小麦用サイロ（ JDCF、バゲルハット県モングラ）  

小麦用サイロについては、これまで世銀の支援により建設されてきた。30 年以

上にわたり運用を行っており、維持・管理面については、バ国も十分な経験、蓄

積を積んでおり問題は見られない。他方、これまでバ国独自にサイロを建設した

経験はなく、建設の計画、実施については、課題があるものと予想される。  

 

（3）平型倉庫（DRGA-CF、北部）  

用途は、小麦、コメを問わず広く土地が確保される場所において、緊急かつ短

期的に備蓄量を強化することを目的とすれば、過去に我が国が無償資金協力で実

施した平型倉庫の経験も踏まえ、バ国の技術、能力でもって建設することが可能。

ただし、温度・湿度管理や害虫駆除、備蓄穀物のロスの面においては課題が残る。  

 

 

２－６ 想定される協力案 

２－６－１ 想定される施設  

バ国の流通及び自然条件を考慮し、コメの貯蔵施設として必要な規模、管理運営、

コスト等について、平型倉庫とサイロについて比較した結果から、サイロが適して

いる。  

また、スチール製サイロとコンクリート製サイロとの比較においては、コンクリ

ート製は、バ国の建築施工技術、資材の調達可能度が高いが、初期投入資金が多く

なる。スチール製は、施設維持管理に係る経費及び技術が必要となるところ、どち

らにするかは、今後詳細な検討が必要となる。なお、仮にコンクリート製とした場

合の 2.5 万 t、5 万 t、10 万 t 規模の配置図を、（添付）付属資料 -3 付図  2-6-1 に示し、

裨益効果及び概算コストを表 2-6-1-1 に示す。  
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表 2-6-1-1 想定されるコンポーネントによる裨益及び概算コスト  

 2.5 万 t 5 万 t 10 万 t 

裨益人口  15.8 万人 /年  31.5 万人 /年  63.0 万人 /年  

事業便益  
輸送・ハンドリング費用の削減

貯蔵ロスの削減  
 計  

 
21.6 百万 BDT
 1.4 百万 BDT
23.0 百万 BDT

 
43.2 百万 BDT 
 2.8 百万 BDT 
46.0 百万 BDT 

 
86.4 百万 BDT
 5.5 百万 BDT
91.9 百万 BDT

概算コスト  1,600 万 US$ 2,500 万 US$ 4,400 万 US$ 

 出典：調査団（作成）  
 

２－６－２ バ国側投入計画  

本計画に伴って、バ国側の投入事項は、以下のとおりである。  

①  プロジェクト実施に必要な人員配置  

  C/P 及び環境評価専門家  

  機材管理担当者  

  総務担当者 等  

②  ローカルコスト負担  

施設完成後の維持管理経費  

人件費  

維持補修費他  

③  プロジェクトサイト整備  

用地確保  

敷地整備  

鉄道敷の確保（鉄道支線用敷地、操車場、荷捌き場等）  

  日本人専門家執務室  

  バ国人員執務室  

  EIA（環境適合証明取得）  

④  機材措置  

維持管理機材  

⑤  塀：工事期間中の周辺への影響軽減と敷地内の保安、  

⑥  不法占拠構造物の撤去及び整地、  

⑦  敷地までの電力引き込み：工事用電力供給を含む  

⑧  敷地内への給排水工事：工事用給水を含む  

⑨  免税措置：プロジェクト実施に係る公租公課の免税措置  
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第３章 結論・提言  

 

３－１ 協力内容スクリーニング（妥当性の検討） 

３－１－１ 必要性 

DGoF は、食糧の備蓄能力不足量を約 150 万 t と推定しているが、その裏付けとな

る統計的根拠は、現地調査後にバ国側から提出あった追加資料をもってしても、存

在しないことが確認された。  

  他方、管区毎、月別の食糧の出入りを集計し、在庫量の回転率を考慮して備蓄能

力不足量を試算したところ、将来の成長シナリオ（人口増加や食糧確保量の増大等）

を考慮せず、過剰利用が見込まれる現在の回転率をベースとした推計であっても、

2008/09 年度時点の全国の備蓄能力不足量は 34 万 t であり、その内 Rajshahi 管区は

20 万 t、Dhaka と Khulna の両管区はそれぞれ 4 万 t となった。  

特に、備蓄能力不足が顕著である Rajhahi 管区において、更に備蓄能力の増強を

図ることは、①効率的な食糧の調達・配給、②災害時の緊急食糧配給、③農閑期の

食糧価格の安定化等を実現するために不可欠である。  

 

３－１－２ 優先性  

バ国においては、国家食料計画やその実施計画等の政策において、食糧備蓄能力

強化の必要性を強調しており、食糧備蓄能力強化は我が国の対バ国別援助計画にも

資すると見込まれる事業である。  

更に、2008 年 12 月に行われたバ国総選挙において、圧倒的支持を得て成立した

アワミ政権は、食料安全保障を重点課題の一つとして位置付け、食糧備蓄能力強化

を目的とした倉庫施設の増強を早急に実施する方針を打ち出している。  

MoFDM から計画省に対し、今後 3 年ないしは 5 年間のうちに 50 万 t の食糧備蓄

能力強化を行う計画の承認を申請したレターも出されている。これらのことから、

本案件の優先度は高いと考えられる。  

 

３－１－３ 手段としての適切性  

対象地域は、ダッカ市内に位置する Postagola は交通の要所で、各貯蔵施設への食

糧移送が容易なこと、他方 Rajshahi 管区に位置する Santahar は、穀倉地帯に位置し、

政府が PFDS で調達する Boro 米調達地域として重点地域であることから、適切と考

えられる。  

  コメの備蓄施設としてのサイロは、これまでバ国における建設実績はなく、特に

技術面において日本による支援の要望が強い。従来からバ国において普及している

平型食糧倉庫よりも、土地利用と品質管理の効率性や、備蓄食糧の安全性の面で、

サイロ式の食糧倉庫が勝っており、将来的にコメもサイロ型の備蓄システムの採用、

拡大が望まれる。  

したがって、バ国が実績及びノウハウの蓄積を持たないコメ用サイロについて、

付帯設備を含む施設の計画、設計、施工、運営・維持管理体制の導入等について、
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特に技術面での支援が必要とされていることから、無償資金協力による実施が妥当

であると判断される。  

  サイロの材質として、鉄筋コンクリートが初期投入資金が多いものの、施設維持

管理に係る長期的経費、資機材の調達の容易性等総括的見地から適していると思わ

れる。  

 

 

３－２ 基本設計調査に際し留意すべき事項等 

３－２－１ 環境社会配慮措置  

バ国の環境関連の基本法は、環境保全法（The Bangladesh Environmental 

Conservation Act,1995）及びそれに基づく環境保全規則（Environmental Conservation 

Rules, 1997）が規定されている。  

環境保全法には、開発プロジェクト実施のために環境局の環境適合証明取得の必

要性が、20 条では EIA の審査や環境適合証明の手続きが明記されている。  

バ国の EIA 制度では、対象事業は４つ（緑色、オレンジ色 A、オレンジ色 B、赤

色）のカテゴリに分類され、カテゴリごとに認証申請に必要な手続きが異なる。緑

色カテゴリは「概要書の準備」、オレンジ色カテゴリ A は「概要書と公害防止対策

関連書類の準備」だけでよく、オレンジ色 B カテゴリでは「初期環境調査（ IEE）

の実施」が、赤色カテゴリでは「 IEE と環境影響評価（EIA）又は EIA の実施」が

要求される。  

なお、オレンジ色 B カテゴリは「Flour（Large）と Diary and Food」と記載があり、

このカテゴリの対象プロジェクトの認証に必要となる書類・調査には、①実行可能

性調査結果、②初期環境調査結果（ IEE）、③環境管理計画、④立地先自治体政府の

同意書、⑤環境汚染防止計画、⑥立地場所の変更プラン、⑦その他必要と思われる

情報、立地場所の適正証明と環境適合証明が挙げられている。  

 

３－２－２ 類似施設事例の参照  

バ国にとってコメ用サイロの導入は初めてであり、過去の実績がないため、サイ

ロを利用したコメの備蓄上の問題は現時点では特定されていない。よって、他国で

の類似事例を確認するとともに、バ国の既存サイロ（小麦用）の運営管理状況、問

題の有無、内容等を十分に精査し、想定し得る技術的課題を事前に十分整理してお

くことが肝要である。  

 

３－２－３ 米の収穫期及び性質を考慮した設計  

  当案件の備蓄対象となるコメの品種（2 つのピークシーズンには、それぞれボロ

（Boro）米（5～6 月）、アマン（Aman）米（11～2 月）が取り扱われる）及びこれ

らの品種の熱処理を施したパーボイルド米（parboiled rice）は、日本米とはまった

く異なるため、その性質・特徴を十分把握した上で、備蓄米の品質を 大限損なわ

ないようにする設計上の配慮が必要である。  
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３－２－４ サイロ管理上のコントロールシステムの選択  

サイロ管理上のコントロールシステムについては、バ国側の維持管理の技術レベ

ル、メンテナンスコスト、スペアパーツ入手の難易、気象条件（雷雨対策等）を十

分考慮の上、機器及びシステムの選定を行う必要がある。先方の要望を鵜のみにし

た 新鋭機器の導入は極力避けるべきである。  

 

３－２－５ 鉄道支線の敷設に係る手続き、期間  

輸送に必要な鉄道支線の敷設については、バ国側負担事項ではあるが、その手続

き、建設に要する期間については注意が必要であり、施工計画策定に当たっては、

バ国側負担事項との十分な調整・すり合わせが求められる。  

 

３－２－６ サイロの形状、1 基当たりの容量  

備蓄米の性質、集荷対象区域、搬入方法、搬入／出荷計画量、輸送手段（トラッ

ク、鉄道の機能比率）、建設予定地の地質状況を十分調査の上、サイロの形状及び 1

基当たりの容量を計画する必要がある。特に、多降雨地域において頻発する、洪水

の影響に対する設計上の配慮が必要と思われる。  

 

３－２－７ 維持管理コスト  

  維持管理コストは、バ国側負担事項ではあるが、長期的に利用されるためには維

持管理コストを低減化するような設計とすることが重要であると思われる。  

メンテナンスに必要な資機材の調達及びメンテナンスに関する技術レベルの確保

も、維持管理コストに直接かかわってくるため、これらを考慮した設計が必要と思

われる。  

 

３－２－８ 施設管理に係る技術研修の計画  

サイロ建設後の運営には、十分な理解・知識を持った管理者、技術者が必要であ

り、特にスチール製サイロを建設する場合には、知見が乏しいと想定され、運営開

始に先立ち、施設を担当する管理者、技術者の技術研修をソフトコンポーネントと

して計画することも必要と思われる。  
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付 属 資 料  

1. 協議議事録（英文）（The Wrap-up Note）  

 

2. バングラデシュにおける食糧 50 万 t 追加備蓄倉庫建設計画説明

資料（英文）（Brief on construction of 500,000mt additional food 
storage facilities in Bangladesh）  

 

3. 付表・付図  
3-1  付表 2-2-2-1     地域別穀物生産  
3-2  付表 2-2-3-1    県別食糧自給率（2008 年）  
3-3  付図 2-2-3-1    県別穀物（コメ・小麦）の推定自給率（2008 年）  
3-4  付図 2-2-4-1    コメの流通経路  
3-5  付表 2-2-4-2    管区別コメ・小麦価格  
3-6  付図 2-2-5-1    県別貧困分布図（2005 年）  
3-7  付表 2-2-5-1    管区別配給実績（2008/09 年度）  
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面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量 面積 生産量

（ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t） （ha） (t）

Bandarban 19,830 42,000 0 0 19,830 42,000 19,830 41,000 0 0 19,830 41,000 15,379 32,000 0 0 15,379 32,000 16,997 33,000 0 0 16,997 33,000 19,830 46,000 0 0 19,830 46,000

Chittagong 431,006 1,128,000 53 90 431,058 1,128,090 416,841 1,079,000 34 38 416,875 1,079,038 407,938 1,060,000 24 19 407,961 1,060,019 404,700 1,044,000 8 7 404,708 1,044,007 417,246 1,148,000 12 14 417,258 1,148,014

Khagrachhari 30,353 84,000 35,844 67,180 66,197 151,180 277,220 761,000 31,401 50,072 308,620 811,072 31,567 85,000 29,163 35,537 60,730 120,537 34,804 91,000 19,341 28,688 54,145 119,688 40,875 100,000 17,590 26,835 58,465 126,835

Comilla 694,061 1,798,000 0 0 694,061 1,798,000 608,264 1,628,000 0 0 608,264 1,628,000 631,737 1,712,000 0 0 631,737 1,712,000 441,123 1,630,000 0 0 441,123 1,630,000 606,241 1,739,000 0 0 606,241 1,739,000

Noakhali 472,285 984,000 194 350 472,479 984,350 439,504 822,000 214 295 439,718 822,295 439,909 917,000 195 201 440,104 917,201 413,603 917,000 219 388 413,822 917,388 407,938 893,000 221 410 408,158 893,410

Rangamati 22,259 60,000 4 10 22,263 60,010 23,068 59,000 4 7 23,072 59,007 22,663 54,000 4 6 22,667 54,006 21,854 52,000 16 6 21,870 52,006 20,235 50,000 24 40 20,259 50,040

Sylhet 835,706 1,821,000 2,622 5,350 838,328 1,826,350 796,045 1,758,000 2,521 4,519 798,566 1,762,519 853,512 1,951,000 1,721 2,373 855,233 1,953,373 842,181 1,867,000 870 1,427 843,051 1,868,427 798,473 2,005,000 950 1,903 799,423 2,006,903

Dhaka 352,089 1,314,000 26,589 47,230 378,678 1,361,230 449,217 1,252,000 19,913 32,143 469,130 1,284,143 430,601 1,190,000 14,638 20,552 445,239 1,210,552 429,791 1,154,000 9,620 15,429 439,411 1,169,429 414,413 1,341,000 8,509 15,778 422,922 1,356,778

Faridpur 562,533 1,223,000 37,949 69,480 600,482 1,292,480 475,927 1,017,000 41,947 64,992 517,874 1,081,992 458,930 1,087,000 43,668 62,777 502,597 1,149,777 441,528 1,053,000 43,608 69,729 485,136 1,122,729 348,447 1,019,000 53,509 103,416 401,956 1,122,416

Jamalpur 346,828 863,000 27,961 57,790 374,789 920,790 327,807 827,000 22,002 40,500 349,809 867,500 343,995 910,000 12,436 18,398 356,431 928,398 369,086 1,065,000 8,570 13,084 377,656 1,078,084 362,207 1,021,000 8,529 16,342 370,736 1,037,342

Kishorganj 461,763 1,212,000 8,248 15,240 470,010 1,227,240 463,786 1,254,000 6,423 9,692 470,209 1,263,692 498,186 1,470,000 6,074 7,209 504,259 1,477,209 520,849 1,482,000 4,468 6,686 525,317 1,488,686 516,397 1,667,000 5,903 9,877 522,300 1,676,877

Mymensingh 530,966 1,294,000 7,418 11,790 538,385 1,305,790 513,969 1,236,000 6,916 9,945 520,885 1,245,945 514,374 1,233,000 5,247 6,383 519,620 1,239,383 522,872 1,247,000 4,136 6,401 527,008 1,253,401 544,726 1,392,000 3,998 6,111 548,725 1,398,111

Tangail 301,502 814,000 23,549 37,140 325,051 851,140 284,099 758,000 15,162 19,536 299,261 777,536 288,956 791,000 12,935 1,584 301,891 792,584 288,146 841,000 8,859 16,048 297,005 857,048 262,246 844,000 9,895 17,477 272,141 861,477

Barisal 573,055 1,022,000 4,100 7,490 577,155 1,029,490 577,507 914,000 4,008 5,558 581,515 919,558 605,836 1,100,000 3,012 4,022 608,848 1,104,022 594,909 1,070,000 3,721 5,833 598,630 1,075,833 646,306 1,151,000 3,739 7,158 650,045 1,158,158

Jessore 622,429 1,870,000 39,620 88,000 662,049 1,958,000 589,648 1,741,000 30,595 46,582 620,243 1,787,582 734,531 1,997,000 29,066 51,055 763,596 2,048,055 647,115 1,937,000 26,115 51,106 673,231 1,988,106 679,491 1,980,000 24,849 52,091 704,340 2,032,091

Khulna 483,617 1,098,000 1,947 4,360 485,563 1,102,360 444,765 1,009,000 2,075 3,990 446,841 1,012,990 669,779 1,333,000 1,740 2,866 671,518 1,335,866 452,455 1,111,000 1,708 2,853 454,162 1,113,853 463,382 1,077,000 1,910 3,723 465,292 1,080,723

Kushtia 241,201 625,000 41,425 89,330 282,626 714,330 225,418 602,000 3,843 53,781 229,261 655,781 233,107 589,000 34,035 60,296 267,142 649,296 230,274 640,000 29,144 56,241 259,419 696,241 262,650 740,000 26,146 64,624 288,796 804,624

Patuakhali 458,120 695,000 0 0 458,120 695,000 457,311 711,000 0 0 457,311 711,000 421,293 686,000 0 0 421,293 686,000 378,395 583,000 0 0 378,395 583,000 390,131 450,000 18 34 390,149 450,034

Bogra 515,588 1,429,000 14,844 30,750 530,432 1,459,750 499,400 1,378,000 10,090 19,579 509,489 1,397,579 490,092 1,355,000 6,514 11,324 496,606 1,366,324 503,042 1,495,000 3,648 6,569 506,690 1,501,569 514,374 1,623,000 3,163 6,131 517,536 1,629,131

Dinajpur 605,836 1,390,000 132,406 216,280 738,242 1,606,280 635,379 1,502,000 112,091 192,385 747,470 1,694,385 638,617 1,624,000 101,660 147,945 740,276 1,771,945 662,494 1,737,000 77,870 164,105 740,364 1,901,105 694,465 2,069,000 84,030 203,779 778,495 2,272,779

Pabna 377,585 937,000 85,173 171,970 462,758 1,108,970 365,849 959,000 79,464 148,959 445,313 1,107,959 364,635 984,000 52,300 95,927 416,934 1,079,927 380,013 1,078,000 46,747 86,986 426,760 1,164,986 345,209 1,098,000 34,140 73,629 379,350 1,171,629

Rajshahi 807,781 2,117,000 80,329 194,490 888,110 2,311,490 748,695 2,206,000 76,983 163,076 825,678 2,369,076 825,993 2,343,000 74,335 127,776 900,328 2,470,776 829,635 2,401,000 71,537 139,314 901,172 2,540,314 869,700 2,780,000 70,019 169,789 939,719 2,949,789

Rangpur 926,358 2,369,000 71,624 139,060 997,982 2,508,060 863,225 2,294,000 58,263 110,336 921,488 2,404,336 920,288 2,409,000 50,287 56,112 970,575 2,465,112 962,377 2,785,000 39,634 68,993 1,002,011 2,853,993 949,426 2,700,000 30,688 64,984 980,115 2,764,984

全国 10,672,748 26,189,000 641,899 1,253,380 11,314,647 27,442,380 10,502,774 25,808,000 523,949 975,985 11,026,723 26,783,985 10,841,913 26,912,000 479,053 712,362 11,320,966 27,624,362 10,388,244 27,313,000 399,840 739,893 10,788,084 28,052,893 10,574,406 28,933,000 387,843 844,145 10,962,249 29,777,145

Chittagong管区 1,669,792 4,096,000 36,095 67,630 1,705,887 4,163,630 1,784,727 4,390,000 31,653 50,412 1,816,380 4,440,412 1,549,192 3,860,000 29,386 35,763 1,578,578 3,895,763 1,333,082 3,767,000 19,583 29,089 1,352,665 3,796,089 1,512,364 3,976,000 17,847 27,299 1,530,211 4,003,299

Sylhet管区 835,706 1,821,000 2,622 5,350 838,328 1,826,350 796,045 1,758,000 2,521 4,519 798,566 1,762,519 853,512 1,951,000 1,721 2,373 855,233 1,953,373 842,181 1,867,000 870 1,427 843,051 1,868,427 798,473 2,005,000 950 1,903 799,423 2,006,903

Dhaka管区 2,555,681 6,720,000 131,714 238,670 2,687,394 6,958,670 2,514,806 6,344,000 112,363 176,808 2,627,169 6,520,808 2,535,041 6,681,000 94,997 116,903 2,630,038 6,797,903 2,572,273 6,842,000 79,260 127,377 2,651,534 6,969,377 2,448,435 7,284,000 90,343 169,001 2,538,778 7,453,001

Barisal管区 573,055 1,022,000 4,100 7,490 577,155 1,029,490 577,507 914,000 4,008 5,558 581,515 919,558 605,836 1,100,000 3,012 4,022 608,848 1,104,022 594,909 1,070,000 3,721 5,833 598,630 1,075,833 646,306 1,151,000 3,739 7,158 650,045 1,158,158

Khulna管区 1,347,246 3,593,000 82,992 181,690 1,430,238 3,774,690 1,259,831 3,352,000 36,514 104,353 1,296,345 3,456,353 1,637,416 3,919,000 64,840 114,217 1,702,256 4,033,217 1,329,844 3,688,000 56,968 110,200 1,386,812 3,798,200 1,405,523 3,797,000 52,904 120,438 1,458,428 3,917,438

Rajshahi管区 3,691,269 8,937,000 384,376 752,550 4,075,645 9,689,550 3,569,859 9,050,000 336,890 634,335 3,906,749 9,684,335 3,660,916 9,401,000 285,096 439,084 3,946,012 9,840,084 3,715,955 10,079,000 239,437 465,967 3,955,392 10,544,967 3,763,305 10,720,000 222,059 518,346 3,985,364 11,238,346

Chittagong管区 16 16 6 5 15 15 17 17 6 5 16 17 14 14 6 5 14 14 13 14 5 4 13 13 14 14 5 3 14 13

Sylhet管区 8 7 0 0 7 7 8 7 0 0 7 7 8 7 0 0 8 7 8 7 0 0 8 7 8 7 0 0 7 7

Dhaka管区 24 26 21 19 24 25 24 25 21 18 24 24 23 25 20 16 23 25 25 25 20 17 25 25 23 25 23 20 23 25

Barisal管区 5 4 1 1 5 4 5 4 1 1 5 3 6 4 1 1 5 4 6 4 1 1 6 4 6 4 1 1 6 4

Khulna管区 13 14 13 14 13 14 12 13 7 11 12 13 15 15 14 16 15 14 13 14 14 15 13 13 13 13 14 14 13 13

Rajshahi管区 35 34 60 60 36 35 34 35 64 65 35 36 34 35 60 62 35 36 36 37 60 63 37 38 36 37 57 61 36 38

注：KhagrachhariとRangamatiは過去のChittagong Hill Tracts Districtから成っている。

出典：農業省（MOA）農産物流通局（DAM）

小麦 小計

2005/06年度

コメ 小麦 小計

付表2-2-2-1　地域別穀物生産

2007/08年度

コメ 小麦 小計

2006/07年度

コメコメ 小麦 小計

割合（%）

地域

2003/04年度

コメ 小麦 小計

2004/05年度
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人口増加率

（%） コメ 小麦 計 コメ 小麦 計 コメ 小麦 計

Barisal Barisal 2,355,967 1,015,949 -11.3 160,846 20,500 181,346 351,468 1,135 352,603 190,622 -19,365 171,257 219 6 194

Bhola 1,703,117 2,671,614 6.6 422,971 53,908 476,880 395,686 5,144 400,830 -27,286 -48,764 -76,049 94 10 84

Jhalokati 694,231 1,931,396 15.7 305,780 38,972 344,752 109,126 18 109,144 -196,654 -38,954 -235,608 36 0 32

Pirojpur 1,111,068 686,892 -6.6 108,749 13,860 122,609 156,286 2 156,288 47,537 -13,858 33,679 144 0 127

Barguna 848,554 1,612,536 9.6 255,298 32,538 287,836 143,929 28 143,957 -111,368 -32,510 -143,878 56 0 50

Patuakhali 1,460,781 1,252,866 -2.2 198,354 25,280 223,635 251,763 2 251,764 53,408 -25,279 28,130 127 0 113

小計 8,173,718 9,171,253 1.7 1,451,998 185,059 1,637,057 1,408,258 6,329 1,414,587 -43,740 -178,730 -222,470 97 3 86

Chittagong Bandarban 298,120 347,279 2.2 54,981 7,007 61,989 40,603 0 40,603 -14,378 -7,007 -21,386 74 0 66

Brahmanbaria 2,398,254 7,583,664 17.9 1,200,650 153,024 1,353,674 429,307 10,847 440,154 -771,343 -142,177 -913,520 36 7 33

Chittagong 6,612,140 2,697,705 -12.0 427,102 54,435 481,537 699,354 12 699,367 272,252 -54,422 217,830 164 0 145

Cox Bazar 1,773,709 2,630,582 5.8 416,475 53,080 469,555 310,776 0 310,776 -105,699 -53,080 -158,779 75 0 66

Chandpur 2,271,229 5,410,612 13.2 856,611 109,176 965,787 273,143 6,309 279,452 -583,468 -102,867 -686,335 32 6 29

Comilla 4,595,557 2,020,790 -11.1 319,933 40,776 360,708 827,764 6,459 834,223 507,831 -34,317 473,515 259 16 231

Khagrachhari 525,664 1,414,431 15.2 223,934 28,541 252,474 87,578 0 87,578 -136,355 -28,541 -164,896 39 0 35

Feni 1,240,384 658,543 -8.6 104,261 13,288 117,549 222,160 111 222,270 117,899 -13,177 104,721 213 1 189

Lakshmipur 1,489,901 1,751,405 2.3 277,283 35,340 312,623 214,884 206 215,090 -62,400 -35,134 -97,534 77 1 69

Noakhali 2,577,244 3,028,460 2.3 479,468 61,109 540,576 348,523 44 348,567 -130,944 -61,065 -192,009 73 0 64

Rangamati 508,182 573,393 1.7 90,780 11,570 102,350 43,684 35.2 43,719 -47,096 -11,535 -58,631 48 0 43

小計 24,290,384 28,116,864 2.1 4,451,478 567,345 5,018,823 3,497,777 24,023 3,521,800 -953,701 -543,322 -1,497,023 79 4 70

Dhaka Dhaka 8,511,228 10,780,209 3.4 1,706,729 217,524 1,924,253 215,102 994 216,095 -1,491,627 -216,531 -1,708,158 13 0 11

Gazipur 2,031,891 2,030,082 0.0 321,404 40,963 362,367 269,912 422 270,333 -51,492 -40,542 -92,034 84 1 75

Manikganj 1,285,080 2,454,116 9.7 388,537 49,519 438,056 200,248 6,046 206,293 -188,290 -43,474 -231,763 52 12 47

Munshiganj 1,293,972 1,312,027 0.2 207,721 26,474 234,195 100,762 565 101,327 -106,959 -25,909 -132,868 49 2 43

Narayanganj 2,173,948 2,437,691 1.6 385,937 49,188 435,125 128,033 4,035 132,068 -257,904 -45,153 -303,057 33 8 30

Narsindi 1,895,984 3,136,556 7.5 496,581 63,290 559,871 265,858 1,824 267,682 -230,724 -61,466 -292,189 54 3 48

Faridpur 1,756,470 1,160,040 -5.8 183,658 23,407 207,066 164,027 41,888 205,915 -19,631 18,481 -1,151 89 179 99

Gopalganj 1,165,273 1,490,666 3.6 236,003 30,079 266,082 302,640 6,985 309,625 66,637 -23,093 43,543 128 23 116

Madaripur 1,146,349 1,545,161 4.4 244,631 31,178 275,809 156,516 6,875 163,390 -88,115 -24,304 -112,419 64 22 59

Rajbari 951,906 4,960,693 26.6 785,380 100,097 885,477 148,140 26,745 174,885 -637,240 -73,352 -710,592 19 27 20

Sariatpur 1,082,300 2,690,945 13.9 426,032 54,298 480,330 125,727 8,513 134,240 -300,305 -45,785 -346,090 30 16 28

Jamalpur 2,107,209 2,283,665 1.2 361,551 46,080 407,631 530,376 8,642 539,018 168,825 -37,438 131,387 147 19 132

Sherpur 1,279,542 2,607,245 10.7 412,781 52,609 465,390 368,254 5,738 373,992 -44,527 -46,871 -91,398 89 11 80

Kishorganj 2,594,554 1,122,189 -11.3 177,666 22,644 200,309 720,672 6,422 727,094 543,006 -16,221 526,785 406 28 363

Mymensingh 4,490,126 1,254,447 -16.7 198,605 25,312 223,917 1,224,784 5,378 1,230,162 1,026,179 -19,935 1,006,245 617 21 549

Netrokona 1,988,188 1,450,368 -4.4 229,623 29,266 258,889 746,049 2,270 748,319 516,426 -26,996 489,430 325 8 289

Tangail 3,290,696 3,848,386 2.3 609,279 77,653 686,932 742,910 15,380 758,290 133,631 -62,273 71,358 122 20 110

小計 39,044,716 46,564,486 2.5 7,372,116 939,583 8,311,700 6,410,008 148,721 6,558,729 -962,108 -790,863 -1,752,971 87 16 79

Khulna Jessore 2,471,554 1,763,717 -4.7 279,233 35,588 314,821 897,664 11,759 909,423 618,432 -23,830 594,602 321 33 289

Jhenaidah 1,579,490 1,239,810 -3.4 196,287 25,017 221,304 450,755 13,294 464,050 254,468 -11,723 242,745 230 53 210

Magura 824,311 2,824,571 19.2 447,188 56,995 504,182 195,066 16,097 211,163 -252,122 -40,898 -293,019 44 28 42

Narail 698,447 1,780,448 14.3 281,882 35,926 317,808 199,294 4,690 203,984 -82,588 -31,236 -113,824 71 13 64

Bagerhat 1,549,031 2,874,711 9.2 455,126 58,006 513,132 230,384 145 230,529 -224,742 -57,861 -282,603 51 0 45

Khulna 2,378,971 1,986,366 -2.5 314,483 40,081 354,564 308,404 215 308,619 -6,079 -39,866 -45,945 98 1 87

Satkhira 1,864,704 934,915 -9.4 148,016 18,865 166,881 408,705 2,916 411,621 260,688 -15,949 244,740 276 15 247

Chuadanga 1,007,130 685,333 -5.4 108,502 13,829 122,331 218,258 10,351 228,608 109,755 -3,478 106,277 201 75 187

Kushtia 1,740,155 763,828 -11.1 120,930 15,413 136,342 287,365 27,948 315,313 166,435 12,535 178,971 238 181 231

Meherpur 591,436 2,089,641 19.8 330,833 42,165 372,998 145,244 18,571 163,815 -185,589 -23,594 -209,184 44 44 44

小計 14,705,229 16,943,340 2.0 2,682,479 341,885 3,024,364 3,341,138 105,985 3,447,124 658,659 -235,899 422,760 125 31 114

Rajshahi Bogra 3,013,056 3,293,734 1.3 521,466 66,461 587,927 1,029,676 2,163 1,031,839 508,210 -64,298 443,912 197 3 176

Joypurhat 846,696 2,926,825 19.4 463,377 59,058 522,434 398,388 3,232 401,621 -64,988 -55,826 -120,814 86 5 77

Dinajpur 2,642,850 2,521,104 -0.7 399,143 50,871 450,014 1,093,118 37,826 1,130,943 693,975 -13,045 680,930 274 74 251

Panchagar 836,196 961,035 2.0 152,152 19,392 171,543 284,139 25,358 309,497 131,987 5,966 137,953 187 131 180

Thakurgaon 1,214,376 2,043,199 7.7 323,480 41,228 364,708 443,064 116,142 559,206 119,584 74,914 194,497 137 282 153

Pabna 2,176,270 1,290,351 -7.2 204,289 26,037 230,326 447,423 58,003 505,425 243,134 31,966 275,099 219 223 219

Sirajganj 2,693,814 2,741,994 0.3 434,114 55,328 489,442 518,853 6,791 525,644 84,739 -48,537 36,202 120 12 107

Naogaon 2,391,355 1,809,084 -3.9 286,415 36,504 322,919 1,166,445 87,828 1,254,274 880,030 51,324 931,355 407 241 388

Natore 1,521,336 1,648,659 1.2 261,017 33,267 294,283 378,255 42,852 421,106 117,238 9,585 126,823 145 129 143

Nawabganj 1,425,322 1,824,114 3.6 288,795 36,807 325,602 371,356 32,872 404,227 82,561 -3,936 78,625 129 89 124

Rajshahi 2,286,874 2,212,300 -0.5 350,253 44,640 394,893 530,776 51,931 582,708 180,524 7,291 187,815 152 116 148

Gaibandha 2,138,181 916,464 -11.4 145,095 18,493 163,588 552,526 5,270 557,797 407,431 -13,222 394,209 381 28 341

Kurigram 1,792,073 2,695,774 6.0 426,796 54,396 481,192 438,190 22,545 460,735 11,393 -31,851 -20,458 103 41 96

Lalmonirhat 1,109,343 2,816,498 14.2 445,910 56,832 502,741 309,062 4,560 313,622 -136,847 -52,271 -189,119 69 8 62

Nilphamari 1,571,690 2,710,265 8.1 429,091 54,688 483,779 426,505 16,539 443,044 -2,586 -38,149 -40,735 99 30 92

Rangpur 2,542,441 1,175,408 -10.4 186,091 23,718 209,809 649,527 8,272 657,799 463,436 -15,446 447,990 349 35 314

小計 30,201,873 33,586,808 1.5 5,317,483 677,718 5,995,201 9,037,303 522,183 9,559,487 3,719,821 -155,535 3,564,285 170 77 159

Sylhet Habiganj 1,757,665 2,341,747 4.2 370,747 47,252 417,999 527,050 1,030 528,080 156,304 -46,222 110,081 142 2 126

Maulvibazar 1,612,374 1,796,112 1.6 284,361 36,242 320,604 336,581 1 336,582 52,219 -36,241 15,978 118 0 105

Sunamganj 2,013,738 2,285,406 1.8 361,827 46,115 407,942 546,531 272 546,803 184,704 -45,843 138,861 151 1 134

Sylhet 2,555,566 2,882,647 1.7 456,382 58,166 514,549 354,478 372 354,850 -101,904 -57,794 -159,698 78 1 69

小計 7,939,343 9,305,912 2.3 1,473,317 187,776 1,661,093 1,764,640 1,675 1,766,315 291,323 -186,101 105,222 120 1 106

全国 計 124,355,263 143,688,663 2.1 22,748,872 2,899,366 25,648,238 25,459,125 808,916 26,268,041 2,710,253 -2,090,450 619,804 112 28 102

注：（1）人口は2008年推定値、食糧生産は2008/09年度の推定値。

　    （2）種子・飼料消費と作物ロスは生産量の12%を計上。

出典：バングラデシュ統計局（BSS）及び調査団

（%）

付表2-2-3-1　県別食糧自給率（2008年）

推定食糧必要量（t） 推定食糧生産量（t） 食糧需給量（t） 県別自給率
管区 県 2001年 2008人口推定値
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付図 2-2-3-1 県別穀物（コメ・小麦）の推定自給率（2008 年） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Barisal 管区：86%、Chittagong 管区：70%、Dhaka 管区：79%、Khulna 管区：114%、 

Rajshahi 管区：159%、Sylhet 管区：106%、全国平均：102% 
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付図 2-2-4-1 コメの流通経路 

 

  
 

 

籾 生 産 者 

流通業者 農村市場 
（郡・村落バザール）

小規模 
流通業者

ブローカー 

籾集荷業者 

精 米 所 

消 費 者（政府セフティネットプログラム受益者含む） 

食糧局調達センター 
（CSD・LSD） 

政府指定 
精米所 

民間コメ 
輸入業者 

コメ集荷市場

精米センター 

食糧局 LSD 
（食糧配給センター）

村落市場 
流通業者/小売業者

村落市場 都市部小売業者 
食糧市場/食糧雑貨店 

都市部コメ卸売業者 
委託流通業者/コメ卸売業者 

コメ流通業者 
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庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売
Barisal Barisal 9.26 9.80 - - 16.18 - - - - 8.84 9.15 - 15.03 16.13 17.00 - - - 11.69 11.19 - 18.99 20.26 22.00 - - -
（6県） Bhola 8.94 - - 13.92 14.99 - 11.75 - - 8.56 - - 14.12 14.04 17.00 - 16.43 18.00 8.80 - - 17.08 16.55 20.00 - 21.54 23.00

Jhalokati 9.82 - - 15.63 16.23 - 12.00 - - 9.66 9.48 - 15.88 16.08 17.00 - - - 11.39 10.49 - 20.77 19.52 21.00 - 23.39 -
Pirojpur 9.16 8.83 - 14.54 16.24 - 11.88 13.75 - 8.77 9.03 - 14.47 16.10 17.00 - 14.61 15.00 9.08 11.46 - 18.03 19.59 21.00 - 19.88 20.00
Barguna 8.84 8.38 - 16.59 15.13 - 9.25 - - 9.37 7.61 - - 15.79 17.00 - - 15.00 11.15 12.15 - - 19.41 21.00 - 24.10 -
Patuakhali 8.95 9.12 - 15.63 15.57 - 9.25 16.25 - 9.23 9.33 - - 15.88 17.00 - - 15.00 9.71 10.91 - - 22.04 23.00 - 21.06 -
平均 9.16 9.03 - 15.26 15.72 - 10.83 15.00 - 9.07 8.92 - 14.88 15.67 17.00 - 15.52 15.75 10.30 11.24 - 18.72 19.56 21.33 - 21.99 21.50

Chittagong Bandarban 10.09 - - 15.83 15.17 - - 13.16 - 9.68 13.42 - - 16.18 17.00 - - - 12.50 - - 17.66 19.59 21.00 - - -
（11県） Brahmanbaria 10.42 9.00 - 16.00 15.38 - - 13.38 - 9.67 9.56 - - 15.97 17.00 - 14.50 16.00 12.18 11.17 - 20.15 20.74 20.00 - 20.23 -

Chittagong 9.33 8.94 - 13.67 16.08 - - - - 9.68 13.42 - - 16.18 17.00 - - - 11.74 11.35 - 17.25 20.07 22.00 - 19.44 -
Cox Bazar 9.31 8.93 - 15.33 15.89 - - 13.97 - 9.64 9.89 - - 17.38 18.00 - 16.89 18.00 11.40 11.66 - 19.67 19.04 21.00 - 24.93 26.00
Chandpur 9.70 9.67 - 16.50 15.53 - - 12.00 - 10.11 9.73 - - 15.93 17.00 - 16.42 - 11.68 11.76 - 20.15 21.57 21.00 - 23.00 -
Comilla 8.66 9.50 - 16.39 15.16 - - 12.62 - 9.84 9.95 - - 15.83 17.00 - 14.39 15.00 11.64 11.38 - - 19.55 21.00 - 21.81 -
Khagrachhari 7.37 8.55 - 14.65 15.46 - - - - 9.12 9.10 - - 16.23 18.00 - - 18.00 11.00 - - - 17.23 21.00 - 18.71 -
Feni 9.19 9.63 - 18.43 15.67 - - - - 8.00 9.72 - 15.42 16.07 17.00 - - - 12.08 12.41 - 19.67 20.01 22.00 - 19.25 -
Lakshmipur - 8.93 - 20.25 15.41 - - - - 9.05 9.23 - - 15.67 17.00 - - - 10.78 11.51 - - 20.10 21.00 - 19.75 -
Noakhali 9.15 9.32 - 15.83 15.74 - - - - 8.96 9.76 - 15.42 16.13 17.00 - - 16.00 11.98 11.80 - 19.67 20.13 22.00 - 20.46 22.00
Rangamati - - - 15.81 15.81 - - - - 9.52 - - - 15.77 17.00 - 15.50 17.00 12.28 - - - 18.10 21.00 - 16.50 -
平均 9.25 9.16 - 16.24 15.57 - - 13.03 - 9.39 10.38 - 15.42 16.12 17.18 - 15.54 16.67 11.75 11.63 - 19.17 19.65 21.18 - 20.41 24.00

Dhaka Dhaka 10.74 - - - 16.43 - - 15.23 - 10.92 - - - 16.29 18.00 - 16.18 18.00 10.96 10.30 - - 20.33 22.00 17.50 20.69 26.00
（17県） Gazipur 9.19 9.28 - 15.74 15.58 - 11.44 14.29 - 9.73 9.65 - 15.81 16.40 17.00 - 14.12 - 12.03 12.01 - 19.37 20.04 21.00 17.67 21.38 -

Manikganj 9.32 8.65 - 15.53 15.41 - - 13.35 - 10.25 - - - 16.63 18.00 - 15.39 17.00 11.99 14.25 - - 20.49 22.00 16.25 - 21.00
Munshiganj 10.22 9.72 - 15.66 15.10 - - 14.05 - 10.41 10.57 - - 15.44 17.00 - 14.49 - 10.25 12.57 - - 20.33 22.00 16.25 22.78 24.00
Narayanganj - 8.72 - - 16.42 - - 14.02 - - 8.61 - - 15.86 17.00 - 14.58 16.00 - 11.47 - - 19.53 21.00 - 22.88 -
Narsindi 9.07 9.21 - 14.90 15.25 - - - - 10.03 9.61 - - 16.03 17.00 - - - 12.18 11.79 - 18.50 20.57 22.00 - 23.00 -
Faridpur 9.50 9.83 - 16.20 15.17 - 14.20 13.27 - 9.29 9.96 - - 16.83 17.00 14.36 15.15 16.00 12.60 12.56 - 20.00 18.95 20.00 17.99 22.83 24.00
Gopalganj 8.98 9.40 - 15.48 15.42 - 12.00 - - 9.89 10.22 - 16.75 15.33 17.00 13.50 - - 10.70 12.26 - 19.39 19.09 21.00 18.25 22.00 -
Madaripur 9.44 9.95 - 15.47 15.27 - 9.94 12.63 - 9.96 10.07 - 15.61 15.92 17.00 14.82 14.16 15.00 12.00 12.18 - 19.18 21.23 22.00 19.02 22.72 25.00
Rajbari 9.29 8.86 - 15.89 15.59 - 14.31 12.91 - 9.34 9.73 - 17.25 15.73 17.00 13.50 14.08 15.00 12.06 11.69 - 19.44 20.08 21.00 17.52 21.98 23.00
Sariatpur 9.57 9.54 - 15.35 15.62 - 12.38 11.86 - 10.03 9.80 - 15.87 16.56 17.00 - 15.21 16.00 10.59 12.63 - 18.46 19.95 21.00 - 21.34 22.00
Jamalpur 9.72 9.82 - 15.39 15.12 - 10.75 12.86 - 10.03 9.82 - 14.50 15.18 16.00 13.27 14.21 16.00 12.56 11.91 - 17.52 18.41 20.00 18.13 20.77 23.00
Sherpur 10.19 10.05 - 16.20 15.36 - 12.81 11.97 - 9.91 10.09 - 14.50 15.19 17.00 14.36 14.39 17.00 12.48 12.68 - 17.52 19.25 21.00 18.52 20.06 24.00
Kishorganj 8.99 9.31 - 15.40 15.37 - 11.44 12.01 - 9.73 9.76 - 15.77 16.16 17.00 - 12.56 14.00 12.38 12.10 - 19.36 19.70 21.00 17.67 - -
Mymensingh 9.67 9.62 - 15.40 14.70 - 12.18 - - 9.67 9.63 - 15.92 15.19 16.00 13.25 - 18.00 13.96 12.11 - 18.65 19.21 21.00 19.00 22.08 -
Netrokona 9.31 9.52 - 15.21 14.91 - - 12.41 - 9.97 11.35 - 15.75 15.69 16.00 - - - 13.20 12.05 - 19.22 19.03 20.00 - 22.67 -
Tangail 9.22 9.89 - 14.74 15.31 - 11.70 13.12 - 9.50 9.70 - 15.95 16.05 17.00 13.26 14.15 15.00 13.20 12.59 - 18.65 19.52 21.00 18.50 22.26 23.00
平均 9.53 9.46 - 15.50 15.41 - 12.10 13.14 - 9.92 9.90 - 15.79 15.91 16.94 13.79 14.51 16.08 12.07 12.19 - 18.87 19.75 21.12 17.87 21.96 23.50

Khulna Jessore 9.20 9.87 - 15.94 15.13 - 11.81 12.64 - 9.94 10.02 - 15.50 15.83 17.00 14.72 14.54 - 13.03 12.22 - 19.33 19.15 20.00 - 21.62 22.00
（10県） Jhenaidah 9.74 9.91 - 15.43 15.45 - 11.97 - - 9.86 10.12 - 15.68 15.39 17.00 14.31 14.86 16.00 12.80 12.39 - 19.60 18.91 20.00 - 19.78 20.00

Magura 9.02 8.99 - 15.09 15.09 - 11.75 13.14 - 9.28 9.91 - 15.03 15.48 17.00 - 14.86 17.00 12.19 11.77 - 19.85 18.83 20.00 18.25 19.99 23.00
Narail 9.17 9.71 - 15.85 15.17 - 11.84 12.75 - 9.91 10.00 - 15.40 16.68 17.00 14.72 13.85 - 13.06 12.19 - 21.10 20.75 21.00 19.94 18.34 22.00
Bagerhat 9.73 9.22 - 15.85 15.33 - 12.56 - - 9.96 9.91 - - 16.22 17.00 14.64 19.25 - 11.87 11.02 - 18.73 19.73 21.00 18.62 20.50 -
Khulna 9.42 10.01 - 14.83 15.02 - 11.20 13.12 - 10.19 10.18 - 14.78 15.57 17.00 12.98 14.93 16.00 11.82 12.22 - 17.82 19.11 21.00 16.97 23.11 25.00
Satkhira 9.28 9.89 - 15.49 14.50 - 11.15 11.68 - 9.82 10.23 - 13.88 14.91 16.00 11.40 11.60 13.00 10.98 12.25 - 17.92 19.10 20.00 16.75 18.52 19.00
Chuadanga 9.90 9.86 - 15.24 15.53 - 12.01 12.62 - 9.83 9.92 - 15.75 16.35 17.00 13.75 14.13 16.00 12.92 12.17 - 19.43 20.20 21.00 - 22.75 23.00
Kushtia 9.60 10.08 - 15.56 15.09 - 12.56 13.27 - 10.12 10.06 - - 15.64 17.00 14.64 15.19 16.00 12.57 12.49 - 19.06 19.69 21.00 17.89 22.25 23.00
Meherpur 9.49 9.33 - - 14.95 - 11.75 13.89 - 9.95 9.63 - - 15.41 16.00 13.19 15.40 16.00 12.66 12.04 - - 18.47 20.00 17.17 21.06 22.00
平均 9.46 9.69 - 13.93 15.13 - 11.86 10.31 - 9.89 10.00 - 15.15 15.75 16.80 13.82 14.86 15.71 12.39 12.08 - 19.20 19.39 20.50 17.94 20.79 22.11

Rajshahi Bogra 9.37 9.63 - 14.87 15.55 - 12.08 13.82 - 9.76 10.13 - 15.49 16.42 17.00 15.00 15.44 - 13.35 12.62 - 19.98 19.98 21.00 19.14 23.54 24.00
（16県） Joypurhat 9.51 9.32 - 15.20 15.14 - 12.17 12.97 - 9.61 9.53 - 15.13 15.38 16.00 14.48 14.77 16.00 13.55 11.86 - 21.93 18.24 20.00 19.00 19.14 20.00

Dinajpur 9.49 9.32 - - 15.00 - 11.63 12.63 - 9.61 9.76 - - 15.70 16.00 13.85 13.85 14.00 12.40 12.13 - - 19.12 20.00 18.11 21.51 23.00
Panchagar 9.82 9.22 - 16.43 14.96 - 12.57 11.78 - 8.53 9.57 - 15.75 15.69 16.00 14.52 14.12 - 13.00 11.87 - 16.98 18.97 20.00 16.00 22.32 30.00
Thakurgaon 9.63 9.19 - 16.29 14.95 - 12.14 12.66 - 9.26 10.07 - 15.75 15.76 17.00 14.48 14.44 - 13.05 11.79 - 19.42 18.78 20.00 17.40 20.00 -
Pabna 9.72 9.80 - 15.89 15.27 - 12.38 13.93 - 9.21 10.00 - 16.31 15.94 17.00 14.20 15.44 18.00 12.35 12.50 - 13.69 20.38 22.00 - 21.94 20.00
Sirajganj 9.45 9.66 - 14.96 15.00 - 12.11 13.41 - 10.13 9.57 - 16.14 15.82 17.00 14.33 15.16 16.00 12.72 11.27 - 18.63 18.79 20.00 - 20.07 -
Naogaon 9.50 9.58 - 15.50 15.20 - 11.43 13.33 - 9.86 9.91 - - 15.81 17.00 13.65 15.35 16.00 12.15 11.66 - 19.75 18.39 20.00 17.82 20.68 22.00
Natore 9.89 9.55 - 15.50 15.69 - 11.85 - - 9.78 9.88 - - 16.47 17.00 14.03 16.06 - 12.76 11.63 - 19.75 18.88 20.00 18.62 21.71 22.00
Nawabganj 9.85 9.64 - 14.84 15.52 - 13.22 13.58 - 9.63 10.37 - - 15.92 17.00 - 15.42 17.00 13.23 12.73 - 18.00 19.61 21.00 19.26 20.33 22.00
Rajshahi 9.06 9.88 - 15.24 15.45 - 10.94 14.61 - 10.24 10.28 - 15.77 16.06 17.00 14.82 15.87 18.00 13.35 12.62 - 19.98 19.98 21.00 19.14 23.54 24.00
Gaibandha 9.44 9.33 - 14.79 15.05 - 11.71 13.10 - 9.97 9.59 - 15.06 15.51 16.00 14.48 14.45 15.00 13.43 11.63 - 22.68 18.03 19.00 18.67 20.20 -
Kurigram 9.62 9.49 - 14.08 14.60 - 37.25 12.90 - 9.41 9.56 - 15.23 15.23 16.00 13.97 13.13 - 11.60 11.26 - 18.06 17.96 19.00 17.25 18.99 -
Lalmonirhat 9.71 9.30 - 14.83 14.59 - 11.37 12.65 - 10.20 9.65 - 15.51 15.09 16.00 14.49 14.67 15.00 12.70 11.82 - 22.72 18.54 19.00 18.00 21.47 22.00
Nilphamari 9.65 9.04 - 14.44 14.46 - 46.08 11.88 - 9.45 9.19 - 15.23 14.91 16.00 14.42 11.63 - 12.25 11.58 - 20.94 18.44 19.00 18.69 19.10 -
Rangpur 9.41 9.40 - 14.37 14.66 - 11.02 12.93 - 9.95 9.61 - 15.09 14.73 16.00 13.97 13.51 15.00 12.05 11.64 - 17.34 18.13 20.00 17.80 22.30 23.00
平均 9.57 9.46 - 15.15 15.07 - 15.62 13.08 - 9.66 9.79 - 15.54 15.65 16.50 14.31 14.58 16.00 12.75 11.91 - 19.32 18.89 20.06 18.21 21.05 22.91

Sylhet Habiganj - 9.13 - - 15.43 - - - - 9.60 10.40 - 15.00 16.16 17.00 - - - 10.43 12.96 - 18.96 19.73 22.00 - - -
（4県） Maulvibazar 9.62 8.32 - 15.28 15.39 - - - - 10.15 9.26 - - 17.35 18.00 - - - 11.34 11.55 - - 20.08 22.00 - 20.00 -

Sunamganj 9.34 9.51 - 15.63 14.28 - - - - 9.95 9.17 - 15.00 14.60 16.00 - - - 11.57 12.04 - - 19.21 20.00 - 22.00 -
Sylhet 9.17 10.03 - 15.77 15.46 - - - - 9.60 10.40 - 15.00 16.16 17.00 - - - 10.43 12.96 - 18.96 19.73 22.00 - - -
小計 9.38 9.25 - 15.56 15.14 - - - - 9.83 9.81 - 15.00 16.07 17.00 - - - 10.94 12.38 - 18.96 19.69 21.50 - 21.00 -

全国（64県）計 9.44 9.41 - 15.53 15.32 - 13.23 13.14 - 9.67 9.81 - 15.44 15.84 17.00 14.04 14.74 16.00 12.01 11.93 - 19.07 19.42 21.00 18.09 21.21 23.00

庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売 庭先 卸売 小売
Barisal Barisal 16.67 18.21 - 24.15 29.80 32.00 - - - 13.73 12.26 - 22.75 23.14 24.00 - 13.42 15.00
（6県） Bhola 16.26 - - 18.57 28.66 30.00 - - - 14.87 - - 20.50 18.71 22.00 - - -

Jhalokati 17.22 17.42 - 23.04 30.08 31.00 - - - 14.80 12.34 - - 21.18 23.00 - - -
Pirojpur 17.45 18.15 - 22.03 30.20 32.00 - - - 16.08 13.66 - 20.50 23.60 24.00 - 17.80 19.00
Barguna 15.44 15.75 - 13.93 28.81 31.00 - - - 14.38 11.70 - - 19.97 22.00 - - -
Patuakhali 15.38 15.33 - 14.17 29.25 31.00 - - - 14.55 13.25 - - 19.03 20.00 - - -
平均 16.40 16.97 - 19.32 29.47 31.17 - - - 14.74 12.64 - 21.25 20.94 22.50 - 15.61 17.00

Chittagong Bandarban 17.08 - - 24.27 27.29 29.00 - 28.00 - 20.00 - - - 19.18 21.00 - - -
（11県） Brahmanbaria 16.55 17.30 - 25.59 28.78 31.00 - 19.50 - 13.78 11.82 - 20.69 19.65 21.00 - 14.50 -

Chittagong 16.03 16.31 - 24.95 28.25 31.00 - - - 12.33 12.75 - - 19.04 21.00 - - -
Cox Bazar 15.75 18.16 - 23.26 26.65 28.00 - 33.42 35.00 13.41 11.55 - 19.00 19.97 22.00 - - -
Chandpur 16.45 18.26 - 24.45 29.65 32.00 - - - 15.43 12.99 - 23.38 21.06 22.00 - 20.50 22.00
Comilla 15.98 18.25 - 20.89 29.88 32.00 - - - 15.41 11.83 - - 20.61 22.00 - - -
Khagrachhari 17.92 11.76 - 16.97 27.25 29.00 - - - 16.29 11.40 - - 17.95 20.00 - - -
Feni 16.67 17.05 - 20.19 28.69 32.00 - - - 14.53 12.39 - - 17.83 21.00 - - -
Lakshmipur 16.85 18.10 - 16.33 29.32 32.00 - - - 18.75 12.66 - - 20.92 23.00 - - -
Noakhali 16.20 18.14 - 22.39 29.01 31.00 - - - 14.27 11.90 - - 20.54 24.00 - - -
Rangamati 15.48 - - 20.35 26.95 30.00 - - - 15.63 - - - 20.25 21.00 - 21.50 24.00
平均 16.45 17.04 - 21.79 28.34 30.64 - 26.97 35.00 15.44 12.14 - 21.02 19.73 21.64 - 18.83 23.00

Dhaka Dhaka 17.59 - - 18.06 29.07 32.00 31.12 22.78 29.00 16.00 - - 22.94 20.40 23.00 - 20.64 25.00
（17県） Gazipur 16.47 18.14 - 22.06 29.11 32.00 17.67 - - 13.66 11.95 - 21.83 20.88 22.00 - - -

Manikganj 16.92 - - 17.24 30.72 32.00 16.50 29.77 32.00 16.39 - - - 23.05 24.00 - 16.42 18.00
Munshiganj 16.32 17.16 - 17.31 29.37 32.00 16.50 - - 16.33 11.27 - - - 24.00 - - -
Narayanganj 16.54 18.45 - 18.08 30.05 33.00 28.00 29.60 - 14.17 12.92 - - 21.72 23.00 - - -
Narsindi 16.72 16.77 - 17.36 28.42 31.00 - - - 14.92 11.60 - - 20.20 22.00 - - -
Faridpur 15.89 18.09 - 18.56 27.89 30.00 23.17 28.36 29.00 15.27 13.08 - 22.75 20.25 21.00 - 18.22 19.00
Gopalganj 17.97 18.01 - 23.65 27.78 30.00 18.25 - 30.00 15.81 11.81 - 22.25 19.38 21.00 - - 17.00
Madaripur 17.95 17.41 - 24.95 31.47 33.00 26.21 29.43 31.00 14.16 13.19 - 22.50 22.35 23.00 - 16.03 18.00
Rajbari 17.40 18.83 - 20.68 28.34 30.00 17.25 27.56 29.00 15.43 12.35 - 22.25 19.75 21.00 - 16.07 20.00
Sariatpur 17.78 17.65 - 26.15 28.41 30.00 29.00 27.03 29.00 14.88 13.13 - - 19.25 20.00 - 19.13 21.00
Jamalpur 17.81 18.04 - 23.07 28.29 30.00 27.34 27.94 29.00 14.45 12.42 - 22.38 20.33 22.00 - - -
Sherpur 17.07 17.87 - 22.63 28.17 30.00 25.48 - 30.00 15.29 12.45 - 22.50 20.16 22.00 - 17.50 18.00
Kishorganj 17.00 17.58 - 23.16 27.88 30.00 17.67 - 33.00 13.78 12.00 - 22.85 20.50 21.00 - 13.80 15.00
Mymensingh 16.44 17.90 - 18.36 27.84 30.00 18.75 - - 14.69 11.73 - - 19.61 21.00 - 16.55 18.00
Netrokona 16.89 18.28 - 19.75 27.72 29.00 - - - 14.57 11.58 - 23.36 19.46 21.00 - - -
Tangail 17.08 18.78 - 19.08 28.62 31.00 24.47 31.21 33.00 14.59 12.18 - - 20.57 22.00 - 13.59 -
平均 17.05 17.93 - 20.60 28.77 30.88 22.49 28.19 30.36 14.96 12.24 - 22.56 20.49 21.94 - 16.80 18.90

Khulna Jessore 16.94 18.12 - 25.18 27.86 30.00 28.36 24.11 25.00 13.03 11.70 - 23.00 19.89 22.00 16.25 18.58 20.00
（10県） Jhenaidah 16.82 18.84 - 25.03 28.30 30.00 29.50 29.37 - 13.35 11.63 - 22.63 19.80 21.00 - - -

Magura 16.30 18.47 - 23.28 27.92 30.00 18.37 28.63 - 13.95 12.49 - 22.75 19.77 21.00 - 15.27 -
Narail 16.44 18.92 - 22.53 29.75 32.00 24.27 26.47 - 13.57 11.71 - 23.25 20.07 21.00 14.70 14.29 16.00
Bagerhat 17.04 18.04 - 24.65 28.27 31.00 24.56 - - 13.76 12.78 - 22.54 19.86 22.00 15.62 20.00 22.00
Khulna 15.74 18.03 - 20.07 27.71 31.00 21.31 29.32 32.00 14.45 12.28 - 15.25 20.18 21.00 - 18.86 21.00
Satkhira 15.30 17.46 - 22.90 26.27 29.00 16.75 - - 14.62 12.35 - 22.23 19.33 21.00 - 18.00 20.00
Chuadanga 17.11 18.22 - 23.35 27.70 29.00 30.00 28.68 28.00 13.57 12.37 - 22.50 19.29 20.00 - 18.03 19.00
Kushtia 17.16 18.46 - 23.88 28.01 30.00 23.96 28.45 30.00 13.36 12.25 - 22.75 19.64 21.00 - 17.80 19.00
Meherpur 17.31 18.05 - 22.22 27.35 29.00 25.17 28.49 30.00 13.44 12.25 - - 19.70 21.00 - 16.88 18.00
平均 16.62 18.26 - 23.31 27.91 30.10 24.23 27.94 29.00 13.71 12.18 - 21.88 19.75 21.10 15.52 17.52 19.38

Rajshahi Bogra 17.69 18.89 - 21.41 28.04 30.00 24.85 29.97 30.00 14.03 12.33 - 22.50 19.51 21.00 23.50 19.06 20.00
（16県） Joypurhat 17.17 17.58 - 24.35 27.15 29.00 25.78 28.04 30.00 14.71 11.15 - 21.56 20.10 21.00 - 17.11 19.00

Dinajpur 16.60 17.98 - 16.47 27.81 30.00 18.25 28.36 29.00 14.28 12.24 - - 20.25 21.00 - 14.67 16.00
Panchagar 16.51 17.25 - 20.13 28.43 29.00 14.12 28.27 - 14.89 11.51 - 22.94 19.20 20.00 - 14.00 -
Thakurgaon 16.50 17.95 - 21.59 27.57 30.00 18.63 32.42 33.00 13.91 11.37 - 21.82 19.16 21.00 - 14.80 -
Pabna 17.28 18.19 - 15.33 29.07 31.00 12.05 31.87 33.00 14.98 12.29 - 20.00 21.52 22.00 22.00 - -
Sirajganj 17.45 17.75 - 21.36 28.03 29.00 - 28.01 32.00 14.38 11.55 - 22.92 18.96 20.00 - 16.11 -
Naogaon 16.71 18.25 - 20.20 27.44 29.00 17.50 27.41 29.00 13.45 11.79 - 22.50 19.45 21.00 - 15.66 18.00
Natore 17.28 17.92 - 20.64 27.57 30.00 28.25 28.01 29.00 13.41 11.31 - 22.50 19.32 21.00 - 16.67 18.00
Nawabganj 17.44 19.03 - 17.71 28.30 30.00 26.01 28.91 30.00 13.80 12.68 - - 19.35 20.00 - 15.16 18.00
Rajshahi 17.69 18.89 - 21.41 28.04 30.00 24.85 29.97 30.00 14.03 12.33 - 22.50 19.51 21.00 23.50 19.06 20.00
Gaibandha 16.88 16.98 - 23.33 27.56 29.00 23.16 28.56 - 14.08 11.18 - 16.34 18.80 20.00 - 14.52 -
Kurigram 15.81 17.10 - 22.95 26.96 29.00 18.25 28.67 29.00 14.24 11.33 - 20.61 18.36 20.00 14.87 22.25 24.00
Lalmonirhat 16.98 17.33 - 18.13 26.29 28.00 22.14 26.77 28.00 15.19 11.38 - 15.25 18.18 20.00 - - -
Nilphamari 16.21 17.35 - 20.81 26.52 28.00 19.25 - - 15.43 11.06 - - 19.47 20.00 - 13.90 16.00
Rangpur 15.80 17.75 - 22.53 26.66 29.00 18.31 28.13 30.00 14.13 11.85 - 16.87 18.93 21.00 - 19.49 21.00
平均 16.88 17.89 - 20.52 27.59 29.38 20.76 28.89 30.15 14.31 11.71 - 20.64 19.38 20.63 20.97 16.60 19.00

Sylhet Habiganj - 16.99 - 23.79 28.58 31.00 - - - - 11.94 - - 22.25 23.00 - - -
（4県） Maulvibazar 16.04 17.01 - 11.82 29.03 32.00 26.50 - - 9.61 11.67 - - 17.50 18.00 - - -

Sunamganj 16.72 18.07 - 20.43 26.11 28.00 26.50 - - 9.79 11.84 - 22.42 19.53 21.00 - - -
Sylhet 18.48 18.83 - 24.53 28.13 31.00 - - - 13.00 12.83 - 22.42 21.88 24.00 - - -
平均 17.08 17.73 - 20.14 27.96 30.50 26.50 - - 10.80 12.07 - 22.42 20.29 21.50 - - -

全国（64県）平均 16.77 17.73 - 21.09 28.28 30.00 22.57 28.33 30.00 14.48 12.09 - 21.57 19.98 22.00 17.82 16.88 19.00

2008年 2009年1月～6月

籾米（低品質） 精米（低品質） 小麦

小麦

付表2-2-4-2　管区別コメ・小麦価格

2007年
籾米（低品質） 精米（低品質） 小麦

小麦

籾米（低品質）

精米（低品質）

小麦

2006年

出典：農業省（MOA）農産物流通局（DAM）

管区 県

管区 県 精米（低品質）

精米（低品質）

籾米（低品質）

2005年

籾米（低品質）
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付図 2-2-5-1 県別貧困分布図（2005 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：全国平均貧困率 40%より高い県は黄色文字で、低い県は黒文字で表示している。 

Barisal 管区：52%、Rajshahi 管区：51%、Khulna 管区：46%、Sylhet 管区 34%、 
Chittagong 管区：34%、Dhaka 管区：32% 

出典：バングラデシュ統計局（BBS） 

 

付属資料 3-6 



 



管区 穀物
2008.7 8 9 10 11 12 2009.1 2 3 4 5 6 計

Rajshahi 籾米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
コメ 5,165 12,240 26,331 38,214 28,624 28,577 10,441 18,453 56,248 33,518 52,395 61,797 372,003
小麦 3,953 7,015 6,655 7,053 8,642 23,974 20,857 9,607 7,660 7,794 9,132 9,182 121,524
計 9,118 19,255 32,986 45,267 37,266 52,551 31,298 28,060 63,908 41,312 61,527 70,979 493,527

Khulna 籾米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
コメ 2,492 7,862 21,018 20,471 15,156 14,571 6,100 8,523 26,336 19,836 29,586 42,767 214,718
小麦 1,746 3,708 1,584 1,337 1,657 8,417 8,586 3,229 2,352 2,032 2,415 3,336 40,399
計 4,238 11,570 22,602 21,808 16,813 22,988 14,686 11,752 28,688 21,868 32,001 46,103 255,117

Barisal 籾米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5
コメ 1,459 4,485 13,822 13,570 14,615 11,476 8,828 9,451 22,866 10,585 22,627 41,214 174,998
小麦 323 287 277 226 301 2,155 8,025 5,057 2,375 2,364 1,642 724 23,756
計 1,782 4,772 14,099 13,796 14,916 13,631 16,853 14,508 25,241 12,949 24,269 41,943 198,759

Dhaka 籾米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
コメ 10,086 31,357 69,699 57,753 45,423 34,729 9,656 11,197 52,403 38,911 64,134 70,502 495,850
小麦 4,930 4,385 5,007 12,054 6,739 15,808 15,314 13,519 17,013 6,379 6,274 6,060 113,482
計 15,016 35,742 74,706 69,807 52,162 50,537 24,970 24,716 69,416 45,290 70,408 76,562 609,332

Chittagong籾米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
コメ 7,632 16,869 39,073 38,892 31,938 27,858 13,651 16,746 40,762 35,770 53,935 76,118 399,244
小麦 2,374 1,861 1,647 1,638 2,156 12,230 7,800 3,925 4,936 4,783 3,556 4,413 51,319
計 10,006 18,730 40,720 40,530 34,094 40,088 21,451 20,671 45,698 40,553 57,491 80,532 450,564

Sylhet 籾米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
コメ 822 3,128 11,049 10,495 8,584 8,273 1,296 2,675 14,023 9,988 15,731 14,379 100,443
小麦 1,002 407 581 325 325 3,654 6,879 1,933 2,769 1,019 1,206 1,025 21,125
計 1,824 3,535 11,630 10,820 8,909 11,927 8,175 4,608 16,792 11,007 16,937 15,404 121,568

全国 籾米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6
コメ 27,656 75,941 180,992 179,395 144,340 125,484 49,972 67,045 212,638 148,608 238,408 306,777 #######
小麦 14,328 17,663 15,751 22,633 19,820 66,238 67,461 37,270 37,105 24,371 24,225 24,740 371,605
計 41,984 93,604 196,743 202,028 164,160 191,722 117,433 104,315 249,743 172,979 262,633 331,523 #######

Rajshahi 22 21 17 22 23 28 27 27 26 24 23 21 23
Khulna 10 12 11 11 10 12 13 11 11 13 12 14 12
Barisal 4 5 7 7 9 7 14 14 10 8 9 13 9
Dhaka 36 38 38 35 32 26 21 24 28 26 27 23 29
Chittagong 24 20 21 20 21 21 18 20 18 23 22 24 21
Sylhet 4 4 6 5 5 6 7 4 7 6 6 5 6

付表2-2-5-1　管区別配給実績（2008/09年度）

配給量（t）

割合（%）

出典：食糧局（DGoF）（DSDM）

121

s.kinouchi
スタンプ



 



123 

付図 2-3-1-1 食糧貯蔵施設の分布図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全国：サイロ 5 カ所（22.5 万 t）、CSD 12 カ所（298,027t）、  
LSD 632 カ所（942,776t）、貯蔵施設計 649 カ所（1,465,803t）  

 
出典：食糧局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）  

付属資料 3-8



 



管区 貯蔵施設 県 箇所数 貯蔵能力 管区 貯蔵施設 県 箇所数 貯蔵能力
Rajshahi Santahar Silo Bogra 1 25,000 Dhaka Narayanganj Silo Narayanganj 1 50,000

Santahar CSD Bogra 1 26,150 Dhaka CSD Dhaka 1 7,500
Muladuli CSD Pabna 1 25,000 Tejgaon CSD Dhaka 1 26,700
Dinajpur CSD Dinajpur 1 20,500 Narayanganj CSD Narayanganj 1 9,000
LSDs Rajshahi 12 16,250 Mymensingh CSD Mymenshingh 1 25,000

Nababgonj 7 11,750 LSDs Dhaka 5 5,250
Natore 7 7,000 Narayangonj 3 3,500
Naogaon 19 31,750 Narshindi 7 15,250
Dinajpur 25 43,000 Gazipur 5 7,800
Thakurgaon 12 28,000 Manikgonj 8 11,300
Panchaghor 8 14,500 Munshigonj 6 12,100
Pabna 10 19,500 Faridpur 8 14,500
Shirajgonj 10 24,000 Madaripur 7 13,500
Rangpur 9 15,000 Gopalgonj 7 8,500
Kurigram 9 19,000 Rajbari 4 10,000
Lalmonirhat 7 10,000 Shariatpur 6 9,000
Nilphamari 7 17,000 Sherpur 5 15,000
Gaibandha 11 20,000 Jamalpur 8 15,000
Bogra 22 30,600 Mymenshingh 19 30,000
Joypurhat 7 16,350 Kishorgonj 14 20,750
小計 186 420,350 Tangail 14 31,750

Khulna Khulna Silo Khulna 1 0 Netrokana 14 15,000
Khulna CSD Khulna 1 53,000 小計 145 356,400
M-Pasha CSD Khulna 1 58,077 Chittagong Chittagong Silo Chittagong 1 100,000
LSDs Khulna 8 7,750 Ashuganj Silo Brahmanbaria 1 50,000

Bagerhat 9 16,500 Dewanhat CSD Chittagong 1 37,000
Shatkhira 11 13,000 Chandpur CSD Chandpur 1 4,000
Jessore 10 19,186 LSDs Chittagong 16 21,000
Magura 6 9,000 Bandarban 7 4,500
Jhenaidah 9 15,500 Cox's Bazar 10 11,500
Meherpur 3 5,000 Rangamati 13 6,500
Narail 5 6,940 Khagrachari 11 6,250
Kusthia 8 14,000 Feni 6 12,250
Chuadanga 5 11,700 Noakhali 11 22,000
小計 77 229,653 Laksmipur 6 8,000

Barisal Barisal CSD Barisal 1 6,100 Chandpur 7 6,500
Barisal 11 12,000 Comila 18 23,300
Jhalokhati 4 7,000 B-Baria 10 15,000
Pirojpur 9 12,000 小計 119 327,800
Vola 14 13,250 Sylhet LSDs Sylhet 16 16,850
Potuakhali 19 13,500 Moulvibazar 10 10,000
Bargona 11 8,500 Habigonj 13 13,500
小計 69 72,350 Sunamgonj 14 18,900

小計 53 59,250
全国 計 649 1,465,803

付表2-3-1-1　管区別食糧貯蔵施設リスト

出典：食糧局（DGoF）調査開発技術サービス部（DIDTS）
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月初在庫量 国内食糧調達 国外食糧調達・ 他管区からの 食糧搬入量 配給量 他管区への 月末在庫量 在庫回転率
ドナー食糧支援 搬入量* 計 搬出量* 最高 最低 平均

（t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （回） （%） （%） （%）
2009 コメ 273,300 72,166 0 0 345,466 5,166 45,011 295,289

小麦 18,663 0 24,729 0 43,392 3,953 19,028 20,411
小計 291,963 72,166 24,729 0 388,858 9,119 64,039 315,700 0.9 92.5 75.1 84.7

8 コメ 295,289 71,093 0 0 366,382 12,240 13,231 340,911
小麦 20,411 0 15,122 0 35,533 7,015 8,442 20,076
小計 315,700 71,093 15,122 0 401,915 19,255 21,673 360,987 1.0 95.6 85.9 91.0

9 コメ 340,911 109,616 0 0 450,527 26,331 20,799 403,397
小麦 20,076 0 31,461 0 51,537 6,655 21,169 23,713
小計 360,987 109,616 31,461 0 502,064 32,986 41,968 427,110 1.2 119.4 101.6 111.2

10 コメ 403,397 122,703 0 0 526,100 38,214 33,345 454,541
小麦 23,713 0 30,237 0 53,950 7,053 10,209 36,688
小計 427,110 122,703 30,237 0 580,050 45,267 43,554 491,229 1.4 138.0 116.9 128.3

11 コメ 454,541 35,842 0 0 490,383 28,624 31,042 430,717
小麦 36,688 0 15,483 0 52,171 8,642 4,960 38,569
小計 491,229 35,842 15,483 0 542,554 37,266 36,002 469,286 1.3 129.1 111.6 121.0

12 コメ 430,717 1,330 0 0 432,047 28,577 1,215 402,255
小麦 38,569 0 2,392 5,683 46,644 23,974 0 22,670
小計 469,286 1,330 2,392 5,683 478,691 52,551 1,215 424,925 1.1 113.9 101.1 107.9

2009 コメ 402,255 52,884 0 0 455,139 10,441 34,096 410,602
小麦 22,670 0 3,028 5,870 31,568 20,857 0 10,711
小計 424,925 52,884 3,028 5,870 486,707 31,298 34,096 421,313 1.2 115.8 100.2 108.6

2 コメ 410,602 44,046 0 0 454,648 18,453 24,322 411,873
小麦 10,711 0 2,860 3,411 16,982 9,607 0 7,375
小計 421,313 44,046 2,860 3,411 471,630 28,060 24,322 419,248 1.1 112.2 99.7 106.3

3 コメ 411,873 0 0 0 411,873 56,248 24,296 331,329
小麦 7,375 0 10,274 0 17,649 7,660 1,910 8,079
小計 419,248 0 10,274 0 429,522 63,908 26,206 339,408 1.0 102.2 80.7 92.7

4 コメ 331,329 0 0 0 331,329 33,518 47,248 250,563
小麦 8,079 31,009 3,145 5,992 48,225 7,794 0 40,431
小計 339,408 31,009 3,145 5,992 379,554 41,312 47,248 290,994 0.9 90.3 69.2 81.2

5 コメ 250,563 140,635 0 0 391,198 52,394 76,412 262,392
小麦 40,431 0 6,402 1,944 48,777 9,132 0 39,645
小計 290,994 140,635 6,402 1,944 439,975 61,526 76,412 302,037 1.0 104.7 71.9 91.3

6 コメ 262,392 289,805 0 0 552,197 61,797 100,280 390,120
小麦 39,645 0 421 2,830 42,896 9,182 0 33,714
小計 302,037 289,805 421 2,830 595,093 70,979 100,280 423,834 1.4 141.6 100.8 124.6
コメ 4,267,169 940,120 0 0 5,207,289 372,003 451,297 4,383,989
小麦 287,031 31,009 145,554 25,730 489,324 121,524 65,718 302,082
小計 4,554,200 971,129 145,554 25,730 5,696,613 493,527 517,015 4,686,071 13.6 1,355.2 1,114.8 1,246.7
コメ 355,597 94,012 0 0 433,941 31,000 37,608 365,332
小麦 23,919 31,009 12,129 4,288 40,777 10,127 10,953 25,174
小計 379,517 88,284 12,129 4,288 474,718 41,127 43,085 390,506 1.13 112.9 92.9 103.9

施設利用率（420,350t）

付表2-3-1-2（1/7）　Rajshahi管区の月別貯蔵施設利用率（2008/09年度）

出典：食糧局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）

年月 食糧

計

平均

注：*移送中の食糧
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月初在庫量 国内食糧調達 国外食糧調達・ 他管区からの 食糧搬入量 配給量 他管区への 月末在庫量 在庫回転率
ドナー食糧支援 搬入量* 計 搬出量* 最高 最低 平均

（t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （回） （%） （%） （%）
2009 コメ 169,858 2,787 2,627 18,715 193,987 2,492 0 191,495

小麦 9,679 0 13,859 0 23,538 1,746 13,804 7,988
小計 179,537 2,787 16,486 18,715 217,525 4,238 13,804 199,483 0.9 94.7 86.9 91.0

8 コメ 191,495 7,023 1,607 2,281 202,406 7,862 0 194,544
小麦 7,988 0 8,475 0 16,463 3,708 8,539 4,216
小計 199,483 7,023 10,082 2,281 218,869 11,570 8,539 198,760 1.0 95.3 86.5 91.1

9 コメ 194,544 24,894 3,343 7,756 230,537 21,018 0 209,519
小麦 4,216 0 17,631 0 21,847 1,584 16,380 3,883
小計 198,760 24,894 20,974 7,756 252,384 22,602 16,380 213,402 1.1 109.9 92.9 102.1

10 コメ 209,519 26,276 3,213 7,533 246,541 20,471 0 226,070
小麦 3,883 0 16,945 0 20,828 1,337 9,448 10,043
小計 213,402 26,276 20,158 7,533 267,369 21,808 9,448 236,113 1.2 116.4 102.8 110.0

11 コメ 226,070 2,292 1,645 9,345 239,352 15,156 0 224,196
小麦 10,043 0 8,677 0 18,720 1,657 3,407 13,656
小計 236,113 2,292 10,322 9,345 258,072 16,813 3,407 237,852 1.1 112.4 103.6 108.2

12 コメ 224,196 4,189 254 1,790 230,429 14,571 0 215,858
小麦 13,656 0 1,340 0 14,996 8,417 1,320 5,259
小計 237,852 4,189 1,595 1,790 245,426 22,988 1,321 221,117 1.1 106.9 96.3 101.9

2009 コメ 215,858 11,216 322 804 228,200 6,100 0 222,100
小麦 5,259 0 1,697 5,293 12,249 8,586 0 3,663
小計 221,117 11,216 2,019 6,097 240,449 14,686 0 225,763 1.0 104.7 98.3 101.6

2 コメ 222,100 3,339 304 925 226,668 8,523 0 218,145
小麦 3,663 0 1,603 2,887 8,153 3,229 0 4,924
小計 225,763 3,339 1,907 3,812 234,821 11,752 0 223,069 1.0 102.3 97.1 99.8

3 コメ 218,145 0 1,092 3,024 222,261 26,336 0 195,925
小麦 4,924 0 5,758 0 10,682 2,352 215 8,115
小計 223,069 0 6,849 3,024 232,942 28,688 215 204,040 1.0 101.4 88.8 95.6

4 コメ 195,925 0 334 0 196,259 19,835 9,786 166,638
小麦 8,115 1,341 1,762 2,293 13,511 2,032 0 11,479
小計 204,040 1,341 2,097 2,293 209,771 21,867 9,787 178,117 0.9 91.3 77.6 85.0

5 コメ 166,638 26,954 680 0 194,272 29,586 27,000 137,686
小麦 11,479 0 3,588 0 15,067 2,415 1,891 10,761
小計 178,117 26,954 4,268 0 209,339 32,001 28,891 148,447 0.9 91.2 64.6 80.2

6 コメ 137,686 54,618 45 0 192,349 42,767 17,982 131,600
小麦 10,761 0 236 1,618 12,615 3,336 0 9,279
小計 148,447 54,618 281 1,618 204,964 46,103 17,982 140,879 0.9 89.2 61.3 77.9
コメ 2,372,034 163,588 15,465 52,173 2,603,260 214,717 54,769 2,333,776
小麦 93,666 1,341 81,571 12,091 188,669 40,399 55,005 93,266
小計 2,465,700 164,929 97,036 64,264 2,791,929 255,116 109,773 2,427,042 12.2 1,215.7 1,056.8 1,141.8
コメ 197,670 16,359 1,289 5,797 216,938 17,893 18,256 194,481
小麦 7,806 1,341 6,798 3,023 15,722 3,367 6,876 7,772
小計 205,475 14,994 8,086 5,842 232,661 21,260 10,977 202,254 1.01 101.3 88.1 95.2

施設利用率（229,653t）

付表2-3-1-2（2/7)　Khulna管区の月別貯蔵施設利用率（2008/09年度）

年月 食糧

出典：食糧局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）

計

平均

注：*移送中の食糧
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月初在庫量 国内食糧調達 国外食糧調達・ 他管区からの食糧搬入量 配給量 他管区への 月末在庫量 在庫回転率

ドナー食糧支援 搬入量* 計 搬出量* 最高 最低 平均

（t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （回） （%） （%） （%）
2008.7 コメ 32,668 9 5,514 21,246 59,437 1,459 0 57,978

小麦 1,804 0 8,225 0 10,029 323 8,228 1,478
小計 34,472 9 13,739 21,246 69,466 1,782 8,228 59,456 1.0 96.0 82.2 89.6

8 コメ 57,978 2 3,372 6,672 68,024 4,485 0 63,539
小麦 1,478 0 5,030 0 6,508 287 4,533 1,688
小計 59,456 2 8,401 6,672 74,531 4,772 4,533 65,227 1.0 103.0 90.2 97.0

9 コメ 63,539 1 7,015 0 70,555 13,822 1,273 55,460
小麦 1,688 0 10,463 0 12,151 277 10,463 1,411
小計 65,227 1 17,478 0 82,706 14,099 11,736 56,871 1.1 114.3 78.6 99.8

10 コメ 55,460 0 6,742 4,221 66,423 13,570 0 52,853
小麦 1,411 0 10,056 0 11,467 226 10,108 1,133
小計 56,871 0 16,798 4,221 77,890 13,796 10,108 53,986 1.1 107.7 74.6 94.1

11 コメ 52,853 0 3,452 10,344 66,649 14,615 0 52,034
小麦 1,133 0 5,150 0 6,283 301 2,600 3,382
小計 53,986 0 8,602 10,344 72,932 14,916 2,600 55,416 1.0 100.8 76.6 90.4

12 コメ 52,034 64 533 9,727 62,358 11,476 0 50,882
小麦 3,382 0 795 1,344 5,521 2,155 0 3,366
小計 55,416 64 1,329 11,071 67,880 13,631 0 54,248 0.9 93.8 75.0 85.5

2009.1 コメ 50,882 7 675 4,967 56,531 8,828 0 47,703
小麦 3,366 0 1,007 5,646 10,019 8,025 0 1,994
小計 54,248 7 1,682 10,613 66,550 16,853 0 49,697 0.9 92.0 68.7 82.0

2 コメ 47,703 3 638 6,351 54,695 9,451 0 45,244
小麦 1,994 0 951 4,358 7,303 5,057 0 2,246
小計 49,697 3 1,589 10,709 61,998 14,508 0 47,490 0.9 85.7 65.6 77.0

3 コメ 45,244 0 2,291 5,925 53,460 22,866 0 30,594
小麦 2,246 0 3,417 0 5,663 2,375 1,369 1,919
小計 47,490 0 5,708 5,925 59,123 25,241 1,369 32,513 0.8 81.7 44.9 68.7

4 コメ 30,594 0 701 7,800 39,095 10,585 0 28,510
小麦 1,919 0 1,046 7,217 10,182 2,364 0 7,818
小計 32,513 0 1,747 15,017 49,277 12,949 0 36,328 0.7 68.1 50.2 60.5

5 コメ 28,510 576 1,427 15,297 45,810 22,627 0 23,183
小麦 7,818 0 2,129 0 9,947 1,642 392 7,913
小計 36,328 576 3,557 15,297 55,758 24,269 393 31,096 0.8 77.1 43.0 64.9

6 コメ 23,183 1,887 94 26,495 51,659 41,021 0 10,638
小麦 7,913 0 140 4,644 12,697 724 0 11,973
小計 31,096 1,887 234 31,139 64,356 41,745 0 22,611 0.9 89.0 31.3 73.9
コメ 540,648 2,549 32,454 119,045 694,696 174,805 1,274 518,618
小麦 36,152 0 48,410 23,209 107,771 23,756 37,693 46,321
小計 576,800 2,549 80,863 142,254 802,466 198,561 38,967 564,939 11.1 1,109.1 780.8 973.5
コメ 45,054 319 2,704 10,822 57,891 14,567 1,274 43,218
小麦 3,013 0 4,034 4,642 8,981 1,980 5,385 3,860
小計 48,067 319 6,739 12,932 66,872 16,547 5,567 47,078 0.92 92.4 65.1 81.1

施設利用率（72,350t）

付表2-3-1-2（3/7）　Barisal管区の月別貯蔵施設利用率（2008/09年度）

年月 食糧

出典：食糧局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）

計

平均

注：*移送中の食糧
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月初在庫量 国内食糧調達 国外食糧調達・ 他管区からの食糧搬入量 配給量 他管区への 月末在庫量 在庫回転率

ドナー食糧支援 搬入量* 計 搬出量* 最高 最低 平均

（t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （回） （%） （%） （%）
2008.7 コメ 197,993 12,994 22,059 30,891 263,937 10,086 0 253,851

小麦 23,543 0 19,156 0 42,699 4,930 17,606 20,163
小計 221,536 12,994 41,216 30,891 306,637 15,016 17,607 274,014 0.9 86.0 76.9 81.7

8 コメ 253,851 15,759 13,490 22,732 305,832 31,357 0 274,475
小麦 20,163 0 11,714 0 31,877 4,385 8,517 18,975
小計 274,014 15,759 25,204 22,732 337,709 35,742 8,517 293,450 0.9 94.8 82.3 89.0

9 コメ 274,475 20,394 28,064 16,855 339,788 69,699 0 270,089
小麦 18,975 0 24,371 0 43,346 5,007 13,681 24,658
小計 293,450 20,394 52,434 16,855 383,133 74,706 13,681 294,747 1.1 107.5 82.7 96.7

10 コメ 270,089 23,174 26,972 18,586 338,821 57,753 0 281,068
小麦 24,658 0 23,423 217 48,298 12,054 0 36,244
小計 294,747 23,174 50,395 18,803 387,119 69,807 0 317,312 1.1 108.6 89.0 99.8

11 コメ 281,068 4,910 13,812 12,496 312,286 45,423 0 266,863
小麦 36,244 0 11,994 16,250 64,488 6,739 0 57,749
小計 317,312 4,910 25,805 28,746 376,773 52,162 0 324,612 1.1 105.7 91.1 98.9

12 コメ 266,863 4,294 2,134 7,561 280,852 34,729 0 246,123
小麦 57,749 0 1,853 12,338 71,940 15,808 0 56,132
小計 324,612 4,294 3,986 19,899 352,791 50,537 0 302,255 1.0 99.0 84.8 92.4

2009.1 コメ 246,123 17,374 2,701 10,702 276,900 9,656 0 267,244
小麦 56,132 0 2,346 3,290 61,768 15,314 0 46,454
小計 302,255 17,374 5,047 13,992 338,668 24,970 0 313,698 1.0 95.0 88.0 91.7

2 コメ 267,244 9,368 2,551 5,792 284,955 11,197 0 273,758
小麦 46,454 0 2,215 5,228 53,897 13,519 0 40,378
小計 313,698 9,368 4,766 11,020 338,852 24,716 0 314,136 1.0 95.1 88.1 91.7

3 コメ 273,758 0 9,165 0 282,923 52,403 4,766 225,754
小麦 40,378 0 7,959 1,098 49,435 17,013 0 32,422
小計 314,136 0 17,123 1,098 332,357 69,416 4,766 258,176 0.9 93.3 72.4 84.2

4 コメ 225,754 0 2,805 952 229,511 38,911 0 190,600
小麦 32,422 1,247 2,436 5,204 41,309 6,379 0 34,930
小計 258,176 1,247 5,242 6,156 270,821 45,290 0 225,530 0.8 76.0 63.3 70.2

5 コメ 190,600 52,887 5,711 8,797 257,995 64,134 0 193,861
小麦 34,930 0 4,959 293 40,182 6,274 0 33,908
小計 225,530 52,887 10,670 9,090 298,177 70,408 0 227,769 0.8 83.7 63.9 75.1

6 コメ 193,861 100,442 375 21,784 316,462 70,502 0 245,960
小麦 33,908 0 326 2,064 36,298 6,060 0 30,238
小計 227,769 100,442 701 23,848 352,760 76,562 0 276,198 1.0 99.0 77.5 89.5
コメ 2,941,679 261,596 129,838 157,148 3,490,261 495,850 4,766 2,989,646
小麦 425,556 1,247 112,751 45,982 585,536 113,482 39,804 432,251
小計 3,367,235 262,843 242,590 203,130 4,075,798 609,332 44,570 3,421,897 11.4 1,143.6 960.1 1,059.9
コメ 245,140 26,160 10,820 14,286 290,855 41,321 4,766 249,137
小麦 35,463 1,247 9,396 5,109 48,795 9,457 13,268 36,021
小計 280,603 23,895 20,216 16,928 339,650 50,778 11,143 285,158 0.95 95.3 80.0 88.3

施設利用率（356,400t）

付表2-3-1-2（4/7）　Dhaka管区の月別貯蔵施設利用率（2008/09年度）

年月 食糧

出典：食糧局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）

計

平均

注：*移送中の食糧
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月初在庫量 国内食糧調達 国外食糧調達・ 他管区からの食糧搬入量 配給量 他管区への 月末在庫量 在庫回転率 施設利用率（327,800t）
ドナー食糧支援 搬入量* 計 搬出量* 最高 最低 平均

（t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （回） （%） （%） （%）
2008.7 コメ 81,219 1,996 19,320 38,368 140,903 7,632 0 133,271

小麦 64,953 0 10,905 0 75,858 2,374 18,321 55,163
小計 146,172 1,996 30,225 38,368 216,761 10,006 18,321 188,434 0.7 66.1 57.5 62.1

8 コメ 133,271 2,340 11,814 35,366 182,791 16,869 0 165,922
小麦 55,163 0 6,669 0 61,832 1,861 19,474 40,497
小計 188,434 2,340 18,483 35,366 244,623 18,730 19,474 206,419 0.7 74.6 63.0 69.3

9 コメ 165,922 1,934 24,578 20,282 212,716 39,073 0 173,643
小麦 40,497 0 13,874 23,059 77,430 1,647 0 75,783
小計 206,419 1,934 38,452 43,341 290,146 40,720 0 249,426 0.9 88.5 76.1 82.8

10 コメ 173,643 1,630 23,622 8,935 207,830 38,892 0 168,938
小麦 75,783 0 13,334 0 89,117 1,638 113 87,366
小計 249,426 1,630 36,956 8,935 296,947 40,530 113 256,304 0.9 90.6 78.2 84.8

11 コメ 168,938 582 12,096 3,642 185,258 31,938 0 153,320
小麦 87,366 0 6,828 28,869 123,063 2,156 0 120,907
小計 256,304 582 18,924 32,511 308,321 34,094 0 274,227 0.9 94.1 83.7 89.2

12 コメ 153,320 2,112 1,869 0 157,301 27,858 2,003 127,440
小麦 120,907 0 1,055 0 121,962 12,230 13,950 95,782
小計 274,227 2,112 2,923 0 279,262 40,088 15,952 223,222 0.9 85.2 68.1 77.6

2009.1 コメ 127,440 4,910 2,366 0 134,716 13,651 1,955 119,110
小麦 95,782 0 1,335 0 97,117 7,800 16,029 73,288
小計 223,222 4,910 3,701 0 231,833 21,451 17,984 192,398 0.7 70.7 58.7 65.3

2 コメ 119,110 4,179 2,234 5,567 131,090 16,746 0 114,344
小麦 73,288 0 1,261 0 74,549 3,925 10,786 59,838
小計 192,398 4,179 3,495 5,567 205,639 20,671 10,786 174,182 0.6 62.7 53.1 58.3

3 コメ 114,344 0 8,026 1,039 123,409 40,762 0 82,647
小麦 59,838 0 4,531 14,113 78,482 4,936 0 73,546
小計 174,182 0 12,557 15,152 201,891 45,698 0 156,193 0.6 61.6 47.6 55.5

4 コメ 82,647 0 2,457 19,879 104,983 35,770 0 69,213
小麦 73,546 0 1,387 0 74,933 4,783 9,447 60,703
小計 156,193 0 3,844 19,879 179,916 40,553 9,447 129,916 0.5 54.9 39.6 48.5

5 コメ 69,213 13,164 5,001 46,997 134,375 53,935 0 80,440
小麦 60,703 0 2,823 16,612 80,138 3,556 0 76,582
小計 129,916 13,164 7,825 63,609 214,514 57,491 0 157,022 0.7 65.4 47.9 58.0

6 コメ 80,440 22,777 329 50,611 154,157 76,115 0 78,042
小麦 76,582 0 186 10,541 87,309 4,413 0 82,896
小計 157,022 22,777 514 61,152 241,465 80,528 0 160,938 0.7 73.7 49.1 63.8
コメ 1,469,507 55,624 113,713 230,686 1,869,530 399,241 3,959 1,466,330
小麦 884,408 0 64,186 93,194 1,041,788 51,319 88,120 902,351
小計 2,353,915 55,624 177,899 323,880 2,911,318 450,560 92,079 2,368,681 8.9 888.1 722.6 813.9
コメ 122,459 5,562 9,476 23,069 155,794 33,270 1,979 122,194
小麦 73,701 0 5,349 18,639 86,816 4,277 12,589 75,196
小計 196,160 5,562 14,825 32,388 242,610 37,547 13,154 197,390 0.74 74.0 60.2 67.8

付表2-3-1-2（5/7）　Chittagong管区の月別貯蔵施設利用率（2008/09年度）

年月 食糧

計

平均

出典：食糧局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）
注：*移送中の食糧
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月初在庫量 国内食糧調達 国外食糧調達・ 他管区からの食糧搬入量 配給量 他管区への 月末在庫量 在庫回転率

ドナー食糧支援 搬入量* 計 搬出量* 最高 最低 平均

（t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （回） （%） （%） （%）
2008.7 コメ 26,793 299 6,271 1,553 34,916 822 0 34,094

小麦 2,079 0 4,720 0 6,799 1,002 4,724 1,073
小計 28,872 299 10,991 1,553 41,715 1,824 4,724 35,167 0.7 70.4 59.4 65.3

8 コメ 34,094 1,187 3,835 7,586 46,702 3,128 0 43,574
小麦 1,073 0 2,886 0 3,959 407 2,430 1,122
小計 35,167 1,187 6,721 7,586 50,661 3,535 2,430 44,696 0.9 85.5 75.4 80.8

9 コメ 43,574 1,251 7,978 0 52,803 11,049 1,032 40,722
小麦 1,122 0 6,004 0 7,126 581 3,672 2,873
小計 44,696 1,251 13,982 0 59,929 11,630 4,704 43,595 1.0 101.1 73.6 89.5

10 コメ 40,722 1,313 7,668 0 49,703 10,495 36,335 2,873
小麦 2,873 0 5,771 35,276 43,920 325 0 43,595
小計 43,595 1,313 13,439 35,276 93,623 10,820 36,335 46,468 1.6 158.0 78.4 131.6

11 コメ 35,568 0 3,926 3,283 42,777 8,584 0 34,193
小麦 6,331 0 2,955 0 9,286 325 1,639 7,322
小計 41,899 0 6,881 3,283 52,063 8,909 1,639 41,515 0.9 87.9 70.1 80.0

12 コメ 34,193 22 607 0 34,822 8,273 587 25,962
小麦 7,322 0 456 1,062 8,840 3,615 0 5,225
小計 41,515 22 1,063 1,062 43,662 11,888 587 31,187 0.7 73.7 52.6 64.9

2009.1 コメ 25,962 1,086 768 4,386 32,202 1,296 0 30,906
小麦 5,225 0 578 4,288 10,091 6,879 0 3,212
小計 31,187 1,086 1,346 8,674 42,293 8,175 0 34,118 0.7 71.4 57.6 65.2

2 コメ 30,906 2,572 725 4,785 38,988 2,675 0 36,313
小麦 3,212 0 546 448 4,206 1,933 0 2,273
小計 34,118 2,572 1,271 5,233 43,194 4,608 0 38,586 0.7 72.9 65.1 69.2

3 コメ 36,313 0 2,605 0 38,918 14,023 190 24,705
小麦 2,273 0 1,961 519 4,753 2,769 0 1,984
小計 38,586 0 4,566 519 43,671 16,792 190 26,689 0.7 73.7 45.0 62.8

4 コメ 24,705 0 798 9,889 35,392 9,988 0 25,404
小麦 1,984 0 600 900 3,484 1,019 0 2,465
小計 26,689 0 1,398 10,789 38,876 11,007 0 27,869 0.7 65.6 47.0 57.9

5 コメ 25,404 5,868 1,623 4,909 37,804 13,305 0 24,499
小麦 2,465 0 1,222 0 3,687 1,148 507 2,032
小計 27,869 5,868 2,845 4,909 41,491 14,453 507 26,531 0.7 70.0 44.8 60.2

6 コメ 24,499 12,372 107 7,488 44,466 14,379 0 30,087
小麦 2,032 0 80 0 2,112 1,025 83 1,004
小計 26,531 12,372 187 7,488 46,578 15,404 83 31,091 0.8 78.6 52.5 68.1
コメ 382,733 25,970 36,911 43,879 489,493 98,017 38,145 353,332
小麦 37,991 0 27,779 42,493 108,263 21,028 13,055 74,180
小計 420,724 25,970 64,691 86,372 597,757 119,045 51,200 427,512 10.1 1,008.9 721.5 889.1
コメ 31,894 2,886 3,076 5,485 40,791 8,168 9,536 29,444
小麦 3,166 0 2,315 7,082 9,022 1,752 2,176 6,182
小計 35,060 2,886 5,391 7,852 49,813 9,920 5,689 35,626 0.84 84.1 60.1 74.1

出典：食糧局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）

施設利用率（59,250t）

付表2-3-1-2（6/7）　Sylhet管区の月別貯蔵施設利用率（2008/09年度）

年月 食糧

計

平均

注：*移送中の食糧
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月初在庫量 国内食糧調達 国外食糧調達・ 他管区からの食糧搬入量 配給量 他管区への 月末在庫量 在庫回転率

ドナー食糧支援 搬入量* 計 搬出量* 最高 最低 平均

（t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （t） （回） （%） （%） （%）
2008.7 コメ 781,831 90,251 55,792 110,773 927,874 27,657 45,012 965,978

小麦 120,721 0 81,594 0 202,315 14,328 81,711 106,276
小計 902,552 90,251 137,386 110,773 1,130,189 41,985 126,723 1,072,254 0.8 77.1 73.2 75.2

8 コメ 965,978 97,404 34,117 74,637 1,097,499 75,941 13,231 1,082,965
小麦 106,276 0 49,896 0 156,172 17,663 51,935 86,574
小計 1,072,254 97,404 84,013 74,637 1,253,671 93,604 65,166 1,169,539 0.9 85.5 79.8 82.8

9 コメ 1,082,965 158,090 70,977 44,893 1,312,032 180,992 23,104 1,152,830
小麦 86,574 0 103,804 23,059 190,378 15,751 65,365 132,321
小計 1,169,539 158,090 174,781 67,952 1,502,410 196,743 88,469 1,285,151 1.0 102.5 87.7 95.7

10 コメ 1,152,830 175,096 68,217 39,275 1,396,143 179,395 69,680 1,186,343
小麦 132,321 0 99,766 35,493 232,087 22,633 29,879 215,069
小計 1,285,151 175,096 167,983 74,768 1,628,230 202,028 99,559 1,401,412 1.1 111.1 95.6 103.9

11 コメ 1,219,038 43,626 34,931 39,110 1,297,595 144,340 31,043 1,161,323
小麦 177,805 0 51,087 45,119 228,892 19,820 12,606 241,585
小計 1,396,843 43,626 86,018 84,229 1,526,487 164,160 43,649 1,402,908 1.0 104.1 95.7 100.1

12 コメ 1,161,323 12,011 5,396 19,078 1,178,730 125,484 3,805 1,068,520
小麦 241,585 0 7,892 20,427 249,477 66,199 15,270 188,434
小計 1,402,908 12,011 13,288 39,505 1,428,207 191,683 19,075 1,256,954 1.0 97.4 85.8 92.0

2009.1 コメ 1,068,520 87,477 6,831 20,859 1,162,828 49,972 36,051 1,097,665
小麦 188,434 0 9,991 24,387 198,425 67,461 16,029 139,322
小計 1,256,954 87,477 16,822 45,246 1,361,253 117,433 52,080 1,236,987 0.9 92.9 84.4 88.8

2 コメ 1,097,665 63,507 6,452 23,420 1,167,624 67,045 24,322 1,099,677
小麦 139,322 0 9,436 16,332 148,758 37,270 10,786 117,034
小計 1,236,987 63,507 15,888 39,752 1,316,382 104,315 35,109 1,216,711 0.9 89.8 83.0 86.5

3 コメ 1,099,677 0 23,179 9,988 1,122,856 212,638 29,252 890,954
小麦 117,034 0 33,898 15,730 150,932 37,105 3,494 126,065
小計 1,216,711 0 57,077 25,718 1,273,788 249,743 32,746 1,017,019 0.9 86.9 69.4 79.1

4 コメ 890,954 0 7,095 38,520 898,049 148,607 57,034 730,928
小麦 126,065 33,597 10,377 21,606 170,039 24,371 9,447 157,826
小計 1,017,019 33,597 17,472 60,126 1,068,088 172,978 66,482 888,754 0.7 72.9 60.6 67.3

5 コメ 730,928 240,084 14,443 76,000 985,455 235,981 103,413 722,061
小麦 157,826 0 21,123 18,849 178,949 24,167 2,790 170,841
小計 888,754 240,084 35,566 94,849 1,164,404 260,148 106,203 892,902 0.8 79.4 60.9 71.4

6 コメ 722,061 481,901 949 106,378 1,204,911 306,581 118,262 886,447
小麦 170,841 0 1,389 21,697 172,230 24,740 83 169,104
小計 892,902 481,901 2,338 128,075 1,377,141 331,321 118,345 1,055,551 0.9 94.0 72.0 84.4
コメ 11,973,770 1,449,447 328,380 602,931 13,751,597 1,754,633 554,210 12,045,691
小麦 1,764,804 33,597 480,252 242,699 2,278,653 371,508 299,396 1,850,451
小計 13,738,574 1,483,044 808,632 845,630 16,030,250 2,126,141 853,605 13,896,142 10.9 1,093.6 948.0 1,026.0
コメ 997,814 144,945 27,365 50,244 1,145,966 146,219 46,184 1,003,808
小麦 147,067 33,597 40,021 24,270 189,888 30,959 24,950 154,204
小計 1,144,881 134,822 67,386 70,469 1,335,854 177,178 71,134 1,158,012 0.91 91.1 79.0 85.5

出典：食糧局（DGoF）（MISM、DMSS、DSDM）

施設利用率（1,465,803t）

付表2-3-1-2（7/7）　全国の月別貯蔵施設利用率（2008/09年度）

年月 食糧

計

平均

注：*移送中の食糧
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Chittagong港 Mongla港 計 Chittagong港 Mongla港
2008.7 コメ 137,386 0 137,386 0 0

小麦 0 0 0 0 0
小計 137,386 0 137,386 100 0

8 コメ 83,291 0 83,291 0 0
小麦 361 0 361 0 0
小計 83,652 0 83,652 100 0

9 コメ 86,350 0 86,350 0 0
小麦 62,043 0 62,043 0 0
小計 148,393 0 148,393 100 0

10 コメ 80,758 0 80,758 0 0
小麦 87,225 0 87,225 0 0
小計 167,983 0 167,983 100 0

11 コメ 0 7,464 7,464 0 0
小麦 78,554 0 78,554 0 0
小計 78,554 7,464 86,018 91 9

12 コメ 0 13,288 13,288 0 0
小麦 0 0 0 0 0
小計 0 13,288 13,288 0 100

2009.1 コメ 0 822 822 0 0
小麦 16,000 0 16,000 0 0
小計 16,000 822 16,822 95 5

2 コメ 1,397 0 1,397 0 0
小麦 14,490 0 14,490 0 0
小計 15,887 0 15,887 100 0

3 コメ 301 17,364 17,665 0 0
小麦 39,412 0 39,412 0 0
小計 39,713 17,364 57,077 70 30

4 コメ 624 0 624 0 0
小麦 7,000 9,848 16,848 0 0
小計 7,624 9,848 17,472 44 56

5 コメ 856 0 856 0 0
小麦 34,701 0 34,701 0 0
小計 35,557 0 35,557 100 0

6 コメ 2,768 0 2,768 0 0
小麦 28,908 0 28,908 0 0
小計 31,676 0 31,676 100 0
コメ 393,731 38,938 432,669 91 9
小麦 368,694 9,848 378,542 97 3
計 762,425 48,786 811,211 94 6

出典：食糧局（DGoF）モニタリング情報システム管理課（MISM）

付表2-3-1-3 Chittagong・Mongla港の輸入穀物取扱量（2008/09年）

年月 穀物
利用率（%）取扱量（t）

計
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管区 項目 単位 2008.7 8 9 10 11 12 2009.1 2 3 4 5 6 平均

有効貯蔵能力 t

施設利用率 %
　最高 92.5 95.6 119.4 138.0 129.1 113.9 115.8 112.2 102.2 90.3 104.7 141.6 112.9
　最低 75.1 85.9 101.6 116.9 111.6 101.1 100.2 99.7 80.7 69.2 71.9 100.8 92.9
　平均 84.7 91.0 111.2 128.3 121.0 107.9 108.6 106.3 92.7 81.2 91.3 124.6 103.9
超過貯蔵量 t

　コメ 0 0 30,177 105,750 70,033 11,697 34,789 34,298 0 0 0 131,847 59,799
　小麦 0 0 51,537 53,950 52,171 46,644 31,568 16,982 9,172 0 19,625 42,896 36,061
　小計 0 0 81,714 159,700 122,204 58,341 66,357 51,280 9,172 0 19,625 174,743 82,571
有効貯蔵能力 t

施設利用率 %
　最高 94.7 95.3 109.9 116.4 112.4 106.9 104.7 102.3 101.4 91.3 91.2 89.2 101.3
　最低 86.9 86.5 92.9 102.8 103.6 96.3 98.3 97.1 88.8 77.6 64.6 61.3 88.1
　平均 91.0 91.1 102.1 110.0 108.2 101.9 101.6 99.8 95.6 85.0 80.2 77.9 95.2
超過貯蔵量 t

　コメ 0 0 884 16,888 9,699 776 0 0 0 0 0 0 7,062
　小麦 0 0 21,847 20,828 18,720 14,997 10,796 5,168 3,289 0 0 0 13,664
　小計 t 0 0 22,731 37,716 28,419 15,773 10,796 5,168 3,289 0 0 0 17,699
有効貯蔵能力 t

施設利用率 %
　最高 96.0 103.0 114.3 107.7 108.8 93.8 92.0 85.7 81.7 68.1 77.1 89.0 92.4
　最低 82.2 90.2 78.6 74.6 76.6 75.0 68.7 65.6 44.9 50.2 43.0 31.3 65.1
　平均 89.6 97.0 99.8 94.1 90.4 85.5 82.0 77.0 68.7 60.5 64.9 73.9 81.1
超過貯蔵量 t

　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 2,181 10,356 5,540 582 0 0 0 0 0 0 0 4,665
　小計 0 2,181 10,356 5,540 582 0 0 0 0 0 0 0 4,665
有効貯蔵能力 t

施設利用率 %
最高 86.0 94.8 107.5 108.6 105.7 99.0 95.0 95.1 93.3 76.0 83.7 99.0 95.3
最低 76.9 82.3 82.7 89.0 91.1 84.8 88.0 88.1 72.4 63.3 63.9 77.5 80.0
平均 81.7 89.0 96.7 99.8 98.9 92.4 91.7 91.7 84.2 70.2 75.1 89.5 88.3
超過貯蔵量 t

　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 26,733 30,719 20,373 0 0 0 0 0 0 0 25,942
　小計 0 0 26,733 30,719 20,373 0 0 0 0 0 0 0 25,942
有効貯蔵能力 t

施設利用率 %
　最高 66.1 74.6 88.5 90.6 94.1 85.2 70.7 62.7 61.6 54.9 65.4 73.7 74.0
　最低 57.5 63.0 76.1 78.2 83.7 68.1 58.7 53.1 47.6 39.6 47.9 49.1 60.2
　平均 62.1 69.3 82.8 84.8 89.2 77.6 65.3 58.3 55.5 48.5 58.0 63.8 67.8
超過貯蔵量 t

　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
有効貯蔵能力 t

施設利用率 %
　最高 70.4 85.5 101.1 158.0 87.9 73.7 71.4 72.9 73.7 65.6 70.0 78.6 84.1
　最低 59.4 75.4 73.6 78.4 70.1 52.6 57.6 65.1 45.0 47.0 44.8 52.5 60.1
　平均 65.3 80.8 89.5 131.6 80.0 64.9 65.2 69.2 62.8 57.9 60.2 68.1 74.1
超過貯蔵量 t

　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 679 34,373 0 0 0 0 0 0 0 0 17,526
　小計 0 0 679 34,373 0 0 0 0 0 0 0 0 17,526
有効貯蔵能力 t

施設利用率 %
　最高 77.1 85.5 102.5 111.1 104.1 97.4 92.9 89.8 86.9 72.9 79.4 94.0 91.1
　最低 73.2 79.8 87.7 95.6 95.7 85.8 84.4 83.0 69.4 60.6 60.9 72.0 79.0
　平均 75.2 82.8 95.7 103.9 100.1 92.0 88.8 86.5 79.1 67.3 71.4 84.4 85.5
超過貯蔵量 t

　コメ 0 0 31,061 122,638 79,732 12,473 34,789 34,298 0 0 0 131,847 63,834
　小麦 0 2,181 111,152 145,410 91,846 61,641 42,364 22,150 12,461 0 19,625 42,896 55,173
　計 0 2,181 142,213 268,048 171,578 74,114 77,153 56,448 12,461 0 19,625 174,743 99,856

Barisal

Dhaka

Chittagong

Syhlet

全国

59,250

327,800

注：超過貯蔵量は、最も高い月別施設利用率を対象に算定した。
出典：調査団

付表2-5-2-1　管区別貯蔵施設利用率の比較と超過貯蔵量（2008/09年度）

Rajshahi

420,350

229,653

72,350

356,400

1,465,803

Khulna
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項目 Rajshahi管区 Khulna管区 Barisal管区 Dhaka管区 Chittagong管区 Sylhet管区 全国
有効貯蔵能力（t）
　サイロ 25,000 0 0 50,000 150,000 0 225,000
　CSD 71,650 111,077 6,100 68,200 41,000 0 298,027
　LSD 323,700 118,576 66,250 238,200 136,800 59,250 942,776
　計 420,350 229,653 72,350 356,400 327,800 59,250 1,465,803
食糧別貯蔵能力（t）
　コメ/小麦 395,350 229,653 72,350 306,400 177,800 59,250 1,240,803
　小麦 25,000 0 0 50,000 150,000 0 225,000
　小計 420,350 229,653 72,350 356,400 327,800 59,250 1,465,803
期首在庫量（t）
　コメ 273,300 169,858 32,668 197,993 81,219 26,793 781,831
　小麦 18,663 9,679 1,804 23,543 64,953 2,079 120,721
　小計 291,963 179,537 34,472 221,536 146,172 28,872 902,552
食糧調達（t）
　国内調達
　　コメ 940,120 163,588 2,549 261,596 55,624 25,970 1,449,447
　　小麦 31,009 1,341 0 1,247 0 0 33,597
　　小計 971,129 164,929 2,549 262,843 55,624 25,970 1,483,044
　国外調達・ドナー支援
　　コメ 0 15,465 32,454 129,838 113,713 36,911 328,381
　　小麦 145,554 81,571 48,410 112,751 64,186 27,779 480,251
　　小計 145,554 97,036 80,864 242,589 177,899 64,690 808,632
　食糧調達計
　　コメ 940,120 179,053 35,003 391,434 169,337 62,881 1,777,828
　　小麦 176,563 82,912 48,410 113,998 64,186 27,779 513,848
　　計 1,116,683 261,965 83,413 505,432 233,523 90,660 2,291,676
食糧取扱量（t）
　コメ 1,213,420 348,911 67,671 589,427 250,556 89,674 2,559,659
　小麦 195,226 92,591 50,214 137,541 129,139 29,858 634,569
　小計 1,408,646 441,502 117,885 726,968 379,695 119,532 3,194,228
施設利用率（%）（=食糧取扱量/貯蔵能力）
　コメ 307 152 94 192 141 151 206
　小麦 781 0 0 275 86 0 282
　小計 335 192 163 204 116 202 218
貯蔵能力不足量
　「バ」国政府による算定
　　コメ 818,070 119,258 -4,679 283,027 72,756 30,424 1,318,856
　　小麦 170,226 92,591 50,214 87,541 -20,861 29,858 409,569
　　小計 988,296 211,849 45,535 370,568 51,895 60,282 1,728,425

= 900,000 = 200,000 = 40,000 = 300,000 = 50,000 = 60,000 = 1,550,000
　調査団による算定
　　コメ 131,847 16,888 0 0 0 0 148,735
　　小麦 42,896 20,828 10,356 30,719 0 34,373 139,172
　　小計 174,743 37,716 10,356 30,719 0 34,373 287,907

= 200,000 = 40,000 = 20,000 = 40,000 = 0 = 40,000 = 340,000

出典：調査団

付表2-5-2-2　食糧貯蔵能力の年間不足量（2008/09年度）

注：「バ」国政府による算定は在庫回転率1回/年を、調査団による算定は実績に基づき在庫回転率を10回/年を前提にしている。
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管区 項目 単位 2008.7 8 9 10 11 12 2009.1 2 3 4 5 6 計 平均
超過貯蔵量 t
　コメ 0 0 30,177 105,750 70,033 11,697 34,789 34,298 0 0 0 131,847 418,591 59,799
　小麦 0 0 51,537 53,950 52,171 46,644 31,568 16,982 9,172 0 19,625 42,896 324,545 36,061
　小計 0 0 81,714 159,700 122,204 58,341 66,357 51,280 9,172 0 19,625 174,743 743,136 82,571
積み増し 1,000BDT
　コメ 0 0 2,112 7,403 4,902 819 2,435 2,401 0 0 0 9,229 29,301 4,186
　小麦 0 0 3,608 3,777 3,652 3,265 2,210 1,189 642 0 1,374 3,003 22,718 2,524
　小計 0 0 5,720 11,179 8,554 4,084 4,645 3,590 642 0 1,374 12,232 52,020 5,780
一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 16,054 56,259 37,258 6,223 18,508 18,247 0 0 0 70,143 222,690 31,813
　小麦 0 0 27,418 28,701 27,755 24,815 16,794 9,034 4,880 0 10,441 22,821 172,658 19,184
　小計 0 0 43,472 84,960 65,013 31,037 35,302 27,281 4,880 0 10,441 92,963 395,348 43,928
積み増し＋一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 3,507 12,288 8,138 1,359 4,042 3,985 0 0 0 15,321 48,640 6,949
　小麦 0 0 5,989 6,269 6,062 5,420 3,668 1,973 1,066 0 2,280 4,985 37,712 4,190
　小計 0 0 9,495 18,557 14,200 6,779 7,711 5,959 1,066 0 2,280 20,305 86,352 9,595
超過貯蔵量 t
　コメ 0 0 884 16,888 9,699 776 0 0 0 0 0 0 28,247 7,062
　小麦 0 0 21,847 20,828 18,720 14,997 10,796 5,168 3,289 0 0 0 95,645 13,664
　小計 0 0 22,731 37,716 28,419 15,773 10,796 5,168 3,289 0 0 0 123,892 17,699
積み増し 1,000BDT
　コメ 0 0 62 1,182 679 54 0 0 0 0 0 0 1,977 494
　小麦 0 0 1,529 1,458 1,310 1,050 756 362 230 0 0 0 6,695 956
　小計 0 0 1,591 2,640 1,989 1,104 756 362 230 0 0 0 8,672 1,239
一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 4,703 89,844 51,599 4,128 0 0 0 0 0 0 150,274 37,569
　小麦 0 0 3,186 3,335 3,225 2,883 1,951 1,050 567 0 1,213 2,652 20,063 2,866
　小計 0 0 7,889 93,179 54,824 7,012 1,951 1,050 567 0 1,213 2,652 170,337 24,334
積み増し＋一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 103 1,962 1,127 90 0 0 0 0 0 0 3,282 821
　小麦 0 0 2,539 2,420 2,175 1,743 1,254 601 382 0 0 0 11,114 1,588
　小計 0 0 2,641 4,383 3,302 1,833 1,254 601 382 0 0 0 14,396 2,057
超過貯蔵量 t
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 2,181 10,356 5,540 582 0 0 0 0 0 0 0 18,659 4,665
　小計 0 2,181 10,356 5,540 582 0 0 0 0 0 0 0 18,659 4,665
積み増し 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 153 725 388 41 0 0 0 0 0 0 0 1,306 327
　小計 0 153 725 388 41 0 0 0 0 0 0 0 1,306 327
一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 1,160 5,509 2,947 310 0 0 0 0 0 0 0 9,927 2,482
　小計 0 1,160 5,509 2,947 310 0 0 0 0 0 0 0 9,927 2,482
積み増し＋一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 253 1,203 644 68 0 0 0 0 0 0 0 2,168 542
　小計 0 253 1,203 644 68 0 0 0 0 0 0 0 2,168 542
超過貯蔵量 t
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 26,733 30,719 20,373 0 0 0 0 0 0 0 77,825 25,942
　小計 0 0 26,733 30,719 20,373 0 0 0 0 0 0 0 77,825 25,942
積み増し 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 1,871 2,150 1,426 0 0 0 0 0 0 0 5,448 1,816
　小計 0 0 1,871 2,150 1,426 0 0 0 0 0 0 0 5,448 1,816
一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 14,222 16,343 10,838 0 0 0 0 0 0 0 41,403 13,801
　小計 0 0 14,222 16,343 10,838 0 0 0 0 0 0 0 41,403 13,801
積み増し＋一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 3,106 3,570 2,367 0 0 0 0 0 0 0 9,043 3,014
　小計 0 0 3,106 3,570 2,367 0 0 0 0 0 0 0 9,043 3,014
超過貯蔵量 t
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
積み増し 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
積み増し＋一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
超過貯蔵量 t
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 679 34,373 0 0 0 0 0 0 0 0 35,052 17,526
　小計 0 0 679 34,373 0 0 0 0 0 0 0 0 35,052 17,526
積み増し 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 48 2,406 0 0 0 0 0 0 0 0 2,454 1,227
　小計 0 0 48 2,406 0 0 0 0 0 0 0 0 2,454 1,227
一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 361 18,286 0 0 0 0 0 0 0 0 18,648 9,324
　小計 0 0 361 18,286 0 0 0 0 0 0 0 0 18,648 9,324
積み増し＋一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　小麦 0 0 79 3,994 0 0 0 0 0 0 0 0 4,073 2,037
　小計 0 0 79 3,994 0 0 0 0 0 0 0 0 4,073 2,037
超過貯蔵量 t
　コメ 0 0 31,061 122,638 79,732 12,473 34,789 34,298 0 0 0 131,847 446,838 63,834
　小麦 0 2,181 111,152 145,410 91,846 61,641 42,364 22,150 12,461 0 19,625 42,896 551,726 55,173
　小計 0 2,181 142,213 268,048 171,578 74,114 77,153 56,448 12,461 0 19,625 174,743 998,564 99,856
積み増し 1,000BDT
　コメ 0 0 2,174 8,585 5,581 873 2,435 2,401 0 0 0 9,229 31,279 4,468
　小麦 0 153 7,781 10,179 6,429 4,315 2,965 1,551 872 0 1,374 3,003 38,621 3,862
　小計 0 153 9,955 18,763 12,010 5,188 5,401 3,951 872 0 1,374 12,232 69,899 6,990
一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 16,524 65,243 42,417 6,636 18,508 18,247 0 0 0 70,143 237,718 33,960
　小麦 0 1,160 59,133 77,358 48,862 32,793 22,538 11,784 6,629 0 10,441 22,821 293,518 29,352
　小計 0 1,160 75,657 142,602 91,279 39,429 41,045 30,030 6,629 0 10,441 92,963 531,236 53,124
積み増し＋一時的移送 1,000BDT
　コメ 0 0 3,609 14,251 9,265 1,449 4,042 3,985 0 0 0 15,321 51,923 7,418
　小麦 0 253 12,916 16,897 10,673 7,163 4,923 2,574 1,448 0 2,280 4,985 64,111 6,411
　小計 0 253 16,525 31,147 19,937 8,612 8,965 6,559 1,448 0 2,280 20,305 116,033 11,603

Khulna
（229,653t）

Rajshahi
（420,350t）

　　 2）一時的食糧移送（往復）は、半径50km以内のLSDに移送することを想定し、そのトラック移送費用はハンドリング費用を含め532BDTとした。
注：1）食糧袋（85kg・50kg）の積み増しは、有効貯蔵能力の125%まで可能で、労賃は70BDT/tとした。

　　 3）積み増しと一時的食糧移送は超過貯蔵量の90%を積み増しにより処理し、残りの10%はトラック移送を想定した。
出典：調査団

付表2-5-2-3　超過貯蔵量に対する対処費用の推計

全国
（1,465,803t）

Syhlet
（59,250t）

Chittagong
（327,800t）

Dhaka
（356,400t）

Barisal
（72,350t）

147

s.kinouchi
スタンプ



 



項
目

単
位

20
05

/0
6年

度
20

06
/0

7年
度

20
07

/0
8年

度
20

08
/0

9年
度

増
加
率
（
%
）

20
09

/1
0年

度
20

10
/1

1年
度

20
11

/1
2年

度
20

12
/1

3年
度

20
13

/1
4年

度
20

14
/1

5年
度

期
首
在
庫
量

1,
00

0t
　
コ
メ

60
6

56
8

44
2

82
4

　
小
麦

15
2

17
6

16
8

17
4

　
小
計

75
8

74
4

61
0

99
8

1,
00

0
1,

00
0

1,
00

0
1,

00
0

1,
00

0
1,

00
0

食
糧
調
達

1,
00

0t
　
国

内
調
達

　
　
コ
メ

94
4

1,
13

9
87

0
1,

44
9

　
　
小
麦

1
0

0
34

　
　
小
計

94
5

1,
13

9
87

0
1,

48
3

5.
5

1,
56

5
1,

65
1

1,
74

1
1,

83
7

1,
93

8
2,

04
5

　
国

外
調
達

　
　
コ
メ

49
8

69
5

1,
96

7
57

1
　
　
小
麦

1,
76

7
1,

63
4

1,
23

5
1,

98
2

　
　
小
計

2,
26

5
2,

32
9

3,
20

2
2,

55
3

4.
1

2,
65

8
2,

76
7

2,
88

0
2,

99
8

3,
12

1
3,

24
9

　
ド
ナ
ー

支
援

　
　
コ
メ

34
25

80
30

　
　
小
麦

16
0

66
17

5
71

　
　
小
計

19
4

91
25

5
10

1
13

0
13

0
13

0
13

0
13

0
13

0
　
計

　
　
コ
メ

1,
47

6
1,

85
9

2,
91

7
2,

05
0

　
　
小
麦

1,
92

8
1,

70
0

1,
41

0
2,

08
7

　
　
小
計

3,
40

4
3,

55
9

4,
32

7
4,

13
7

4,
35

2
4,

54
7

4,
75

1
4,

96
5

5,
18

9
5,

42
4

食
糧
供
給
量

1,
00

0t
　
コ
メ

2,
08

2
2,

42
7

3,
35

9
2,

87
4

　
小
麦

2,
08

0
1,

87
6

1,
57

8
2,

26
1

　
小
計

4,
16

2
4,

30
3

4,
93

7
5,

13
5

5,
35

2
5,

54
7

5,
75

1
5,

96
5

6,
18

9
6,

42
4

配
給
量

1,
00

0t
　
　
コ
メ

1,
00

3
1,

28
8

1,
08

1
1,

75
7

　
　
小
麦

23
6

19
2

24
8

37
2

　
　
小
計

1,
23

9
1,

48
0

1,
32

9
2,

12
9

7.
6

2,
29

1
2,

46
5

2,
65

2
2,

85
4

3,
07

1
3,

30
4

付
表

2-
5-

2-
4　

食
糧

貯
蔵

能
力

不
足

量
の

予
測

に
係

る
基

本
指

標

出
典

：
調

査
団

s.kinouchi
スタンプ

s.kinouchi
スタンプ



 



151

s.kinouchi
スタンプ



 



153

s.kinouchi
スタンプ



 



155

s.kinouchi
スタンプ



 



157 

バ国政府のサイロ建設 PDPP の日本語翻訳  
 

バ国は食糧増産を推進してきたが、依然としてドナーの食糧援助に依存し、また自

然災害の多発地域であるため、食糧安全保障が担保されていない状況にある。人口の

約 40%は十分な食糧を得るための所得が不足し、貧困状態に置かれている。近年の世

界的な穀物価格の高騰の影響を受け、バ国においても穀物価格の上昇によって、新た

に約 12 百万人が貧困状態に陥り、2015 年までに貧困を半減させる計画に重大な影響

を及ぼす結果となっている。  

 

食糧政策と食糧貯蔵： 

バ国は食糧安全保障を担保するために、国家食糧計画を実施している。NFA の目的

は、①安全で栄養価の高い食糧の量的確保とその安定供給、②購買力の増強と食糧へ

のアクセス確保、③特に女性・子供を対象にした栄養価の高い食糧の確保等である。

NFA においては、政府買い上げ・配給の季節性に配慮して、期首食糧備蓄量を 1 百万

t にすることが提唱されている。食糧安全保障の担保と同時にミレニアム開発目標を

2015 年に達成するために、政府は①食糧在庫の 適水準の維持、②社会的弱者を対象

とした手頃な値段での食糧アクセスの確保、③貧困地域と災害多発地域における食糧

プログラムの実施、④公共食糧配給システム（Public Food Distribution System: PFDS）

強化による食糧安全保障の担保等の施策を実施している。しかしながら、自国資金は

限られているため、ドナー支援を必要としている。  

 

食糧倉庫の必要性： 

人口 1.5 億万の年間穀物消費量は約 30 百万 t であり、その 10%を備蓄量として確保

することが NFP の戦略に述べられている。政府は将来的に 3 百万 t の食糧貯蔵施設を

整備する必要があるとしているが、現在の食糧備蓄量は 124.5 万 t であり、貯蔵施設

能力は 147.2 万 t である。  

 

既存食糧倉庫の現況： 

既存食糧倉庫の貯蔵能力は 147.2 万 t（小麦サイロ 4 棟 22.5 万 t と CSD・LSD 倉庫

644 棟 124.7 万 t）である。サイロ 5 棟と平型食糧倉庫 2,357 棟が整備されているが、

平型倉庫の 304 棟は利用が不可能で、また 103 棟は修理が不可能な状態で、撤去する

必要があること等の問題を抱えている。サイロは 1960 年代後半に世銀の資金で建設さ

れたものであり、平型倉庫 105 棟は日本の無償援助で建設された。また、1990 年代に

EU 支援で新設倉庫 54 棟が建てられ、平型倉庫 1,042 棟の改修が行われた。その他の

倉庫（Assam 型、Lahore 型、Dhaka 型）は、1940 年代に建設されたものである。  

独立以前に建設された食糧倉庫の多くは、もはや改修することが不可能である。

2008 年の貯蔵状況によると、既存倉庫の貯蔵能力の不足が原因で政府買い上げ食糧と

輸入食糧が効率的に貯蔵することができなくなった。これは、国家の食糧安全保障を

脅かすものであり、また、近年の国際市場における穀物価格高騰の影響もあり、政府

付属資料 4
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の食糧安全保障を見直す契機となっている。他方、民間部門の食糧貯蔵、流通、品質

管理等の技術は未熟な状態にあると言え、政府にとっては食糧倉庫の建設以外に選択

の余地はない。  

 

新設食糧倉庫の必要性： 

食糧生産の変動による食糧価格の乱高下の現状を踏まえると、消費者・生産者保護

の立場から食糧の調達・販売を通じて政府の市場介入が必要になる。公共食糧配給制

度の主目的は、わずかな食糧しか購入することができない貧困層を対象に、食糧支援

計画や所得移転計画の下に必要量を供給することである。また、食糧支援のセフティ

ーネットプログラムの実施に必要な食糧備蓄を確保するため、政府は災害時の食糧ニ

ーズに即応できる備蓄も維持する必要がある。  

 

サイロ施設の必要性： 

従来の貯蔵作業は人力で行われるため、運営管理費に占める人件費の割合が高い。

政府は効率的な食糧管理を行うため、近代的で機械化されたサイロ型のコメ貯蔵施設

の建設を計画しており、その利点は、①わずかな用地の確保で済むこと、②将来の気

候変動の影響や貯蔵食糧の品質劣化を考慮すると、安全で長期間の食糧保存が可能な

こと、③貯蔵・搬入・搬出時の食糧ロスを削減できること、④建設費・維持管理費の

削減につながること等である。10 万 t のサイロ型貯蔵施設と平型倉庫の建設費比較は

以下のとおりである。  
 

費目  平型倉庫  サイロ型貯蔵施設 差額単価  サイロの差額総額

土地取得  11.25 ha 1.39 ha US$37.79 百万  US$37.79 百万  
運営費用  US$14.25/t US$2.9/t US$11.35/t US$1.135 百万  
殺虫消毒（固体）  48 g/t/年  12 g/t/年  US$0.38/t/年  US$3.8 万  
殺虫消毒（液体）  18.46 ml/t/年  0 US$0.41/t/年  US$4.1 万  
貯蔵・搬出入ロス  10 kg 2 kg US$2.57/t/年  US$25.7 万  
麻布袋  12 袋 /t  0 US$8.57/t US$85.7 万  
人件費  US$6.57/t US$1.48/t US$5.1/t US$51 万  

US$16.5 百万  
（コンクリート製）

US$14.5 百万  
（コンクリート製）  

US$14.5 百万  
（コンクリート製）

建設費  US$31 百万  
US$12.42 百万  
（スチール製）  

US$18.58 百万  
（スチール製）  

US$18.58 百万  
（スチール製）  
US$55.12 百万  

（コンクリート製）
計  

US$59.2 百万  
（スチール製）  

 

サイロ型貯蔵施設の有利性： 

①  わずかな時間と費用で、食糧の搬出入ができる。搬出入量の計算がコンピュータ

化され、安全で長期間の保存が可能となる。  

②  サイロは主に食糧安全保障の一環として国家備蓄に使用される。また、干ばつ、

洪水等による作物被害発生の緊急事態に備えることもできる。  

③  消費者、特に社会的弱者に良心的な値段で食糧を供給するため、災害時の搬出作

業が敏速にできる。  
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④  サイロはトラック、貨車のバラ積と袋詰め食糧に対応できる。バラ積はコストが

安い上、輸送・ハンドリングが容易である。  

⑤  サイロに貯蔵された穀物は、温度と湿度の影響を受けにくく、また害虫被害の影

響も少なくなるため、害虫防除措置を講じる必要はあまりない。他方、平型倉庫

では殺虫剤が大量に使われ、そのため残留農薬が残る可能性がある。  

⑥  機械化されたサイロ型貯蔵施設においては、収穫後の作物ロスを削減できる。  

 

サイロ建設の代替案は以下のとおりである。  

 
代替案  所在地  施設規模  建設費  備考  

代替案 1 75 ヵ所  500t x 200 棟  
22.55 億 BDT 

（US$32.21 百万）
土地取得費含まず  

代替案 2 75 ヵ所  1,000t x 100 棟  
18.985 億 BDT 

（US$27.12 百万）
同上  

代替案 3 75 ヵ所  
500t x 54 棟  

1,000t x 73 棟  
19.948 億 BDT 

（US$28.5 百万）
同上  

コンクリート製 10 万 t
11.55 億 BDT 

（US$16.5 百万）
代替案 4 

既設 Santahar
サイロ敷地内  

スチール製 10 万 t 
8.694 億 BDT 

（US$12.42 百万）

同上  

 

支援上限額に制約がある場合には、ドナー機関の共同支援も考えられ、その場合に

は代替案 1 – 3 が対象になる。  

 

 

Construction of vertical rice silo of capacity one million mt at Postagola of Dhaka City 

(Preliminar Development Project Proforma/Proposal 
 

近年のバイオ燃料の生産・利用は、世界的に化石燃料価格の高騰を招き、また未来

の持続的なエネルギーの確保につながっている。農作物、特に穀物から生産されるバ

イオ燃料は、世界の食糧在庫状況の直接的な挑戦でもある。地球温暖化、干ばつ、そ

の他の自然災害（洪水、台風、嵐等）が原因で、世界的な食糧生産は制約され、その

ため、国際市場価格の騰貴をもたらしている。  

バ国は世界第 3 位の人口密度を擁しているため、将来の食糧危機に対処しなければ

ならない。人口 1.5 億の年間穀物消費量は、約 30 百万 t である。この大量の消費量に

対処するため、政府は国家食糧政策の戦略に従って、総消費量の 10%を食糧安全保障

の在庫量として貯蔵しなければならない。したがって、政府は近未来に 3 百万 t の食

糧備蓄を貯蔵できるインフラ施設を必要としている。  

近年の食糧価格高騰状況のなか、政府は国内市場からコメ 1.5 百万 t と食糧安全保

障のため、穀物 1.7 百万 t の輸入を決めた。この公共食糧配給の拡大は、既存貯蔵能

力の強化を必要としている。既存の食料インフラのうち、サイロ 4 基の有効貯蔵能力

は 22.5 万 t（小麦貯蔵に利用）であり、また CSD/LSDs の貯蔵能力は 1.472 百万 t であ

る。公共食糧配給の拡大によって、78 万 t の貯蔵施設の増設を 2009/10 年から 2011/12
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年の 3 年間に行う必要性に迫られている。食糧局（DGoF）は、既存のサイロ、CSD、

LSD の敷地内に施設を増設することを計画している。  

現在の貯蔵・荷揚げ・荷下ろし作業は、人力で行われており、原始的で、また費用

のかかる作業である。追加貯蔵施設の敷地面積の 小化を図り、長期的に安全な保存

ができ（農薬散布の削減）、将来の気候変動の影響を加味した近代的で機械化されたサ

イロ貯蔵施設の導入を政府は計画している。その施設では、貯蔵・搬出入ロスの削減、

建設費の削減、維持管理費の削減等効率的な食糧管理が可能となる。  

目的：  

①  建設用地の極小化が可能である（平型倉庫と比較して 1/8 以下の面積）  

②  農薬散布の必要性が少なくなり、長期的に安全な食糧保存が可能となる  

③  貯蔵・搬出入ロスを削減でき、効率的な食糧管理ができる  

④  食糧の安全保障の観点から食糧備蓄を行うことができる  

⑤  緊急時の食糧搬出入が可能となること  

⑥  建設・維持管理費が少額ですみ、また穀物の品質を持続できること  

⑦  2kg、3kg、5kg、50-85kg の袋詰めが容易にできること  

輸入食糧到着の不確実性や緊急時食糧配給に対処するため、政府は国家食糧政策

（2006 年）に基づいて 1 百万 t の穀物備蓄を維持することを決めおり、また、その政

策は、国内穀物調達時期にその備蓄量以上の穀物確保の必要性を説いている。その上、

現状を反映した調達と配給の必要性も示している。  

既存貯蔵施設としてサイロ 5 基に加え、平型倉庫 2,357 棟があるが、平型倉庫 304 棟

は利用されておらず、103 棟は修理不可能で、取り壊しをする必要がある。サイロは

1960 年代に世銀資金で建設された。1975～85 年には日本の無償で平型倉庫が 105 棟建

設された。1990 年代には、倉庫 54 棟の増設と平型倉庫 1,042 棟のリハビリが EU 資金

で実施された。その他の倉庫（Assam Type、Lahore Type、Dhaka Type）は、1940 年代

に作られたものである。パキスタン時代に建設された貯蔵施設の多くは、もはやリハ

ビリや改修することはできない。  

2008 年の経験では、国内調達穀物や輸入穀物に対して貯蔵ができなくなり（インド

からコメ 50 万 t、国内調達 1.67 百万 t、小麦の食糧援助等で天井まで食糧が積み上げ

られ、トラックが行列をなし、品質劣化を来した）、効率的に貯蔵、搬出入ができない

状況になった。これは、国家の食糧安全保障にとって脅威となった。国際市場での近

未来の食糧危機は、国家にとって重大事態に直面することになる。その反面、食糧貯

蔵、搬出入、品質管理の適正技術は、民間部門ではまだ導入されていないのが現状で

ある。したがって、政府にとっては選択の余地はなく、その部門への投資を迫られる

ことになる。必要とする用地面積は、平型倉庫に比べ 1/8 以下で済む。  

 

短・中・長期計画との関連性： 

常習的な自然災害によって影響を受ける食糧安全保障問題は、充分には理解されて

いない。国民の混乱状態を処理する能力を政府は充分にはなく、また台風、高波によ

る被害に対しても自国資金で対処することは困難である。本件の目的は、PRS Policy 

Agenda、MDGs、国家食糧政策、またそのアクションプランに密接に関連している。  



161 

社会経済効果： 

貯蔵施設の改善につながる。その結果、緊急時に即応できることから Dhaka の食糧

安全保障に貢献できる。貧困層への食糧配給が円滑に行われる。建設時には、200 人 /

日の雇用が確保できる。  
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北部地域の食糧倉庫建設計画の日本語翻訳  

（Construction of New Food Godown with Ancillary Facilities in the Northern Region 

including other strategic locations of the Country） : Debt Relief Grant Assistant – 

Counterpart Fund (DRGA-CF) 

 

（1）背景 

近年の世界的な穀物価格の高騰を背景に、政府はコメ増産・種子戦略を展開

している。米作については、栽培面積の約 45%で高収量品種（HYV）の収量の

半分しか収穫できない在来種が栽培されている。したがって、在来種から HYV

への転換を図ることができれば、収量増と増産につながることになる。これに

よって、アグリビジネス、農産物加工業の振興を図ることができ、また輸送、

通信、貯蔵インフラ、情報ネットワーク等への投資も促進されることが期待さ

れている。政府はインフラ開発（特に農村地帯の成長センター）等包括的なセ

クター改革を行っており、流通コストの削減、貧困層又は貧困地帯への社会サ

ービスの提供を改善することを目的としている。  

本計画では、地方物流センターが直接的に又は間接的に、農村地帯の成長セ

ンターと連動されることになる。すなわち、本計画は農村部のインフラ開発の

みならず、貧困削減にも貢献できる。また、本計画は婦人にとって好ましいビ

ジネス環境を創出するため、民間部門への支援も含まれている。それによって、

婦人を取り巻く環境（隔離され、分割された労働市場）が改善されることにな

る。  

 

（2）必要性 

公共食糧配給制度の主目的は、現行の市場価格で各地方市場から必要最低限

の食糧さえ購入できない貧困層を対象に、食糧支援・所得移転プログラムを実

施するのに必要な食糧を供給することである。また、各種の食糧支援セフティ

ーネットプログラムの必要在庫量を維持するために、政府は自然災害の緊急ニ

ーズに備えるため、食糧備蓄を行う必要もある。近年の持続的な増産に呼応し

て、公共食糧管理がかなり改善された。食糧調達・配給活動は公共食糧在庫量

の現状を踏まえて行われている。公共食糧在庫量を確保・維持するため、政府

は①公共食糧配給目標の円滑な実施に配慮した食糧調達量の決定、②調達・配

給の季節的変動を考慮した食糧在庫量の確保等の施策を実施している。  

国家食糧政策は、食糧の自給自足の達成と食糧安全保障の担保を目的として

いる。北部地域では相当量の余剰食糧が生産されているため、食糧貯蔵戦略は

以下のとおりである。  

付属資料 5
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年度  
有効貯蔵量  

（ t）  

全国の  
政府調達量  

（ t）  

Rajshahi 管区

調達量  
（ t）  

Rajshahi 管区

調達率  
（%）  

Rajshahi 管区か

らの食糧移送量

（ t）  
2006/07 1,139,588 872,246 76.5 525,000
2007/08 603,063 647,782 93.0 375,000
2008/09 

409,750 

727,473 509,680 70.0 310,000

注： 2008/09 年度の数字は 2009 年 3 月までの累計  

 

 上述の戦略に基づき、政府は既に 20 万 t 以上の食糧倉庫を新設することを計

画し、その内 11 万 t の貯蔵能力の増強が DRGA-CF 資金を利用した計画である。

本計画では CSD と LSD における 1,000t 倉庫 82 棟と 500t 倉庫 56 棟、計 11 万 t138

棟の建設が対象となっている。  

 

（3）プロジェクト目的 

プロジェクト目的は、①食糧局（DGoF）が管轄する貯蔵能力 11 万 t の増強を

図る、②食糧安全保障を改善する、③農民からの食糧買い上げを促進させるこ

とによって、農民の増産意欲を醸成する、④不足・緊急時の食糧供給の円滑化

を図るため、地方の食糧貯蔵施設網を整備する等である。  

 

（4）プロジェクト効果 

プロジェクト効果は、①Rajshahi 管区の食糧貯蔵能力が 11 万 t 増強され、裨

益対象者は都市・農村部の貧困層である、②国家の備蓄量の拡大によって、現

行食糧安全保障体制が強化される、③計画 LSD が PRSP 政策の一環である成長

センターとの連携強化を図ることが可能となる等である。  

 

（5）事業費と実施期間 

事業費は 2,408.125 百万 BDT で、事業実施期間は 2009 年 7 月から 2012 年 6

月までの 3 カ年である。  

 

（6）計画施設の調査 

1999～2000 年に Development Design Consultants Ltd.によって、F/S 調査（200

棟 x 500t/棟= 10 万 t）が実施済みである。2010 年までに北部地域に貯蔵能力 21.5

万 t の増設を提言しており、その調査報告書に基づき、今回の要請に至った。  
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（7）計画施設の所在地と棟数の概要は以下のとおりである。  

 
Existing LSD/CSD Proposed Godowns District Upazila Name of LSD/CSD 

No. Capacity 
(MT) 

No. Capacity 
(MT) 

Ranigonj 2 1,500 1 1,000
Ghoraghat Sadar 1 500 1 500

Ghoraghat 

Dugdugi 1 500 1 500
Hakimpur Hilli 6 4,000 1 1,000

Madilahat 1 500 1 1,000Fulbari 
Fulbari Sadar 3 3,000 1 1,000
Daudpur 2 1,000 1 500Nowabgonj 
Bhaduria 1 500 1 500
Ambari 1 1,000 1 1,000
Monmothpur 3 1,500 1 1,000
Bhabanipur 1 1,000 1 500

Parbotipur 

Parbotipur Sadar 3 1,500 1 500
Chrirbandor Sadar 2 2,000 1 1,000Chirirbandor 
Ranirbandor 1 1,000 1 1,000

Dinajpur Sadar Pulhat 6 4,000 1 500
Bochagonj Shetabgonj 6 3,500 1 1,000

Mongolpur 3 2,000 1 1,000Biroil 
Biroil Sadar 4 2,500 1 1,000

Birgonj Birgonj 3 2,000 1 1,000
Kharol Kharol 2 1,500 1 1,000

Pakerhat 1 500 1 1,000Khansama 
Khansama Sadar 2 1,000 1 1,000

Dinajpur 

Sub-total  22 18,500
Ruhia 8 5,500 1 1,000
Bhullirhat 1 500 1 1,000
Thakurgoan Sadar 7 5,500 1 500
Shibgonj 4 3,000 1 500

Takurgaon 
Sadar 

Goreahat 1 1,000 1 500
Ranishonkoil 3 2,000 1 1,000Ranishonkoil 
Neckmorod 2 1,500 1 500
Baliadangi 1 1,000 2 2,000Baliadangi 
Lahirihat 1 1,000 2 2,000

Horipur Jaduranihat 1 500 1 500

Thakurgaon 

Sub-total  12 9,500
Debigonj Debigonj 2 1,000 2 2,000
Atoari Mirzapur 1 500 2 1,500
Boda Shakoa 1 500 1 500

Panchagor 

Sub-total  5 4,000
Joldhaka Joldhaka 2 1,750 1 1,000
Koshoregonj Koshoregonj Sadar 2 1,000 1 1,000

Nilphamari 

Sub-total  2 2,000
Lalmonirhat Sadar 8 5,000 2 1,500Lalmonirhat 
Tista 1 500 1 1,000

Patgram Patgram 2 1,000 1 1,000
Hatibandha Hatibandha 2 1,500 1 1,000
Kaligonj Kakina 2 1,000 1 1,000
Aditmari Aditmari 1 500 1 500

Lalmonirhat 

Sub-total  7 6,000
Rajarhat Rajarhat 1 1,000 1 1,000Kurigram 
Chilmari Chilmari 2 1,500 1 1,000
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Rowmari Rowmari 1 500 1 500
Rajibpur Rajibpur 1 500 1 500
Sub-total  4 3,000
Badargonj Badargonj 2 1,000 2 1,500

Pirgonj Sadar 1 1,000 1 1,000Pirgonj 
Bhendabari 1 1,000 1 500

Gongachora Gongachora 1 1,000 1 1,000
Rangpur Sadar Rangpur Sadar 9 5,500 1 500
Kawnia Kawnia 1 1,000 1 500

Rangpur 

Sub-total  7 5,000
Palashbari Palashbari 2 1,500 2 1,000
Gaibandha 
Sadar 

Gaibandha Sadar 11 7,400 1 1,000

Fulchari Fulchari 1 500 1 500
Saghata Bonarpara 4 2,500 1 500

Gaibandha 

Sub-total  5 3,000
Kalai 2 1,000 1 1,000Kalai 
Molamgari 1 500 1 500

Khetlal Khetlal 1 500 1 1,000
Paenhbibi Panchbibi 7 4,650 2 2,000

Joypurhat 

Sub-total  5 4,500
Nondigram Nondigram 2 1,500 1 1,000

Bogra Sadar 13 7,800 1 1,000Bogra Sadar 
Namuza 1 500 1 1,000
Dhunot 1 500 1 1,000Dhunot 
Goshaibari 1 500 1 1,000
Sherpur 4 2,500 1 1,000Sherpur 
Mirzapur 3 1,500 1 500
Talora 7 4,000 3 2,500Dhupchacia 
Dhupchacia Sadar 1 500 2 2,000
Shibgonj 1 500 1 500Shibgonj 
Mokamtola 1 500 1 500

Gabtoli Shabekpara 1 500 1 1,000
Shajhanpur Betgari 3 3,000 1 500
Shariakandi Shariakandi 2 1,000 1 500
Shonatola Shonatola Sadar 1 500 1 500

Santahar CSD 44 37,550 13 12,000
Santahar BADC 
Godown 

3 3,000 8 8,000
Adomdighi 

Noshrodpur 1 500 1 500

Bogra 

Sub-total  40 35,000
Badolgachi Badolgachi 1 500 1 1,000
Manda Prosatpur 3 1,500 2 1,500

Mohadebpur 3 1,750 1 500
Matajirhat 2 1,000 1 500

Mohadebpur 

Mohisbathan 1 500 1 500

Nagoan 

Sub-total  6 4,000
Roygonj Chandikona 3 1,500 1 1,000
Ullahpara Ullahpara 7 4,000 1 1,000
Kamarkhond Kamarkhond 2 1,000 1 500
Belkuchi Belkuchi 2 1,000 1 500
Kazipur Kazipur 3 1,500 1 500
Tarash Tarash 2 1,000 1 500

Sirajgonj 

Sub-total  6 4,000
Pabna Sadar 5 5,000 2 2,000Pabna Pabna Sadar 
Noorpur 3 1,500 1 500
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Issordi Muladuli CSD 41 40,060 2 2,000
Chatmohor Chatmohor 2 1,000 1 500
Bera Bera 3 1,500 1 500
Santhia Shanhia 2 1,000 1 500
Atghoria Atghoria 2 1,000 1 500
Sub-total  9 6,500
Poba Naohata 2 1,000 1 1,000
Puthia Puthia 5 3,000 1 1,000
Baghmara Bhobanipur 2 1,000 1 500
Mohanpur Mohanpur 1 500 1 500

Rajshahi 

Sub-total  4 3,000
Gurudashpur Gurudashpur 2 1,250 2 1,000
Shingra Shingra 2 1,000 1 500
Natore Sadar Natore Sadar 6 3,000 1 500

Natore 

Sub-total  4 2,000
 Grand Total  138 110,000
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